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　──東京銀座にある、茜あかね屋やホテル。

「ここか……」

　正面玄げん関かんの前で立ち止まり、英語でぼそりと呟つぶやく。

　一九六〇年代に国内の著名な建築家が設計したという建物は、当時としては画期的なデザインだったのだろう。今見てもはっとするような大だい胆たんさと洗練された美しさを持ち合わせており、国内外で高い評価を得ていることも頷うなずける。

（いよいよ九年ぶりの再会だ）

　高ぶった気持ちを落ち着けるように大きく深呼吸し、男は茜屋ホテルへ足を踏ふみ入れた。

　ニットキャップを目ま深ぶかにかぶり、濃こい色のサングラスをかけているが、彫ほりの深い顔立ちはひと目で外国人とわかる。カーキ色のジャンパーに着古したジーンズという服装は茜屋ホテルの客にふさわしいものではなく、いささか怪あやしげな風ふう体ていだ。

　しかし制服を着たドアマンは、怪しむ素そ振ぶりもなく笑え顔がおで迎むかえ入れてくれた。これがアメリカなら、強こわ面もてのガードマンに「何かご用ですか」と突つっ慳けん貪どんに問いかけられるところだろう。

　ロビーに入り、まずは目立たない壁かべ際ぎわに移動してからぐるりと周囲を見まわす。

　高い天てん井じようから吊つり下げられたシャンデリア、有あり田た焼やきの大きな花か瓶びんに活いけられた色とりどりの花、深しん紅くの絨じゆう毯たんにマホガニーの調度品──少々古めかしい印象は拭ぬぐえないが、老舗しにせ高級ホテルらしい威い厳げんと風格を備えている。

　視線は、フロントのカウンターへと吸い寄せられる。

　チェックインが一段落したらしく、カウンターは閑かん散さんとしていた。

（いないな……）

　カウンター内で立ち働く従業員の顔を見て、男は眉まゆをひそめた。

　目的の人物がここでフロント係をしていることは間ま違ちがいない。今日が出勤日であることも、あらかじめ調査済みだ。

　所用で席を外しているか、休きゆう憩けい中なのかもしれない。ロビーのソファに座って待つことにし、観光案内のパンフレットでも見ようと壁際のラックに近づく。

　ラックには、パンフレットや地図が各種取り揃そろえてあった。いくつか手に取ってみるが、英語が併へい記きされているものの、情報量が少ない。

　英語で詳くわしく書かれたものはないかと探していると、ふいに隣となりに人の立つ気配がした。

　ちらりと横目で見やると、小さな箱を抱かかえた青年だった。パンフレットを補ほ充じゆうしに来た従業員だろう。

「英語のパンフレットをお探しですか？」

「──！」

　柔やわらかなその声に、体の中心を稲いな妻ずまが駆かけ抜ぬけた。

　純じゆんの声だ。十五の頃ころと全然変わっていない。

　懐なつかしさと愛いとおしさ、そして苦い後こう悔かい──万感の思いが込み上げてきて、すぐには振ふり向くことができなかった。

「こちらは観光バスや電車の案内も詳しく載のっていて、外国からのお客さまに好評なんですよ」

　なめらかな英語でそう言って、純が箱の中から取り出したパンフレットを一部差し出す。

「……ああ、ありがとう」

　意を決して笑顔を作り、振り向いて返事をする。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。純には自分が誰だれだかわかるまい。

　サングラスと無ぶ精しよう髭ひげで、人の顔はずいぶんと印象が変わるものだ。

「……っ」

　自分を見上げる瞳ひとみと視線が合って、男は小さく息を飲んだ。

　色白の細ほそ面おもては、報告書の写真よりもずっと美しかった。切れ長の目、すっと筋の通った鼻、形のいい唇くちびる──凜り々りしい顔立ちに、純の家の居間に飾かざられていた日本人形を思い出す。

　あの頃も清潔感あふれる綺き麗れいな少年だったが、純は実に魅み力りよく的な青年に成長していた。

「……何かわからないことがあれば、お尋たずねくださいね」

　不ぶ躾しつけに見つめたせいか、純が困ったように視線を泳がせる。

　ほんのりと上気した頰ほおに子供の頃にはなかった色いろ香かを感じ、体温がじわりと上じよう昇しようする。

「ご親切に、どうも」

　今すぐ抱だき寄せたい衝しよう動どうを必死で抑おさえ、男は余よ裕ゆうたっぷりの笑みを浮うかべてみせた。

　焦あせりは禁物だ。今度は失敗しないように、慎しん重ちように行動せねばならない。

　少し時間を置いて、ちらりと純の後ろ姿を見やる。

　あれから背は少し伸のびたようだが、ほっそりと華きや奢しやな体つきは変わっていない。ぴんと伸びた背筋や、きびきびした立ち居い振ふる舞まいも相変わらずだ。

　純がフロントのカウンターの中に入り、同どう僚りようと言葉をかわして持ち場につく。

　さりげなく観察しながら、男は思案するように顎あごの無精髭を撫なでた。ぐるりとロビーを見み渡わたし、隣りん接せつしたラウンジに目を止める。

「いらっしゃいませ、おひとりさまですか？」

　ウェイトレスの問いかけにジェスチャーで答えると、彼女は丁てい寧ねいな英語で言い直してくれた。案内してくれようとした窓際の席を断って、入口に近い席につく。

「コーヒーを」

「かしこまりました」

　ウェイトレスが立ち去ると、男は観葉植物の隙すき間まからフロントを窺うかがった。ここなら怪しまれずにじっくりと純を眺ながめることができる。

　──小こ桜ざくら純、二十四歳。ふたつ年下の、かつての幼なじみ。

　以前の名字は佐さ々さ木きだった。両親の離り婚こんで名字が変わっていたため、探すのに少々手こずってしまった。

（すっかり大人になったな……）

　柔やわらかな笑みを浮かべて客に応対する純の姿に、胸が疼うずくような懐かしさが込み上げる。

　純とは十四年前、アメリカ北東部ペンシルベニア州の小さな町で出会った。純の父親が数学の研究者で、町にある私立大学に教授として赴ふ任にんしてきたのだ。

　隣の家に引っ越こしてきたとき、純は十歳だった。人形のような顔立ちに似合わず負けん気が強く、喧けん嘩かになると英語も話せないのに食ってかかってきたものだ。

　それから五年の歳月をともに過ごし……いつしか頑がん固こで真っ直ぐな瞳を持つ少年に心を奪うばわれていた。

　けれど素す直なおになれなくて、ついついいじめてしまった。

（あの頃の俺は、自分でも嫌いやになっちまうくらいガキだった）

　苦い後悔の念が込み上げ、眉み間けんに深い皺しわが寄る。

　純が十五歳の誕生日を迎えて間もない頃、一家は日本に帰国することになった。

　突とつ然ぜんの知らせに驚おどろいて純の部屋に押しかけたときのことを、まるで昨日の出来事のようにはっきりと覚えている。

『来月帰国するって本当なのか』

『そうだよ』

　素そっ気なく言って、純はぷいと視線をそらした。

　それも仕方のないことだ。帰国するなんて知らなくて、つい最近もからかって怒おこらせたばかりだった。

　純はずっと自分のそばにいるものだと思っていた。

　……いや、本当はいつか別れが来ることはわかっていた。

　けれど考えるのを先延ばしにして、本当の気持ちを伝える機会を逃のがし続けていたのだ。

『おまえだけこっちに残ればいいじゃねえか』

『そういうわけにはいかないよ。この家だって来月には出て行かなきゃならないし』

『うちに住めばいい』

　思わずそう言うと、純が眦まなじりをつり上げて睨にらみつけてきた。

『冗じよう談だんじゃない。毎日いじめられるなんてごめんだ』

　今までしてきたことのしっぺ返しを食くらい、言葉を失った。

　純の立場になって考えれば、同居の申し出にすんなり頷くわけがない。作戦を変えようと、精せい一いつ杯ぱいフレンドリーな笑顔を作って純を見下ろした。

『……そう刺とげ々とげするなよ。日本に行ったらメールアドレス変わるんだろ？　教えろよ』

『嫌だ』

『じゃあ住所教えろ。クリスマスカードくらい送ってやる』

　……またこれだ。どうして自分はこういう皮肉っぽい言い方しかできないのだろう。

『いらない』

　案の定、純は即そく座ざに拒きよ否ひした。

　苛いら立だたしげに前まえ髪がみをかき上げて、ほかに何か繫つながりを保つ方法はないかと考えを巡めぐらせる。

『大学はこっちに来るんだろう？　州立大に行きたいって言ってたよな』

『そうだとしても、もう会いたくない』

　拒絶するように背を向けられ、腹の底から名状しがたい感情の塊かたまりが込み上げてくるのを抑えることができなかった。

　気がついたときには、純の細い体を無理やりベッドに押し倒たおして馬乗りになっていた。

『なっ、何するんだよ！　どけよ！』

　折れそうなほど細い手首、怯おびえた瞳、可か愛わいらしい唇から飛び出す拒絶の言葉……十七歳の自分は、欲よく望ぼうの暴走を食い止める術を持ち合わせていなかった。

　強ごう引いんに純の唇を塞ふさいだときの感かん触しよくがよみがえり、ぞくりと背筋が震ふるえる。

　十五歳の純ではなく今視線の先にいる二十四歳の純にキスしたような錯さつ覚かくに陥おちいり、体の奥に炎ほのおが燃え上がるのがわかった。

　慌あわてて不ふ埒らちな熱を振り払はらおうと、大きく息を吐はく。

　──無理やりキスをしてしまったことで純は激げき怒どし、口を利きいてくれなくなった。

　自分も素直に謝ることができず……結局別れの日まで言葉をかわす機会はなく、純は日本へ旅立っていった。

　二十六年間の人生で、これほど後悔していることは他ほかにない。

（今度は絶対に失敗しない）

　サングラスの奥の目を細め、じっと純を見つめる。

　──五分後、通りかかったウェイトレスを呼び止めて会計を済ませ、男は席を立った。

　ラウンジを出て、ちらりとフロントへ視線を向ける。純はチェックインの客の応対で忙いそがしそうだった。

　名残なごり惜おしいが、近いうちにまた会える。純にもらったパンフレットをジャンパーのポケットに突つっ込み、正面玄げん関かんに向かう。

　……と、そのとき。ふいに背後で誰かが怒ど鳴なる声がした。

　クラシック音楽が静かに流れる午後の茜屋ホテルにはおよそ似つかわしくない耳みみ障ざわりな声だ。振り返ると、奥のエレベーターホールで男たちが何か言い争いをしている。

（どうせ肩かたがぶつかったとかそんなところに立ってるほうが悪いとか、そういうくだらない理由だろうな）

　ゆっくりと踵きびすを返し、エレベーターホールへ向かう。

　エレベーターホールには、ちょっとした人だかりができていた。客が遠巻きに成り行きを見守っている。

　喧嘩をしているのは背広姿の中年男性だった。いや、少々柄がらの悪い男にもうひとりの男が言いがかりをつけられているといったところか。

　ふたりの間に警備員が割って入るが、柄の悪い男は警備員にも食ってかかった。

　怒鳴り散らしているほうの男は、どうやら堅かた気ぎではなさそうだ。警備員もこんなチンピラはさっさとつまみ出せばいいのに、客に対する遠えん慮りよがあるのかそれともこういう事態には慣れていないのか、強い態度に出ようとせずにおろおろしている。

（あまり気が進まないが、ここは一ひと肌はだ脱ぬぐとするか）

　前に進み出ようとしたそのとき、向こうから制服姿の従業員が駆かけ寄ってきた。

「お客さま……！」

　やはり純だった。客同士の揉もめ事など警備員と上司に任せておけばいいのに、気になって様子を見に来たのだろう。

（……変わってないな）

　記き憶おくがよみがえり、苦く笑しようする。

　昔から純はそうだった。近所の子供たちが喧嘩していると仲ちゆう裁さいに入り、泣いている子供がいれば声をかけ……。

「お客さま、どうぞこちらへ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、純がチンピラ風の男に語りかける。

　しかしチンピラは純の優やさしげな顔を見た途と端たん、いっそう態度を増長させた。

「俺を追い出そうってのか？　ああ？」

　日本語の会話は聞き取れなかったが、だいたい察しはつく。

　純に加勢しようと一歩踏ふみ出した途端、チンピラが何か喚わめきながら純の手首を摑つかんだ。

「おい、その手を放せ」

　これ以上黙だまっていられなくなって、チンピラの額を指さしながらつかつかと歩み寄る。

　突然割って入った外国人に、チンピラは面めん食くらったように目を瞬またたかせた。

「なんだてめえ……」

「放せと言ってるんだ。それくらいわかるだろう？」

　手首を締しめ上げられ、痛そうに顔を歪ゆがめる純の姿に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぶちっと音を立てて切れる。

「その汚きたない手を放しやがれ」

「いてっ！　いたた、おいやめろって……っ」

　チンピラの腕うでを摑み、遠慮なくぎりぎりと握にぎり締める。

　あっという間にギブアップし、チンピラは純の手首を放して呻うめいた。

「出て行け」

　チンピラにもわかるようにゆっくり一語ずつ区切って発音し、正面玄関を指さす。

　百九十センチ近い上背、がっちりとした逞たくましい体たい軀く、ニットキャップにサングラスという胡う散さん臭くさい風ふう体ていに、ようやくチンピラもこれはまずいと悟さとったらしい。何やら口の中でもごもごと捨てゼリフを吐きながら、そそくさと逃にげてゆく。

　その後ろを、まったく役に立たない警備員が慌てて追っていった。

　ちらりと隣となりに立つ純を見下ろすと、まだショック状態から醒さめていないのか、ぼんやりとチンピラの後ろ姿を見つめている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　そっと問いかけると、純が我に返ったように振ふり向いた。

「え、ええ……あの、どうもありがとうございました。助かりました」

　自分を見上げるはにかんだような笑え顔がおに、心臓がどくんと高鳴る。

「いや……」

　狼狽うろたえて目をそらし、男はくるりと背を向けた。

「あ、あの、お待ちください……っ」

　純が呼び止める声が聞こえてきたが、これ以上ここにいて正体がばれてはまずい。

　自分が誰だれだか知ったら、純はきっと口を利いてくれなくなる。

（待ってろ純。今度こそおまえを俺のものにするからな……！）

　鼻息も荒あらく、男は茜屋ホテルをあとにした。
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「いらっしゃいませ、お待たせいたしました」

　フロントにやってきた客の目を見て、小桜純は控ひかえめに微笑ほほえみかけた。

「えっと……ネットで予約した杉すぎ本もとです」

　五十代と二十代、親子らしい女性ふたり連れの娘むすめのほうが、純の顔をしげしげと見つめながら口を開く。

「杉本さまですね。少々お待ちくださいませ」

　手元のパソコンで検けん索さくし、予約の確かく認にんをする。その間にもふたりの女性の視線を痛いほどに感じたが、長い睫まつ毛げを伏ふせて気づかないふりを装った。

「はい、本日より二泊はく、二名さま、ツインルームで承うけたまわっております」

「あの……ネットで予約したときは禁きん煙えん室の空きがなかったんですけど、もし空きがあれば変えてもらえます？」

「はい……お調べしますね」

　再びパソコンを操作して、予約状じよう況きようを確認する。平日なので稼か働どう率りつは七割程度だが、禁煙ルームに空きがあるのは予約の部屋よりもグレードの高いタイプだけだった。

「デラックスツインの禁煙ルームに空きがありますので、そちらにご案内いたします」

「え、でも、それだとお高くなるんじゃ……」

　母親のほうが心配そうに口を挟はさむ。

「お部屋のグレードアップはサービスさせていただきますので、ご予約いただいた際の料金で結構ですよ」

　笑顔で答えると、ふたりもほっとしたように顔を見合わせた。

　空きがある場合は、なるべくグレードアップした部屋に案内したほうがいい。それだけで客のホテルに対する印象はぐっと良くなるし、リピート率も高くなる。

　転職して半年。三ヶ月の見習い期間を終えて正式にフロント業務担当となり、こういった部屋の融ゆう通ずうも任せてもらえるようになって、俄が然ぜん仕事が面おも白しろくなってきた。

　大学を卒業して最初に就職したのは、横浜にある中ちゆう堅けんの貿易会社だった。英語のスキルを生かしたくて選んだ仕事だったが、就職して一年ほどで倒とう産さんしてしまい、再び就職活動をしなくてはならなくなった。

　実を言うと、サービス業にはあまり乗り気ではなかった。しかしこのご時世、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　おっかなびっくり始めた仕事だったが、案外自分には向いていたようで、今では毎日楽しく勤務している。いずれはコンシェルジュになりたいという目標もできた。

「お待たせいたしました。こちらにサインをお願いいたします」

　宿しゆく泊はく者名めい簿ぼを差し出し、ルームキーと朝食券の準備をする。

　すべての手続きを終え、ポーターに部屋への案内をバトンタッチし、ほっと小さく息をつく。

「交こう替たいの時間だな。上がっていいぞ」

「はい」

　フロントの責任者である課長に声をかけられ、振り返って頷うなずく。

　同どう僚りように小声で「失礼します」と告げ、純はフロントをあとにした。







「お疲つかれ。今日はもう上がり？」

　従業員用の休きゆう憩けい室のドアを開けると、中央のテーブルで新聞を読んでいた先せん輩ぱい社員の市いち川かわが顔を上げて笑顔を浮うかべた。

「ええ、上がりです」

　返事をして、カーテンで仕切られた更こう衣い室に入る。

「あ、ちょっと待って」

　言いながら、市川も純に続いて更衣室に入ってきた。

「あのさ、今週の木曜日の夜って遅おそ番ばんのシフト入ってる？」

　目をぱちくりさせて、純は市川を見上げた。

　市川も同じフロント係をしている。もしかして勤務を代わって欲しいという申し出だろうか。

「いえ、木曜は早番です」

「じゃあさ、よかったら合コン来ない？　男の人数足りなくてさ」

　ロッカーに寄りかかるようにして、市川が小声で切り出す。

「合コン……ですか」

　制服を脱ぬいでハンガーに掛かけながら、純は曖あい昧まいな表情を浮かべて市川を見上げた。

「そう。男は俺と中なか江え、あと俺の大学時代の友人でＩＴ系の企き業ぎように勤めてる奴やつ。女は銀座のデパート勤務の子と看護師だったかな」

　中江というのは、市川の同期でバンケット部門に勤務している社員だ。

「俺はちょっと、合コンとか苦手なんで……」

　断ろうと口を開くと、市川が苦く笑しようした。

「うーん、やっぱだめか。小桜はそういうの苦手そうだもんな」

　なんと返事していいかわからず、純は戸と惑まどって視線をさまよわせた。

「もしかして彼女できた？」

「いえ、できてません」

「まじで？　小桜みたいな美形がフリーのままだなんて信じられないなあ……」

　市川がしみじみと呟つぶやいて、純の顔を覗のぞき込む。

「でも小桜はその気になればすぐに彼女できそうだよな。ラウンジに新しく入ったバイトの大学生、あの子なんか小桜に興きよう味み津しん々しんって感じじゃん」

「そうですか？」

　とぼけるが、もちろん彼女の視線には気づいている。実際先週休憩室で一いつ緒しよになった際、さりげなく電話番号も訊きかれた。

「ま、他ほかを当たってみるわ。じゃ、お疲れ」

　そう言って、市川は更衣室から出て行った。

　その後ろ姿を見送り、ふうっと息を吐はいてネクタイを緩ゆるめる。

　ワイシャツの背中には、じっとりと冷や汗あせがにじんでいた。市川は知るよしもないだろうが、純にとってこの手の話題はひどく緊きん張ちようを強しいられる苦痛な時間なのだ。

（俺はゲイなんで合コンは無理です、って言えたら楽なんだけど）

　自分の恋れん愛あい対象が同性であることは、わりと早くから自覚していた。

　そして、今も忘れられない初はつ恋こいの相手がいる。

　十歳から十五歳までの五年間、純は父の仕事の関係でアメリカで暮らしていた。

　そのとき隣となりのブラッドリー家に、純より四つ年上と二つ年上の兄弟がいた。

　弟のウォーレンはがさつで乱暴で、何かにつけて意地悪したりからかったりしてきたが、兄のスペンサーは優やさしくて面めん倒どう見みが良く、その上申し分のないハンサムで、まさに純の理想の男性だった。

　最初は単なる憧あこがれだった。身近にいるアイドルのような存在だったと思う。

　憧れが恋に変わったのは、十三歳のときのこと。

　その年の夏休み、純はブラッドリー兄弟の祖父母の家に招待された。モンタナ州にある大きな牧場で、そこで純は生まれて初めて馬に乗せてもらった。

　運動神経はいいほうなので、乗馬はすぐにマスターした。兄弟と一緒に広大な牧場内を走りまわり、カウボーイたちの仕事を眺ながめ、小川で水浴びをし……。

　あの夏のことは、今思い出しても胸がせつなく疼うずく。

　間ま違ちがいなく人生で最高の夏だった。

　そして……夏の終わりが近づいていた八月下げ旬じゆんのある日。

　その日は兄弟と遠出の約束をしていたので、朝食を終え、身み支じ度たくを整えると、純は廏きゆう舎しやへ向かった。

　廏舎では、ウォーレンがひとりで馬にブラシをかけていた。

『おはよう。スペンサーは？』

　ちらりと純を見やって、ウォーレンは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを歪ゆがめた。

『兄貴は来ねえよ』

『えっ、なんで？』

『デート』

　面倒くさそうに答えながら、ウォーレンは純の馬に鞍くらを取り付けてくれた。

『デート？　誰だれと？』

『さあね。こないだバーベキューパーティーに来てた女の子たちの誰かだろ』

『ふうん……』

　スペンサーが来ないと知って、純はがっかりした。

　当時スペンサーは十七歳。山ほどのガールフレンドに取り囲まれ、常に誰かしらとつき合っていた。

　彼がもてることは知っていたし、いちいち気にしていたらきりがない。けれど、もうすぐ夏が終わるのに、せっかくの遠出に彼がいないことが残念でたまらなかった。

『行くぞ』

　意地悪なウォーレンとふたりきりで出かけるのは気が進まなかったが、仕方がない。

　栗くり毛げの馬に跨またがり、純はしっかりと手た綱づなを握にぎった。




　──落馬の前後の記き憶おくは、実は今もはっきりしていない。

　気がついたときには固い地面に仰あお向むけに寝ねかされて、大きな声で名前を呼ばれていた。

『…………？』

　薄うす目めを開けるが、心配そうに覗き込む人物の顔は逆光になっていてよく見えなかった。

『気がついたか？　今じいさんが車で迎むかえに来てくれる』

　緊張で上うわ擦ずった声は、スペンサーのものかウォーレンのものか判然としなかった。

　それに、もともとふたりの声はよく似ている。

『……ん……』

　頭がくらくらして、純はもう一度目を閉じた。

『多分脳のう震しん盪とうだ。日ひ陰かげに運んでやりたいが、動かさないほうがいい、もう少し我が慢まんしてくれ』

　そう言って、彼は強い日差しから純を守るように陰になってくれた。

『大丈夫だ。俺がついてる』

　大きな手が、励はげますように純の手を握る。そしてもう片方の手が、優しく前まえ髪がみをかき上げてくれた。

　目を閉じたまま、純はうっとりとその感かん触しよくに身を委ゆだねた。

　この手はスペンサーに違ちがいない。ウォーレンがこんな風に優しく声をかけてくれるはずはないのだから……。

　次に目が覚めたのは、病院の一室だった。

『気がついた？　ああ、急に起き上がっちゃだめだよ』

　ベッドのそばの椅い子すに掛けていたスペンサーが、穏おだやかに微笑ほほえみながら立ち上がった。

『スペンサー……来てくれたんだ』

『ああ』

『……デートは？』

　掠かすれた声で尋たずねると、スペンサーは肩かたを竦すくめた。

『それが、なんか相手の子を怒おこらせちゃったみたいでさ。急に不機嫌になって帰るって言い出したから、俺も帰ることにしたんだ。それで馬を出して、純とウォーレンのあとを追ったんだよ』

　やはり介かい抱ほうしてくれたのはスペンサーだったのだ。前後の記憶ははっきりしないが、自分とウォーレンに追いつき、落馬した純に気づいて助けてくれたのだろう。

『ありがとう……』

『きみの両親もこっちに向かっているところだ。お医者さんによると軽い脳震盪と打だ撲ぼくらしいけど、念のために今夜はここに泊とまりなさいって。ああ、看護師さんが来たみたいだ』

　再び目を閉じて、純はうとうとと微睡まどろんだ。

　夢の中で、スペンサーの大きな手が頰ほおを撫なでてくれた。そして……額にキスしてくれたような気もする。

　全身を貫つらぬいた甘く蕩とろけるような感覚は、今もよく覚えている。

　その日から、純はスペンサーをひとりの男性として意識するようになったのだった。




　──ロッカーの扉とびらをばたんと閉じて、純は無意識に前髪をかき上げた。

（……まあ思い出を美化している面もあるんだろうけど、あれ以来彼以上の男性に巡めぐり会えてないし）

　あれから恋の機会がなかったわけではない。いいなと思う男性も何人かいたし、告白されたこともある。

　けれど、どうしても初恋のスペンサーと比べてしまい……二十四歳の今まで、誰ともつき合うことなく過ごしてきた。

　ブラッドリー兄弟とは、今はもう音信不通だ。帰国して一、二年はクリスマスカードのやり取りをしていたが、両親の離り婚こんをきっかけに、それも途と絶だえてしまった。

　ブラッドリー家は多分あの町から引っ越こしていないだろうから、その気になれば連れん絡らくをつけることはできるだろう。

　けれど純は、そうするつもりはなかった。

　スペンサーは異性愛者だし、この恋が実らないことはよくわかっている。思い出は美しいまま胸にしまっておいたほうがいい。

（それに……ウォーレンとは二度と会いたくないし）

　十五歳のときの腹立たしい思い出がよみがえりそうになり、慌あわてて純はそれを振ふり払はらった。

　休きゆう憩けい室をあとにし、従業員用の通用口へ向かう。

「お疲つかれさまです」

「お先に失礼します」

　廊ろう下かで制服姿の警備員とすれ違い、軽く会え釈しやくをする。

　すれ違ってから、純は今の彼が先日の騒そう動どうのときにいた警備員だと気づいた。

　──一週間前、エレベーターホールでチンピラ風の男が居合わせた客に喧けん嘩かを売り、ちょっとした騒さわぎになった。

　普ふ段だんなら警備員が速すみやかに対処するのだが、間の悪いことにベテランの警備員は地下の駐ちゆう車しや場で起きた接せつ触しよく事故の対応に追われていた。フロントの責任者も警察の現場検証に立ち会っており、チンピラの騒ぎには新人警備員がひとりで立ち向かわねばならなかった。

　見るに見かねて純も応おう援えんに駆かけつけたが、かえってチンピラを刺し激げきしてしまったようで、あわや暴ぼう力りよく沙ざ汰たになるところだった。

（あのとき助けてくれた人に、もっときちんとお礼が言いたかったのに……）

　颯さつ爽そうと現れた外国人の男性が、純の危機を救ってくれた。呼び止めて名前を訊きこうとしたが、急いでいたのか、彼はあっという間にいなくなってしまった。

　その少し前、観光用のパンフレットの補ほ充じゆうをした際、純は彼と二言三言言葉をかわしている。

　茜屋ホテルの客らしからぬやや怪あやしげな風ふう体ていだったが、人は見かけによらないものだ。

（映画やドラマだったら、ああいうのもひとつの出会いなのにな）

　別に彼が好みのタイプだったわけではないが……あんなふうに助けられたら、心がときめいてしまうのも仕方がない。

　それに、声は深みと艶つやがあって魅み力りよく的だった。少しだけ、スペンサーの声に似ていたような気がする。

　そう考えて、純は苦く笑しようした。

　やはり自分はいまだに初はつ恋こいの相手に囚とらわれているようだ。

（いい加減、スペンサーに似た人を探すのはやめないとな）

　通用口のドアを開け、純は顔を上げて銀座の街へと踏ふみ出した。
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　──四月中ちゆう旬じゆんの月曜日。

　その日も、いつもと変わらぬ一日になるはずだった。

　午前中のチェックアウト業務を終えて十二時半から休憩を取り、十三時半にフロントに戻もどって十四時からのチェックイン開始に備え……その間にも予約や問い合わせの電話に対応し、宿しゆく泊はく中の客から呼び出されて客室の電球を取り替かえ、スペイン語しか話せない外国人観光客に英語で悪あく戦せん苦く闘とうしながら道案内をし、いつものように時間は慌ただしく過ぎていった。

　その人物──三十前後の黒くろ髪かみの外国人男性がフロントに現れたのは、十五時をまわった頃ころだった。

　仕立てのいいダークグレーのスーツ、堂々とした態度……茜屋ホテルの客にふさわしい、エリート然とした紳しん士しだ。

「いらっしゃいませ」

　まっすぐカウンターにやってきた男の顔を見て、純ははっとした。

　──似ている。スペンサーとそっくりだ。

　スペンサーと最後に会ったのは九年前、彼が十九歳のときだが、目の前の彼はまるでスペンサーが二十八歳の姿になって現れたかのようだった。

「…………」

　仕事中であることも忘れ、純は彼の顔をまじまじと見つめてしまった。

　青い瞳ひとみ、高い鼻び梁りよう、形のいい、そして肉感的な唇くちびる。とびきりの美青年だったスペンサーに、男っぽい色気と精せい悍かんで骨太な印象を加えたらきっとこんな感じだろう。

　男が唇の端はしを持ち上げるようにして、魅力的な笑えみを浮うかべる。

「久しぶりだな、純」

　親しげに名前を呼ばれ、全身を稲いな妻ずまが貫く。

「……噓うそだろ……」

　無意識に英語の呟つぶやきが洩もれた。

「おまえに会いに来たんだ。俺のこと、覚えているか？」

　青い瞳に見つめられ、こくりと頷うなずく。

　驚おどろき、懐なつかしさ、再会の感激、いろいろな感情が一気に押し寄せてきて、とっさに言葉が出てこない。

「……スペンサー……！」

　その名前を口にした途と端たん彼の笑顔が凍こおりついたことに、純は気づかなかった。　>>>♥

　じわっとにじんできた涙なみだを慌てて手の甲こうで擦こすっていたので、それどころではなかったのだ。

　彼──スペンサーが、気を取り直すようにゆっくりと作り笑いを浮かべる。

「……ああ。覚えていてくれたんだね」

「もちろんです……」

　うっとりとした眼まな差ざしで、純はスペンサーを見上げた。

　あの頃も背が高かったが、更さらにまた伸のびたようだ。多分百九十近くあるだろう。

　スーツの下の体も、がっちりと逞たくましさを増している。無意識に広い肩かた幅はばや厚い胸むな板いたに視線を這はわせてしまい、自分のはしたない視線に気づいて赤くなる。

「日本には仕事で来たんだ。きみがこのホテルで働いていると知って、日本滞たい在ざい中はここに泊とまることにした」

「そうなんですか……あ、すみません、チェックインですよね。ご予約はいただいてますか？」

　仕事中だったことを思い出し、慌ててパソコンの画面に目を向ける。

「ああ、多分会社の代表者の名前で予約していると思う。Ｈ＆Ｒグローバルのハドソン」

「はい……ご予約承うけたまわっております。本日より二週間、プレジデンシャルスイートですね」

　プレジデンシャルスイートは茜屋ホテルの最上階にある最上級の部屋だ。二週間も滞在するなんて、スペンサーの勤めている会社はずいぶんと羽は振ぶりがいいらしい。

「こちらにサインをお願いいたします」

　言いながら、宿泊者名めい簿ぼを差し出す。

　すっかり慣れたはずの仕事なのに、手が細かく震ふるえていた。急いで手を引っ込めて、気持ちを落ち着かせようと浅い呼吸をくり返す。

　スペンサーがペンを取り、名簿にサインする。

　──スペンサー・ブラッドリー。

　その文字を見つめ、純は本当に彼と再会したのだと実感した。

　まだ気持ちが混乱している。嬉うれしいような困ったような、複雑な気分だ。

　再会は嬉しいが、いきなり目の前に現れた過去と現在がうまく結びつかなくて……。

「これでいいかな」

「はい、ありがとうございます。ええと……朝食はどうなさいますか？」

「そうだな。時間がまちまちだから、ルームサービスを頼たのむと思う」

「かしこまりました」

　事務的な手続きを進めながら、純は自分の態度がひどくぎこちないことに気づいていた。

（これ以上好きにならないようにしなきゃ……。初恋の思い出は思い出として、胸にしまって気づかれないようにしないと）

「純」

　名前を呼ばれ、はっとして顔を上げる。

「せっかくの再会だ。ここにいる間に、食事に誘さそってもいいかな」

「……え、ええ、もちろん」

　笑顔を作ろうとするが、うまくいかなかった。

「よかった」

　そう言って、スペンサーがにっこりと微笑ほほえむ。

　……多分もう手て遅おくれだ。青い瞳に見つめられただけで、こんなにも胸が高鳴っている。

　再び恋こいに落ちる予感に、純は為なす術すべもなく立ち尽つくした。
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「小桜、プレジデンシャルスイートのお客さまと知り合いなんだって？」

　──三日後。純がフロントの裏にあるバックルームに書類を取りに行くと、パソコンに向かっていた市川が顔を上げ、小声で訊きいてきた。

「ええ……」

　どう説明したものか悩なやみ、曖あい昧まいに答える。

「アメリカに住んでたときの？」

「そうです。ずっと音信不通だったんですけど、思いがけず再会して……」

「いやあ、課長が喜んでたよ。ここんとこプレジデンシャルの稼か働どう率りつ悪かっただろ。このご時世に二週間も滞在してくれるなんて、ほんと太っ腹」

「そうですね」

　市川の言うとおり、課長も支配人もスペンサーを大歓かん迎げいしている。

　かつて茜屋ホテルのプレジデンシャルスイートは、国内トップクラスの客室だった。国内外の要人はもちろんのこと、某ぼう国こくの王族もよく利用していたらしい。

　しかし競合ホテルの増加や建物の老ろう朽きゆう化かで、この頃ごろはなかなか予約が埋うまらない状じよう況きようが続いている。

　スペンサーは久々の上客と言っていいだろう。ルームサービスやクリーニングも気前よく使ってくれるし、金持ちの客にありがちなわがままも言わない。

「小桜さん、ブラッドリーさまがお戻もどりです」

　書類の整理をしていると、フロントにいた女性社員が呼びに来た。

「はい」

　急いで書類をしまい、無意識に髪かみを整えながらフロントに戻る。

　カウンターの端で、スペンサーがスマートフォンを操作しながら純を待っていた。

「お帰りなさいませ」

「やあ」

　純が声をかけると、スペンサーがにっこり笑って顔を上げた。

　その笑顔にどきりとしつつ、平静を装ってトレイに載のせた封ふう書しよを差し出す。

「郵便物をお預かりしております。こちらにサインをお願いいたします」

「ありがとう」

「それと、ご要望のあったスパークリングウォーター、冷蔵庫にご用意いたしました」

「ああ、助かったよ。この辺りじゃ見つからなかったから」

　スペンサーが唯ゆい一いつつけた注文──それは純を自分の担当にして欲しいという申し出だ。

　フロント係の仕事があるので専属というわけにはいかないが、見送りや出で迎むかえ、郵便物の管理などはすべて純が受け持つことになった。

「クリーニングはできてる？」

「すみません、まだです。五時過ぎにお部屋にお持ちします」

「了りよう解かい」

　仕事の会話をかわしながら、純はどきどきする気持ちを抑おさえ込もうと葛かつ藤とうしていた。

　幼なじみといっても、今は客と従業員という関係だ。

　再会した日に食事に誘っていいか訊かれて舞まい上がってしまったが、どうも仕事が忙いそがしいらしく、いまだ誘いはない。

（社交辞令だったかもしれないし……）

　期待してはいけない。期待すればするほど、スペンサーが帰国したときの痛手が大きくなってしまう。

「ああ、そうだ、今日は何時まで？」

　踵きびすを返そうとしたスペンサーが、振ふり返ってさりげなく尋たずねる。

「えっと……今日は遅おそ番ばんなので、十二時までおります」

「今夜は仕事か。じゃあ明日あしたは？」

「明日はお休みをいただいております」

「それじゃ、明日ディナーどう？」

　さりげなく言われて、純は目をぱちくりさせた。

「……え、ええ……」

「よかった。じゃあまた電話するよ」

　そう言って、スペンサーはカウンターをあとにした。

（うわ……食事に誘われた……っ）

　プライベートな誘いに、胸が高鳴る。

　期待するなと言い聞かせつつ、浮うかれる気持ちは抑えられなかった。

「どうしたの？　顔、赤いわよ」

　先せん輩ぱいの女性社員に怪け訝げんな顔をされ、慌あわてて純は表情を引き締しめた。







「ただいま……」

　勤務を終えて、新木場にあるワンルームマンションの自室にたどり着いた純は、ドアを閉めてふうっと息を吐はいた。

　──スペンサーに食事に誘われた。

　顔がにやけてくるのを止めることができなかった。スペンサーにはそんなつもりはまったくないだろうが、純にとっては初はつ恋こいの人との初めてのデートだ。

（別にスペンサーとどうこうなりたいなんて思ってないけど、束つかの間夢を見るくらいはいいよな……？）

　もしかしたら最初で最後かもしれない。だったらあれこれ思い悩むよりも、前向きに楽しい時間を過ごして素す敵てきな思い出にしたほうがいい。

「うわあ……何着よう」

　クローゼットを開けて、ああでもないこうでもないと悩む。

　久しぶりに心から浮き立つような気持ちに包まれて、その夜純はなかなか寝ねつくことができなかった。






　　　　５







　スペンサーとのディナーの約束は、七時に待ち合わせということになった。

　ただし指定された待ち合わせ場所が茜屋ホテルのロビーで、勤務先での待ち合わせには抵てい抗こうがあり、別の場所にしてくれるように頼たのんだのだが……。

『なぜロビーではいけないんだ？』

　その日の午前中に電話をかけてきたスペンサーは、待ち合わせ場所に難色を示す純に不思議そうに言った。

『勤務先で私服で待ち合わせって、ちょっと抵抗あるんです』

『だが禁じられているわけじゃないだろう？』

『それは……まあそうですけど』

『じゃあ七時にロビーだ』

『ホテルの近くにカフェがあるでしょう？　そこにしませんか』

『俺はホテル以外の場所はよくわからない』

『……わかりました。では七時にロビーで』

　電話を切ってから、純はスペンサーの少々強ごう引いんな態度に首を傾かしげてしまった。

　スペンサーはこんなに融ゆう通ずうの利きかない男だっただろうか。確か子供の頃ころはもっと柔じゆう軟なんで、強引に押し切るようなことは一度もなかったように記き憶おくしている。

（じゃあ七時にロビーだ、なんて、まるでウォーレンが言いそうなセリフ）

　腹立たしい男の顔が脳のう裏りに浮かび、慌てて首を振って振り払はらう。

　けれどウォーレンの偉えらそうな物言いのあれこれがよみがえり、眉み間けんに皺しわが寄ってしまった。

（スペンサーにウォーレンの悪いところが伝でん染せんしちゃったのかな）

　社会人になって、いろいろと変わらざるを得なかったのかもしれない。

　前向きに捉とらえることにして、純はシャワーを浴びようとバスルームに向かった。







　茜屋ホテルの正面玄げん関かんの前で立ち止まり、凝こった造りのアーチを見上げる。

　いつも従業員用の通用口から出入りしているので、こうして正面玄関から入るのは久しぶりのことだ。

　ドアマンが私服のスーツ姿の純を見て「あれ？」という顔をする。ぺこりと会え釈しやくして、純はそそくさと中に入った。

　ロビーを見み渡わたすが、スペンサーの姿はなかった。

（早く着き過ぎちゃったかな）

　待ち合わせまであと十分以上ある。フロントから見える位置のソファに座るのは気が引けて、純は壁かべ際ぎわの目立たない場所へ移動した。

　観光用のパンフレットのラックの前に立ち、眺ながめるふりをする。

　パンフレットは種類別にきちんとラックに入れてあるが、誰だれかが適当に突つっ込んだらしく、一番下の段がぐしゃぐしゃになっていた。整理整せい頓とんしたい衝しよう動どうに駆かられ、人目がないことを確かく認にんしてからそっと屈かがみ、パンフレットを揃そろえて入れ直す。

「時間外にまで仕事か？　熱心だな」

「……っ！」

　ふいに声をかけられて、純は驚おどろいて顔を上げた。

　スペンサーが純を見下ろし、腕うでを組んで笑えみを浮かべている。

「……びっくりした」

　言いながら、立ち上がる。

「俺もびっくりしたよ。純がいきなり屈んでパンフレットの整理しだしたから」

「つい、習慣で」

「なるほど、いい心がけだ」

　スペンサーがくすくす笑う。少々尊大に聞こえるその口調に、またしてもウォーレンを思い出し、純はかすかに眉まゆ根ねを寄せた。

「じゃあ行こうか」

「はい」

　隣となりに立つ彼を見上げた途と端たん、ふいに純は既き視し感かんに襲おそわれた。

（あれ？　なんか最近もこういうことがあったような……）

　背の高い外国人の男性、パンフレットのラック……ニットキャップにサングラスの男のことを思い出し、あっと声を上げる。

「どうかしたか？」

「いえ、なんでもないです」

　慌てて純は小さく手を振ふった。

　あのときの男性は、身長や体格はともかくスペンサーとは似ても似つかない男だった。

　スペンサーは無ぶ精しよう髭ひげなど生やしていないし、いつも黒々した髪かみをきちんと撫なでつけて仕立てのいいスーツに身を包んでいる。

（どっちかっていうと、ウォーレンのイメージだな……。大人になったウォーレンって、あんなふうになってそう）

　野生児だったウォーレンがスーツを着ているところなど想像できない。

　込み上げてくる笑いを堪こらえながら、純はスペンサーと肩かたを並べた。

「え？　部屋に戻もどるんですか？」

　エレベーターホールの方向へ歩き出したスペンサーに、純は目を瞬またたかせた。

「ああ、ルームサービスを取ろう。部屋のほうが落ち着ける」

「でも俺、ここの従業員ですし」

「今は勤務中じゃないだろう」

「けど、フロント係がお客さまのお部屋に私的に立ち入るわけにはいきません」

「まったく、真ま面じ目めだな。ちょっと来い」

「え、ちょ、ちょっと……っ」

　腕を取られて、フロントへ引っ張って行かれる。ちょうどカウンターにいた課長が、面めん食くらったような表情で私服姿の純を見つめた。

「すみません、純は今日は休みですよね？」

「ええ……」

「では、俺の客室に招待しても構わないかな？　ふたりでゆっくりディナーを楽しみたいんだが」

「……ええ、それは別に……」

　いつもは歯切れのいい課長が、戸と惑まどったように言い淀よどむ。こういうケースは初めてで、どう対処していいか迷っているのだろう。

「よかった。では失礼」

　にっこり笑って、スペンサーが純の腕を取ったままエレベーターホールへ向かう。

「スペンサー……意外と強引なところあるんですね」

「そうか？　上司の許可が下りたんだから、これで心置きなくディナーを楽しめるだろう」

「……みんなの視線がちょっと痛かったですけど」

「気にするな。別に悪いことをしてるわけじゃない」

　エレベーターに乗ってふたりきりになると、だんだん可お笑かしくなってきて純はくすくすと笑った。

「どうした？」

「いえ……たまにはこういうのもいいかなって思って」

　スペンサーの強引さは、決して不ふ愉ゆ快かいではない。むしろ、堂々と自分の意見を押し通す態度は小気味いいくらいだ。

（スペンサーの恋こい人びとは、こういうのをいつも味わえるんだな……）

　彼に寄り添そうことのできる女性を羨うらやましく思いながら、純は長い睫まつ毛げをそっと伏ふせた。







「どうぞ」

「お邪じや魔まします……」

　スペンサーに促うながされて、純はそろりそろりとプレジデンシャルスイートに足を踏ふみ入れた。

　プレジデンシャルスイートに入ったのは、これが二度目だ。

　最初は入社直後の研修で、客室を一通り見せてもらったときのこと。当然ながら空室のときにしか入れないので、客室係が清せい掃そうしているときにちらっと見せてもらっただけだった。

　夜のプレジデンシャルスイートは、昼間とは全然違ちがう顔を見せていた。大きな窓の向こうに夜景がきらめき、間接照明が柔やわらかく上品に部屋を照らし出している。

　ダイニングルームのテーブルには薔ば薇らの花がたっぷりと活いけられた花か瓶びんがあり、ロマンチックなディナーにふさわしい空間を作り出している。

（うわ、なんか緊きん張ちようする……）

　まるで本当にデートみたいだ。

　もちろんスペンサーにそういうつもりはないのだろうが……。

「座って」

　椅い子すを引いたスペンサーに促され、大きなテーブルの真ん中の席につく。

　メニューを差し出され、純は礼を言いながらぎこちなく受け取った。

「ここの料理はなんでも美お味いしいよ。ああ、純は知ってるか」

　スペンサーも向かいの席に座り、メニューを開く。

「いえ、実はルームサービスの料理は食べたことないんです」

「本当に？　スタッフは全員味見しておくべきだな。客にお勧すすめを訊きかれたとき、返事に困るだろう？」

「確かにそうですね」

「日ひ替がわりコースというのがお勧めだ。何が出てくるかわくわくするし、どれも外れがない。食べられないものはあるか？　昔、トマトが苦手だったよな？」

「ああ、あれは克こく服ふくしました。もう平気です」

　他愛のないおしゃべりをしているうちに、少し緊張がほぐれてきた。スペンサーが内線をかけ、注文を伝える。

　まもなくワインがやってきて、まずは乾かん杯ぱいする。アルコールには強いほうではないのでほどほどにしなければならないが、美味しいワインは純の気持ちを浮うき立たせた。

　ウェイターがやってきて、部屋にワゴンが運び込まれる。

　今夜プレジデンシャルスイートに純が招待されていることは知っているらしく、ウェイターは純の顔を見ても表情を変えず、淡たん々たんとテーブルに料理を並べていった。

「純はこの仕事は長いの？」

「いえ、実は半年前に転職したばかりなんです。それまでは貿易会社の仕入れ業務をやってました」

　ウェイターが退出し、料理を食べながら説明する。

　そういえば再会して以来、プライベートなことを話すのは初めてだ。

「名字が変わった理由を訊いてもいいかな」

「……ええ。日本に戻ってまもなく両親が離り婚こんしたんです。俺は母と一いつ緒しよに、母の実家のある新潟に引っ越こしました」

　少し表情を曇くもらせて答える。

　両親が離婚したのは、純が十七歳のときのことだ。アメリカにいた頃ころから不仲の予兆はあったのでさほど驚おどろかなかったが、十代の少年にとって親の離婚はつらいものだった。

　父は純が大学に入った頃に、母は一昨年おととし再さい婚こんし、今ではそれぞれの家庭を持っている。

「それは残念だったね。とても仲がよさそうだったのに」

「ふたりとも外面はよかったから。家ではほとんど口を利きいてませんでした。遅おそかれ早かれ、こうなる運命だったんです」

　肩かたを竦すくめて、純は小さく笑えみを浮かべた。

「じゃあ純は今はひとり暮らし？」

「はい」

「それじゃ、帰りが遅くなっても心配して電話がかかってくるってことはないね」

「ええ、ないですよ」

　くすくす笑って、純はグラスに残っていたワインを飲み干した。

　スペンサーは覚えているのだ。アメリカにいた頃、心しん配ぱい性しようの母親が何かにつけてすぐに電話をかけてきたことを。

　そんな些さ細さいなことが嬉うれしくて、気持ちが温かくなる。

「スペンサーのご両親は？　お元気ですか？」

「ああ、相変わらずだ。父はまだあの大学の教員をしていて、母も高校のスクールカウンセラーをしている。純が帰国するちょっと前にうちで飼い始めた子犬、覚えてる？　今も元気でうちにいるよ」

「本当に？　うわあ……懐なつかしい。あとでぜひ写真見せてください」

　目を輝かがやかせて、思い出話に花を咲さかせる。

　楽しい時間はあっという間に過ぎて、デザートとコーヒーが運ばれてきたときには少々名残なごり惜おしくなってしまった。

「ごちそうさまです。今夜は本当に楽しかったです」

　ナプキンをたたんでそう言うと、スペンサーが「どういたしまして」と微笑ほほえんだ。

「まだ帰らなくていいだろう？　こちらへ」

　夜景の見えるリビングに移動し、並んでソファに座る。

　間近で青い瞳ひとみに見つめられ、純はどぎまぎして目をそらした。

「純、きみに話したいことがある」

「……なんでしょう」

　改まった口調で切り出され、緊張に身を固くする。

「実は日本に来たのは仕事のためではなく……いや、仕事も多少あるんだが、それよりももっと大事な用があって来た」

「…………」

　話がどういう方向に進んでいるのかよくわからなくて、純は戸と惑まどいながらスペンサーの言葉の続きを待った。

「この仕事も、本当は別の担当者が来るはずだった。けれどこのホテルにきみが勤務していることがわかって、替かわってもらったんだ」

「……そうなんですか」

「純、俺は日本に、自分の運命の相手を迎むかえに来たんだ」

「え……？」

　ふいに手を取られて、純はびくりと体を竦ませた。

　青い瞳が、純の反応を窺うかがうようにじっと見つめている。宝石のようなその色に、純は状じよう況きようも忘れて思わず見入ってしまった。

「きみのことだよ」

　そう言って、スペンサーが恭うやうやしく純の右手を持ち上げ、手の甲こうに口づける。

（──え？　ええっ!?）

　思いがけない言葉とキスに、純は目を見開いて固まった。

　調子に乗ってワインを飲み過ぎて、都合のいい夢を見ているのだろうか……。

「純、聞いてる？」

　スペンサーがくすりと笑い、彫ちよう像ぞうのように固まってしまった純の頰ほおに軽く触ふれる。

「うわっ、は、はい、聞いてます……っ」

　慌あわててソファの上で後ずさり、親密なスキンシップから逃のがれる。けれど握にぎった手は放してもらえなくて、大きな手に包まれる感かん触しよくに、心臓がやかましいほど鳴り響ひびいた。

　スペンサーの言葉はちゃんと耳に届いている。

　ただ、その意味がわからなくて戸惑っているだけで……。

「きみのことが好きだった。初はつ恋こいだったんだ。あの頃は言えなくて別れてしまったけれど、もう後こう悔かいしたくない」

　子供に言い聞かせるように、スペンサーがゆっくりと語りかけてくる。

　その一語一語が胸に染しみ込み、いろいろな感情があふれてきた。

「…………本当に？」

　もっと気の利いた受け答えをしたいのに、平へい凡ぼんな言葉しか出てこない。

「ああ、本当だ」

　顎あごを掬すくい上げられて、純はびくりと震ふるえた。

　スペンサーがキスしようとしているのがわかって、慌ててぎゅっと目を閉じる。

「……っ！」

　唇くちびるに、熱いものが触れた。

　──夢にまで見たスペンサーとのキス。　>>>♥

　いざ現実になってみると、ふわふわして覚おぼ束つかなくて、夢の中にいるような不思議な気分だった。

（し、舌とか入れるのかな）

　映画やドラマのキスシーンを思い出して身構えるが、表面を軽く合わせただけで唇は離れていった。

　がっかりしたような、ほっとしたような、なんとも言い難がたい気分だ。そっと目を開けると、スペンサーの青い瞳がじっと自分のことを見つめていた。

「もしかして、キスは初めて？」

　スペンサーの質問に、かあっと頰が熱くなる。

　同時に初めてのキスの記き憶おくがよみがえり、眉み間けんに深い皺しわが寄ってしまった。

　──思い出したくもない、ファーストキス。

　あれは十五歳のときのことだ。日本に帰国することが決まり、純はひどくナーバスになっていた。

　せっかくアメリカでの生活に慣れ、気の合う友達もできて高校生活を楽しんでいたところだったのに、また日本の学校で一から人間関係を築かなくてはならない。

　両親の不仲も顕けん著ちよになってきており、帰国したら多分離婚するだろうという予感もあった。

　学校の友人には帰国の話を告げたものの、別れをなるべく先延ばしにしたくてブラッドリー兄弟には話しそびれていた。

　当時スペンサーは大学生で、寮りよう生せい活かつをしていたのであまり会えなかったし、その少し前にウォーレンと些細なことで喧けん嘩かしたせいもある。

　ある日ウォーレンがひどく不ふ機き嫌げんな顔で訪ねてきて、ぶっきらぼうに切り出した。

『来月帰国するって本当なのか』

『……そうだよ』

　──どうしてああなってしまったのか、今でもよくわからない。

　とにかくいつものように言い争って、気がついたらウォーレンに唇を塞ふさがれていた。

　唇の感触をまざまざと思い出しそうになり、慌てて振ふり払はらう。

　それまで自分のことをいじめてばかりだったウォーレンの突とつ然ぜんで強ごう引いんなキスに、純は激げき怒どして彼を突つき飛ばした。

（いいや、あれはキスなんて甘いものじゃなかった。口の中に舌を突っ込まれただけのことだ……！）

　あれはウォーレンの嫌いやがらせだったとしか思えない。

　嫌がらせでファーストキスを奪うばうなんて、本当に最低の男だ──。

「純……？」

　黙だまり込んだ純に、スペンサーが気き遣づかわしげに声をかける。

「……初めてではないです」

　正直に、純は告白した。

　スペンサーが微笑み、純の肩かたに手をまわす。

「聞かせて。初めてのキスは誰だれと？」

　ちらりとスペンサーの顔を見上げ、純は俯うつむいた。

「…………言いたくありません。人生で最悪の出来事だったから」

　その途と端たんスペンサーの表情が変わったことに、俯いていた純は気づかなかった。

「人生で最悪の出来事、か」

「……っ？」

　ふいに強引に抱き寄せられ、驚おどろいてスペンサーの顔を見上げる。

「スペンサー……、んん……っ」

　二度目のキスは、最初の紳しん士し的で穏おだやかなキスとは全然違ちがった。唇が重なると同時に舌が入ってきて、口こう腔こう内を隈くまなくまさぐる。

　強引で官能的なキスに、息苦しくなって純は大きく胸を波打たせた。

「ま、待って……っ」

　顔を背そむけてスペンサーの唇から逃れ、困こん惑わくしながら訴うつたえる。

「嫌か？」

　純の目を見下ろして、スペンサーが掠かすれた声で囁ささやく。

　青い瞳ひとみに、魂たましいごと吸い込まれてしまいそうだった。長い間恋こい焦こがれてきた彼を、拒きよ絶ぜつすることなどできそうにない……。

「……い、嫌ではないです、でも急すぎて……っ」

「じゃあ待たない」

　再び唇を塞がれ、しかも今度はソファに押し倒たおされてしまった。

　抵てい抗こうしようとスペンサーの胸を押すが、逞たくましい体はびくともしない。

（あ……っ）

　逃にげ惑まどう舌に、スペンサーの熱い舌が執しつ拗ように絡からみついてくる。

　初めて味わう感触に、いつしか純は夢中になっていた。おずおずと拙つたなく、本能に突き動かされるように舌での愛あい撫ぶに応こたえる。

　──十五歳のときのファーストキスはただ驚くばかりで、官能を味わうどころではなかった。

　覚えているのはウォーレンのぎらついた深い青色の瞳と、手首が折れそうなほど握り締しめられたその力強さ。十七歳のウォーレンが突然見せた成熟した牡おすの貌かおに、まだ幼かった純は恐きよう怖ふさえ感じた。

　けれど九年後のキスは、純自身も大人になったことを証明するように、体の隅すみ々ずみにまで官能の甘い疼うずきをもたらした。

　体温が上がり、頭がぼうっとして、このままずっとこの感覚に身を委ゆだねていたくなるような……。

「ん……っ」

　ジャケットの中に忍しのび込んできた大きな手に胸をまさぐられ、甘やかな声が漏もれてしまう。

　シャツの上から触さわられただけなのに、まるで直じかに肌はだを愛撫されたかのようにびくびくと体が痙けい攣れんした。

「ひあ……っ」

　ふいに男っぽく骨張った手が平らな胸むな板いたにぽつんと浮うかんだ突とつ起きに引っかかり、純は驚いて目を見開いた。

　手のひらが軽く当たっただけなのに、小さな突起はひどく過か剰じような反応を見せた。

　痛いようなむず痒がゆいような感覚が、強い電流となって足の指先まで貫つらぬく。

「……そ、そこはだめ……っ」

　奇き妙みような感覚をもたらしたのは、純の小さな乳ち首くびだ。普ふ段だんはそんな器官があることも忘れているような場所だが、シャツの下で恥はずかしいほど凝しこってじんじんと疼いている。

「だめ？　そうか、感じてるんだな」

　純の耳元に唇を寄せて、スペンサーがくすりと笑う。

「……っ」

　びくっと背筋を震わせて、純は自分の体がいつのまにか高ぶっていることに気づいた。

（や、やばい……）

　ズボンの下で、ペニスが痛いほどに張り詰つめている。

　あと少し刺し激げきを加えたら、取り返しのつかないことになってしまいそうなほどに……。

「暑いだろう、上着を脱ぬぐといい」

　言いながらスペンサーが体を起こし、やや強引な手つきで純のジャケットの前を開く。

「ちょ、ちょっと待って……っ」

　白いワイシャツに包まれた胸板が露あらわになり、焦あせって純は身を捩よじった。

　ワイシャツの薄うすい布地に、丸い肉にく粒つぶがくっきりと浮かび上がっている。幸い淡あわい桜色は透すけていなかったが、ワイシャツ越ごしに見るとひどく卑ひ猥わいな印象で恥ずかしい。

　真っ赤になって顔を背けた純に、スペンサーが息を荒あらげて手を伸のばしてきた。

「純のここ、すごく可か愛わいい」

「あ、あ……っ」

　ふたつの乳首を同時に左右の親指で押されて、純はあられもない声を上げて身み悶もだえた。

　同時に下着の中で先走りが漏れたのを感じて、慌あわててズボンの股こ間かんの膨ふくらみを両手で押さえる。

「脱いだほうがよさそうだな」

「い、いやっ」

「汚よごしたら困るだろう？」

「だけど……っ」

　押し問答はすぐに終わった。スペンサーの手を振り払おうにも力が入らなくて、あっという間にベルトを外され、ファスナーを下ろされてしまう。

　水色のボクサーブリーフが露わになり、スペンサーの視線に晒さらされる。

　清潔な布地に先走りが淫みだらな染しみを作っており、スペンサーが小さく息を吞のむのがわかった。

「すまない、純。今夜は自分を抑おさえるつもりだったんだが……」

「あ……っ！」

　下着を引きずり下ろされて、初うい々ういしいペニスがぷるんと飛び出す。

　慌てて隠かくそうとするが、それよりも前にスペンサーが覆おおい被かぶさってきた。

「ひああっ、いやっ、やめて！」

　次の瞬しゆん間かんスペンサーがとった行動は、信じがたいものだった。今にも弾はじけそうな純のペニスを、ぱっくりと咥くわえたのだ──。

「あ、あっ、あああ……っ！」

　熱い粘ねん膜まくに覆われて、初うぶな体はひとたまりもなかった。

　目もくらむほどの快感に、あっけなく絶頂を迎むかえる。

　──初めての口こう淫いんに、純はしばし何が起こったのか理解できなくてぼんやりしてしまった。

「純？」

　スペンサーに呼びかけられて、ようやく目の焦しよう点てんが合ってくる。

　そして自分が今何をしたのかはっきりと自覚し……これ以上ないほど真っ赤になってしまった。

「……ご、ごめんなさ……」

「謝ることはない。俺がしたくてやったことだ」

「……っ」

　スペンサーの肉感的な唇くちびるが、魅み惑わく的な笑えみを浮かべる。自分のものをその唇で愛撫されたことを意識して、純はふっと気が遠くなりかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　そんなに嫌いやだった？」

　純の反応に、スペンサーも心配になってきたらしい。

　気き遣づかわしげに頰ほおを撫なでられ、恥ずかしさと同時に胸が疼くような切なさが込み上げてくる。

　スペンサーにこんなふうに優やさしく扱あつかわれるなんて、まるで夢みたいだ……。

「……まいったな。今日はキスだけで帰すつもりだったのに」

　スペンサーが低く呻うめき、前まえ髪がみをかき上げながらため息をつく。

「本当は帰したくない。だが、急いでことを進めたくないんだ」

「……はい……」

「だから今夜はここまで。さあ、シャワーを浴びておいで。ああ、その前に」

　手を取られて助け起こされ、ソファに並んで座る。

「俺の恋こい人びとになってくれるか？」

「……っ」

　スペンサーの言葉に、じんわりと頰が熱くなる。

　流されそうになる気持ちにブレーキをかけて、純は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「……イエスと言いたいです。けど、スペンサーは仕事が終わったらアメリカに戻もどってしまうでしょう……？」

「ああ、言ってなかったっけ？　今勤めている会社の日本支社を起たち上げることになったんだ。少なくとも一年はこちらに住むことになる。その先のことは、ふたりで一いつ緒しよに考えよう。きっとなんとかなるさ」

　スペンサーの提案に背中を押され、純の心は大きく揺ゆれた。

　これは一生に一度のチャンスかもしれない。初恋の人との再会、求愛……あれこれ悩なやんでこの機会を逃のがしたら、自分はきっと後こう悔かいする。

「……はい」

　意を決して、純は深々と頷うなずいた。

　先のことを考えると不安は拭ぬぐえないが、それでも断るという選せん択たく肢しは考えられなかった。

「嬉うれしいよ」

　額に軽くキスされて、くすぐったさと照れくささに小さく声を立てて笑う。

　青い瞳ひとみにじっと見つめられ、純はそのとき初めてスペンサーの瞳の色が記き憶おくにあるよりも濃こいことに気づいた。

（あれ……？　スペンサーの目の色って、もっと明るいブルーだったような……）

　自分の記憶違ちがいか、それとも柔やわらかな間接照明のせいかもしれない。

　あれこれ考えるのはやめて、純はうっとりとその瞳に見とれた。






　　　　６







　──世界がきらきらと輝かがやいて見える。

　スペンサーとつき合い始めて、純の日常は大きく変わった。

　日々の生活や仕事が変化したわけではない。相変わらずホテルの仕事をこなし、仕事が終わればワンルームマンションに帰宅する。

　変化したのは、純の気持ちだ。

　初めての恋人──それも初恋の相手と結ばれたことは、今まで味わったことのない幸福感と高こう揚よう感かんをもたらした。

（なんかまだ夢を見ているみたいだ……）

　更こう衣い室で制服に着き替がえ、ふわふわと覚おぼ束つかない足取りでフロントへ向かう。

　フロントのバックルームに入る前に、純はドアの前で立ち止まって気合いを入れるように自分の頰を叩たたいた。

　幸いまだ大きなミスには繫つながっていないが、時折仕事中にスペンサーとのあれこれを思い出してぼんやりしてしまうことがある。仕事中は彼のことは考えまいとしているのだが、なんせ職場にスペンサーがいるのでついついその姿を目で追ってしまって……。

「……よし！　仕事モードに切り替かえ！」

　口の中で呟つぶやいて、ドアを開ける。

「おはようございます」

「ああ、おはよう。さっそくだけどフロント入ってくれる？　鈴すず木きさんが病欠なんだ。二時半に桃もも太た郎ろうツーリストの団体三十二名さまご到とう着ちやく予定、三時に二十八名さまご到着予定」

「はい」

　慌あわただしく引き継つぎをして、純はカウンターの中に入った。

　ちらりと客室の状じよう況きようを確かく認にんすると、プレジデンシャルスイートは外出中になっている。

（今日も帰りが遅おそくなるのかな）

　つき合い始めて一週間、スペンサーは多た忙ぼうらしく、日中はほとんど外出している。昨日はホテルに戻ってきたのが深夜で、会うことができなかった。

（……あれからキスしたのは三回だけだ）

　部屋にクリーニングを届けにいったときに二回、一昨日おとといの休きゆう憩けい時間、携けい帯たいで呼び出されて部屋で一回、いずれも軽く唇を合わせるだけの軽いキスだった。

『なかなか時間が取れなくて悪い。今の案件が片付いたら、もっと一緒にいられるようになる』

『……楽しみにしてます』

　そう言って微笑ほほえみ返したが、つき合い始めたばかりの恋人としては正直物足りなくてうずうずしている。

　奥手で初とはいえ、純も若い健康な男だ。官能的なキスを思い出して夜ごと体が疼うずくし、手のひらでまさぐられたときの高揚感が忘れられない。

　それに……あのときは恥はずかしくてそれどころではなかったが、スペンサーのあそこも硬かたく盛り上がっていたことを純は知っている。

　仕立てのいいズボンの前の猛たけ々だけしい膨ふくらみを思い出すたび、体の奥から欲よく望ぼうが突つき上げてきて……。

（……俺って破は廉れん恥ちだ。この一週間、エッチなことばっかり考えてる）

　かあっと頰が熱くなり、淫みだらな妄もう想そうを振ふり払はらうように首を振る。

「すみません、予約した者ですが」

「はいっ！　いらっしゃいませ」

　カウンターにやってきた客に気づくのがワンテンポ遅おくれ、純は慌てて笑顔を作った。







　──三時間後。

　二組の団体客をつつがなく迎むかえ、チェックインの波が一段落し、フロントは落ち着きを取り戻していた。

「小桜くん、手が空いてたら問い合わせメールの返事頼たのめる？」

「はい」

　課長に声をかけられ、頷いて持ち場の整理をする。

　カウンターから立ち去ろうとしたそのとき、向こうからブリーフケースを手にしたスペンサーが大おお股またで近づいてくるのが目に入った。

「お帰りなさいませ」

　他ほかの客と同じように接しているつもりだが、頰ほおが紅潮し、声が上うわ擦ずってしまう。

「やあ」

　青い瞳が愛いとおしげに純を見下ろし、眩まぶしげに細められる。

　この特別な眼まな差ざしを自分が独ひとり占じめしているなんて、まだ信じられない。視線が絡からみ合っただけで、純は胸の奥が熱く震ふるえるのを感じた。

「……どうぞ」

　ルームキーを差し出すと、スペンサーが偶ぐう然ぜんを装ってキーと一緒に軽く手を握にぎる。

「それと、宅配便が届いております。ええと、こちらに……お部屋まで運ばせますので」

　慌てて手を放し、純はポーターを呼ぼうと辺りを見まわした。

　それをスペンサーが手で制し、カウンターに身を乗り出して小声で囁ささやく。

「あとで純が部屋まで持ってきてくれないか」

「……はい」

　秘密めいたやり取りに、心が浮うき立つ。

　ほんの少し前だったら、客と従業員のこんなやり取りには眉まゆをひそめたところだろう。

　職場ではお堅かたい真ま面じ目め人間だと思われているこの自分が、宿しゆく泊はく客と逢あい引きをするようになるとは想像もしていなかった。

（恋こいは人を駄だ目めにする……まじで）

　エレベーターホールへ向かうスペンサーの後ろ姿を、ぼうっと見つめる。

「小桜くん？」

　課長に声をかけられて、はっと我に返る。

「あの、ブラッドリーさまに宅配便を部屋までお届けするよう頼まれましたので」

「ポーターじゃなくてきみに？」

「ええ、他にもご用事があるみたいなので、自分が行ってきます」

「そっか。じゃあよろしく」

　急いで宅配便を台車に載のせて、カウンターを出る。

　宅配便を部屋まで運うん搬ぱんするのは、本来はポーターの役目だ。仕事にかこつけてスペンサーに会いに行くことへの罪悪感はあるが、ふたりきりになりたい気持ちに歯止めが掛かけられなかった。

　従業員用のエレベーターに乗り、最上階のプレジデンシャルスイートへ向かう。

　部屋の前で立ち止まり、大きく息を吸って呼吸を整えてからドアをノックする。

「はい」

　スペンサーはすぐにドアを開けてくれた。

「……宅配便をお持ちしました」

　仕事用のよそ行きの声で告げるが、どうにも照れくさくてスペンサーの顔を見ることができなかった。

「ああ、中に運び入れてもらえるかな」

　スペンサーも客らしく丁てい寧ねいに応じ、ドアを大きく開けて中に入るように手で示す。

「はい……」

　ドアが閉まると同時に、ワイシャツを捲まくり上げた逞たくましい腕うでが伸のびてきた。

「──っ！」

　スペンサーに抱だき締しめられて、大きく息を喘あえがせる。

　客と従業員の仮面はあっという間に剝はがれ落ち、恋こい人びと同士の貌かおになって熱く抱ほう擁ようをかわす。

「……た、宅配便は……っ」

「急ぎじゃないからあとでいい」

「……ん、んん……っ」

　唇くちびるを塞ふさがれ、待ち侘わびていた感かん触しよくに夢中になって応こたえる。

　逞しい首に縋すがりつき、スペンサーの舌に舌を絡ませ……。

「純……会いたかった」

「……俺も……っ」

　キスの合間に甘い睦むつ言ごとを囁き合い、そのたびに口づけがどんどん深くなってゆく。

（あ……っ）

　大きな手に背中を撫なで下ろされて、純はびくっと体を震わせた。

　感じやすい体はいとも容た易やすく追い上げられ、制服のズボンの下で硬くなりかけている。これ以上くっついていたら、取り返しのつかないことになってしまう。

「……スペンサー……っ」

　スペンサーの唇から逃のがれようと、純は身を捩よじった。

　しかしそれはかえって困った事態を招いてしまった。逞しい腕に抱き締められたままもがいたせいで、スペンサーの体に擦りつけるような形となってしまったのだ。

　純の高ぶりに気づいたのだろう、スペンサーがやけに色っぽい声でくすりと笑う。

　そして不ふ埒らちな手を、純の引き締まった形のいい尻しりへと伸ばし……。

「ひあ……っ、ちょ、ちょっと……っ」

　大きな手でぎゅっと尻を摑つかまれて、純は小さく悲鳴を上げた。

　今の衝しよう撃げきで、先走りが少し漏もれてしまったような気がする。

「だ、だめ……っ」

「何がだめなんだ？」

　逃れようとするが、ますます強く抱き締められてしまった。

　体が密着し、スペンサーのものがズボンの下でむくりと体積を増す感触が生々しく伝わってくる。

（う、うわ……っ）

　初うぶな純には刺し激げきが強すぎて、へなへなと脚あしの力が抜ぬけてゆく。自力では立っていられなくなって、純は無意識にスペンサーの逞しい体に縋りつくように体重を預けた。

「俺も勃ぼつ起きしてるの、わかるか？」

　耳元で淫らな言葉を囁かれ、真っ赤になる。

　スペンサーが、わざとそこを純の体に擦りつけるように押しつけてきた。

「……あ、あっ、ああ……っ」

　刺激の強すぎる行こう為いに、純の欲望は限界を迎えた。

　スペンサーに尻を摑まれながら、下着の中で精液を漏らしてしまう。

「純……！」

　スペンサーが低く唸うなり声を上げて、強ごう引いんに純の顎あごを摑んで唇にむしゃぶりつく。

「んうう……っ」

　射精しながらのキスは、この上なく甘美な快感をもたらした。

　けれど頭の隅すみでは、これ以上染しみが広がらないうちに早く体を離せと警けい鐘しようが鳴り響ひびく。

「……だめ……っ」

　息も絶え絶えに喘ぎながら、純はスペンサーの胸を押しやった。

　背中がドアに当たり、ずるずるとその場にしゃがみ込む。

「いってしまったみたいだな」

「……っ」

　笑いを含ふくんだ声で話しかけられ、真っ赤になって顔を覆おおう。

　またやってしまった。しかも今度は着衣のまま……よりによって制服姿で。二十四にもなって、こんな粗そ相そうは恥はずかしすぎる──。

　スペンサーが跪ひざまずき、純の肩かたに手を乗せて囁く。

「恥ずかしがらなくていい。さあ、おいで。濡ぬれた服を着き替がえないとね」

「え、ちょ、うわ……っ」

　スペンサーの逞しい腕に軽々と抱だき上げられて、驚おどろいて純は声を上げた。

　しかし抵てい抗こうむなしく奥のベッドルームに連れ込まれ、そっとベッドに降ろされる。

（あ……）

　ベッドに座ると、ちょうど目の前にスペンサーの股こ間かんがあった。

　仕立てのいいズボンの前立てが、はち切れんばかりに盛り上がっている。体に当たった硬かたい質感を思い出し、純は熱い吐と息いきを漏らした。

　純の視線を感じたのか、スペンサーがゆっくりと腰こしに手を当てて純の目の前に立ちはだかる。

「…………触さわってもいい？」

　口から飛び出した大だい胆たんな言葉に自分でも驚きつつ、欲よく望ぼうを抑おさえることができなかった。

「ああ」

　スペンサーが、肉感的な唇に笑えみを浮うかべて頷うなずく。

　おずおずと手を伸ばし、純はそっと手のひらをそこへ押し当てた。

「うわ……」

　思わず感かん嘆たんの声が漏れてしまう。

　どっしりとした質感は、自分のものとは比べものにならないほど硬くて大きかった。

「純……俺もやばい」

　息を荒あらげ、スペンサーがベルトを外す。

　大きな手が苦労しながらファスナーを下ろすのを、純は目を潤うるませながら見守った。

「あ……」

　濃のう紺こんのボクサーブリーフが露あらわになり、視線が釘くぎ付づけになる。

　ぴったりとした布地が逞しい牡おすの形を浮かび上がらせている。いきり立った性器は下着に収まり切らなくなり、ローライズのウエストから半分ほどはみ出していた。

　大きく笠かさを広げた亀き頭とうは先走りでぬらぬらと濡れており……噎むせ返るような牡の性臭に、純はふらふらと引き寄せられるように顔を近づけた。

「純……」

　スペンサーの切せつ羽ぱ詰つまったような声が、純の欲望を疼うずかせる。

　両手でゆっくりと下着をずり下ろすと、屹きつ立りつした性器がぶるんと勢いよく飛び出した。

「すごい……」

　スペンサーの勃起を見つめ、純はため息を漏らした。

　長くて太い茎くきには血管が浮き、根元のふたつの玉は重たげに張り詰つめている。

　そして何より、先せん端たんの雁かりの部分の卑ひ猥わいな造形に目を奪うばわれる。それが自分の体の中に入ってくることを想像し、濡れた下着の中で再び性器が硬くなるのを感じた。

　おずおずと手を伸ばし、手のひらで茎を包み込む。純のほっそりと華きや奢しやな手には余るほどの太さだ。

　裏筋に舌を這はわせ……ゆっくり下から上へと舐なめ上げる。

　スペンサーが低く呻うめき、先走りがとろりと伝い降りてきた。

　たまらなくなって、無我夢中で亀頭にむしゃぶりつく。

「んう……っ」　>>>♥

　スペンサーのそれは見た目以上に大きくて、口の中がいっぱいになってしまう。アダルトビデオで見たように上手にフェラチオをしたいのに、初心者の純には先端を咥くわえるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「純……無理しなくていい」

　スペンサーが純の髪かみに手を絡からませて、唇くちびるから引き抜こうと腰を引く。

「うう……っ」

　けれど純は、スペンサーのものを咥えたまま自分はこうしたいのだと目で訴うつたえた。

「……わかった。だが俺もそろそろ限界だ。だから一度口から出せ」

　諭さとされて、仕方なく唇を離はなす。

「初めてなんだろう？」

「ん……」

「じゃあまずは手の使い方からだ」

　スペンサーがベッドの上に脚を投げ出して座る。その弾はずみで性器がぶるんと揺ゆれるさまが、ひどくエロティックだった。

「握にぎって」

「はい……」

　スペンサーを喜ばせたくて、純は素す直なおに従った。

「いつも自分でするとき、どうやってる？」

「こうやって……上下に……」

　太い茎を持って、ゆるゆると擦こする。自分のものとは全然違ちがう感かん触しよくだが、スペンサーのものを擦るたびに純のペニスも連動するように先走りを漏らした。

「ああ……いいね。とても気持ちいい」

「あ……っ」

　右手でスペンサーを扱しごきながら、純は無意識に左手で自身の股間を押さえた。

　制服のズボンに先ほど漏もらした精液が染み出しており、まずいと思いつつやめられなかった。

　真ま面じ目めな自分が、勤務中に、こんなふうにあとさき考えずに恋こい人びととの淫みだらな行為に耽ふけってしまうなんて……。

「純……もう出そうだ……」

「……俺も……っ、あっ、あ……っ」

　大きな亀頭の割れ目から、濃のう厚こうな白はく濁だくが勢いよく噴ふき出す。

　同時に純も、ズボンの下で失禁したように精液を漏らした。

「あ……」

　スペンサーの精液が、どろりと純の手を濡らす。それは顔や制服にも飛び散り、猛たけ々だけしく牡の性臭を放って純を懊おう悩のうさせた。

「すまない、汚よごしてしまったな」

「いえ……」

　真っ赤になって、純は俯うつむいた。

　恥ずかしくてスペンサーの顔を見られないが、恋人同士の親密な行こう為いは素す晴ばらしく官能的だった。

（好きな人とエッチなことするのって、こんなに気持ちいいんだ……）

　純にとっては衝しよう撃げき的な体験だったが、性的な行為としてはまだ序の口だ。これ以上先に進んだら、いったい自分はどうなってしまうのだろう……。

　スペンサーがナイトテーブルの上のボックスティッシュを引き寄せ、自身のものを拭ぬぐう。

　プライベートな行為を盗ぬすみ見ているようで気き恥はずかしかったが、純は目をそらすことができなかった。

「汚してしまったな」

　くすりと笑い、スペンサーが純の頰ほおに飛び散った精液を指先で拭う。

「服を脱ぬいで、顔を洗っておいで」

　純にそう命じて、スペンサーは電話に手を伸のばした。

「ああ、三〇〇一号室のブラッドリーだ。そちらの小桜くんに部屋まで宅配便を持ってきてもらったんだが、私がうっかり彼の制服にコーヒーをかけてしまってね。すまないが、小桜くんに替かえの制服を一式持ってきてもらえないだろうか」

　スペンサーのセリフに、純は目をぱちくりさせた。

　なるほど、うまい言い訳だ。自分ひとりではどうしていいかわからず困っていただろうから、スペンサーの気き遣づかいに感謝する。

「お借りします……」

　電話中のスペンサーに小声で告げて、バスルームに入ってドアを閉める。

　顔を洗おうと洗面台の前に立ち、純は鏡に映った自分の顔を見てぎょっとした。

（うわ……ひどい顔）

　頰は紅潮し、目は潤み、髪は乱れ……いかにも淫らなことに耽っていましたという雰ふん囲い気きだ。

　慌あわてて制服を脱いで下着一枚になり、顔を洗って手て櫛ぐしで髪を整える。

「純、入るよ」

「はい……っ」

　バスルームに入ってきたスペンサーは、コーヒーカップを手に持っていた。

「証しよう拠こ隠いん滅めつ。コーヒーを零こぼして、慌てて洗おうとしたことにすればいい」

　言いながら純が脱いだ制服をバスタブに放ほうり込み、シャワーで水を掛かける。ズボンの汚れを落としたあとコーヒーをかけて、いかにもアクシデントがあったかのように装う。

「下着も脱いで」

「え……でも……」

　二度の射精で汚してしまったので気持ち悪いが、下着の替えはない。濡ぬれた部分を手で覆おおってもじもじしていると、スペンサーがにやりと笑った。

「ちょっと待ってて」

　そう言いおいてベッドルームに戻もどり、クローゼットを開けて何やらごそごそ探し始める。

「ちょうどよかった。きみにプレゼントしようと思って買っておいたんだ」

　言いながらバスルームに戻ってきたスペンサーは、水色の紙かみ袋ぶくろを手にしていた。

「プレゼント……？」

「開けてみて」

　おずおずと受け取り、中身を取り出す。

「……あ……」

　中から出てきたのは、色とりどりの男性用の下着だった。しかもすべてビキニタイプで、中には透すけそうなほど薄うすい布地のものも混ざっている。

「純に似合いそうだと思って」

　そう言って、スペンサーが魅み惑わく的な笑えみを浮うかべる。

　──心の中に、一いつ瞬しゆん「変態」という文字がよぎる。

　しかし穏おだやかな紳しん士し然とした笑みに邪じや気きはなく、純は一瞬でも疑ってしまった自分を恥はじた。

「そうだな……制服の下にはこれがいいんじゃないかな」

　スペンサーは、純の手の中から白い光こう沢たくのある布地のビキニを選んでくれた。

　目を白黒させながら頷うなずき、口の中でもごもごと礼を言う。

「ああ、制服が来たみたいだ」

　ドアをノックする音に、スペンサーがいそいそと制服を受け取りにいく。

　急いでバスルームのドアを閉めて、純は鍵かぎをかけた。汚したパンツを脱いで丸め、クリーニング用のビニール袋を一枚拝借して突つっ込み、ため息をつく。

　布地の面積の小ささに戸と惑まどいつつ、他ほかに選せん択たく肢しはないので白いビキニを身につける。

（助かった……助かったけど、なんかちょっと落ち着かない……）

　白いビキニは純のスレンダーな体を引き立てて、いつもよりもセクシーに見せていた。

　けれど自分ではとても直視できなくて、慌てて目をそらす。

「純、開けてくれ」

「はい……っ」

　ドアを細く開けて制服を受け取ろうとすると、スペンサーが強ごう引いんにドアを開けて押し入ってこようとした。

「手伝うよ」

「いやあの、ひとりで着き替がえたいから……っ」

　なんとかスペンサーを押し出してひとりになり、急いで制服を身につける。ランドリーバッグに濡れた制服を突っ込んで抱かかえ、純はバスルームから勢いよく飛び出した。

「あの、ありがとうございました。すみません……っ」

　リビングにいたスペンサーが、ワイシャツのボタンを外しながら振ふり返る。

　逞たくましい胸むな板いたにどきりとして、純は逃にげるように入口のドアに向かった。

「そんな慌てて逃げなくていいのに」

「いえ、仕事中ですから！」

「また電話するよ」

「はい……っ」

　ぎくしゃくとロボットのような動きで、純は恋人の部屋から逃げ出した。

（な、なんか……びっくりした……）

　今いま更さらながら羞しゆう恥ちに顔が熱くなり、仕事中に破は廉れん恥ちな行為に耽ふけってしまった罪悪感が込み上げてくる。

　そしてスペンサーからの思いがけないプレゼントにもひどく動どう揺ようしていた。

　恋人同士なのだから、こういうのもありなのかもしれない。

　けれど奥手な純には刺し激げきが強すぎて……。

　その日純は、仕事が終わるまでずっとズボンの下のビキニの違い和わ感かんに悩なやまされた──。
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「こちらがルームキーです。どうぞごゆっくりおくつろぎくださいませ」

　チェックインを済ませた客を見送り、純はふうっと小さく息をついた。

　忙いそがしいときは目がまわるほど忙しいのに、今日はやけに暇ひまだった。カウンター内にいる同どう僚りようも手持ち無ぶ沙さ汰たらしく、何度も朝食券を数えては揃そろえている。

「課長、手が空いたのでロビーの見まわり行ってきます」

「ああ、頼たのむ」

　チェックリストを手に、純はカウンターを離はなれてロビーに向かった。

　フロント係の仕事は、フロント業務だけではない。困っていたり助けを必要としている客はいないか。ロビーや化け粧しよう室は清潔に保たれているか。巡じゆん回かいしながら目を配り、落ちていたごみを拾ってダストボックスに捨てに行き、中がいっぱいになっていることに気づいて清せい掃そう係に連れん絡らくする。

「あの、ちょっと、すみません」

「はい」

　年配の女性に呼び止められ、笑顔を作って返事をする。

「今日ここで同窓会があるって葉書もらったんだけど、会場がわからなくて……」

　葉書を差し出され、純は両手で恭うやうやしく受け取った。

「失礼して拝見いたします。……ああ、三階の香こう蘭らんの間ですね。ご案内いたします」

　女性を香蘭の間に案内し、いったんフロントに戻って客がいないことを確かく認にんしてから外まわりの点検に向かう。

　仕事に没ぼつ頭とうしたい。少しでもぼんやりすると、昨日のプレジデンシャルスイートでの出来事が瞼まぶたにくっきりと浮かび上がってきてしまうから……。

（うわー……また思い出してしまった……っ）

　嬉うれしくて叫さけび出したいような、恥ずかしくて身み悶もだえるような、なんとも言い難がたい感情が込み上げてくる。

　──幸せすぎて怖こわい。

　いつか強きよう烈れつなしっぺ返しが来るのではないかという予感に、純は小さく肩かたを震ふるわせた。

（……俺って結構心しん配ぱい性しようだったんだな）

　恋こい人びととの進展は嬉しいが、心のどこかにこのまま流されていいのだろうかという気持ちもあった。

　スペンサーは初恋の人だけど、今の彼のことはまだよく知らない。

（というか、アメリカにいた頃ころも、スペンサーとは年が離れてたからそんなに深く関かかわっていたわけじゃないんだよな……）

　日常的に深く関わっていたのは、弟のウォーレンのほうだ。

　散々意地悪されたし腹の立つことも多かったが、今思えば一いつ緒しよに過ごした時間は他の誰だれよりも長かった。

（そういえばスペンサーってウォーレンの話しないな……今どうしてるんだろう）

　自分よりふたつ年上だから、今は二十六歳。勉強もスポーツもできるほうだったから、多分大学に行ってきちんと卒業もしていることだろう。

　そんなことをつらつら考えながらフロントに戻ると、課長が純を手招きした。

「小桜くん、これ、ブラッドリーさまがクリーニングに出した上着のポケットに入ってたらしい。今外出中だから、戻られたらお返ししておいて」

　言いながら、プラスチック製のカードを差し出す。

「はい」

　受け取って、純は何げなくカードの表に目を走らせた。

　カードはペンシルベニア州の運うん転てん免めん許きよ証しようだった。スペンサーの顔写真が、ひどく不ふ機き嫌げんそうな表情でこちらを睨にらみつけている。

（──え？）

　カードを封ふう筒とうに入れようとして、ふと目に入った氏名欄らんに目を見開く。

　見み間ま違ちがいかと思ったが、そこには確かに〝ウォーレン・ブラッドリー〟という文字が印刷されていた。

（ウォーレンの免許証……？　どうしてスペンサーが……？）

　もう一度顔写真を見やる。

　写真はどう見てもスペンサーの顔だ。

　いや、正確には、今現在茜屋ホテルのプレジデンシャルスイートに宿しゆく泊はくしている男の顔──。

「……っ!?」

　純の脳のう裏りに、彼の青い瞳ひとみの色が鮮あざやかに浮うかび上がる。

　──どうして今の今まで気づかなかったのだろう。

　スペンサーの目の色は、灰色に近い淡あわいブルーだ。ここのところ毎日見つめ合っているサファイアのような深いブルーの瞳の持ち主は……。

（まさか……まさか……）

　心臓がやかましいほど鳴り響ひびく。

　九年経たったとはいえ、ブラッドリー兄弟を見間違えるなんて、そんなことがあるだろうか。しかも初恋の人である憧あこがれのスペンサーと、大だい嫌きらいなウォーレンを。

（いやでも、あのふたりは顔立ちや声はよく似てた……）

　最後にウォーレンの姿を見たのは彼が十七歳のとき。身長が百八十センチ近くあっていっぱしの大人に見えていたが、あとから写真を見返すとまだ少年らしい面おも影かげを宿していた。

　自分は大人になったウォーレンの姿を知らない。

　突とつ然ぜん稲いな妻ずまのように、ニットキャップにサングラスの男の姿が脳裏に閃ひらめいた。

　──ウォーレンだ。あれはウォーレンだったのだ。

　そしてスペンサーと名乗って現れた男の正体は……。

「やあ」

　頭上から降ってきた声に、純はびくりとして顔を上げた。

　外出から戻もどってきたスペンサーが──スペンサーを名乗る男が、親しげにカウンターに肘ひじをついて純に微笑ほほえみかけている。

　表情を凍こおらせたまま、純は無言で彼に封筒を差し出した。

「何？」

　封筒を開けて一いち瞥べつし、彼はおやというように眉まゆを上げて、それから悪びれた様子もなくにやりと笑った。

「ふん、この件についてはふたりきりで話し合ったほうがよさそうだな」

「……っ！」

　皮肉めいた口調、意地の悪い眼まな差ざし、人を食ったような表情──この男はウォーレンに間違いない。

　自分がすっかり騙だまされていたことを知って、猛もう烈れつな怒いかりが込み上げてくる。

「まあそうかりかりするなって。仕事が終わったら部屋に来い。いいな」

　スペンサーとは似ても似つかぬ傲ごう慢まんな口調でそう言って、彼──ウォーレンは踵きびすを返し、悠ゆう々ゆうとエレベーターホールへ向かっていった。







　仕事が終わるのを待ち侘わびて、純は急いで私服に着き替がえて従業員用のエレベーターで最上階へ向かった。

（あの野や郎ろう、ふざけやがって……!!）

　頭から湯気を出しながら、のしのしと廊ろう下かの奥のプレジデンシャルスイートへ向かう。

　騙したウォーレンにも、騙されてしまった自分にも、腹が立って仕方ない。

　ただ再会して食事した程度なら、こんなに腹も立たなかっただろう。

　よりによってあのウォーレンをうっとりと見つめ、キスを許し、その先の恥はずかしい行こう為いにまで及およんでしまった。

　彼の目の前でくり広げた痴ち態たいの数々に、ウォーレンの頭を殴なぐって記き憶おくをすべて消し去りたい衝しよう動どうに駆かられる。

（くそっ！　あいつ、許さん!!）

　どんどんとドアを激しく打ち鳴らす。

　実を言うと、今までスペンサーの前では少々猫ねこを被かぶっていた。子供の頃もそうだったが、彼に気に入られたかったし、客と従業員という意識もそれなりにあった。

　けれど相手がウォーレンなら遠えん慮りよはいらない。

「そんなに叩たたくな。ドアが壊こわれる」

　呆あきれたように言いながら、ウォーレンがドアを開ける。

　その体を突つき飛ばすように体当たりし、純は部屋の中に押し入った。

　いらいらとリビングを歩きまわり、くるりと振ふり返ってウォーレンを指さし、睨にらみつける。

「どういうことか説明しろ」

「昨日までとずいぶん態度が違ちがうじゃないか。あんなに可か愛わいかったのにな」

　可お笑かしそうに言われて、かっと頰ほおが熱くなる。

「ふざけんな！　最初っから俺のこと騙して弄もてあそぶつもりだったんだろ!!」

　からかわれて怒りが爆ばく発はつし、純はウォーレンの胸むなぐらに摑つかみかかった。

「別に騙すつもりはなかった。おまえが勝手に勘かん違ちがいしただけだ」

「はあ!?　おまえ、自分が宿泊者名めい簿ぼにスペンサーの名前をサインしたの忘れたのか!?」

「ああ……ま、そうだな。おまえが目を輝かがやかせて『スペンサー！』なんて言うもんだから、本当の名前を名乗りづらくなって」

「だからってスペンサーのふりするか!?　普ふ通つうしないだろ！　どうかしてる！」

　とっくに忘れたと思っていた柄がらの悪いスラングが口からすらすらと飛び出す。それもこれも、ウォーレンとの口くち喧げん嘩かで培つちかわれた語ご彙いの数々だ。当然ながらスペンサーの前で口にしたことなど一度もない。

「……それについては謝る。悪かった」

　降参するように両手を挙げて、ウォーレンがあっさりと口にする。

　はあはあと肩かたで息いきをして、純はウォーレンの真意を探さぐろうと疑わしげな眼差しを向けた。

「だが、おまえをからかったり弄んだりしたわけじゃない」

「噓うそつけ！　俺の気持ち知っててあんな……っ」

　再び食ってかかろうとすると、ウォーレンの大きな手に手首を摑まれてしまう。

「おまえを迎むかえに来たと言ったのは本当だ」

「……え……？」

　深いブルーの瞳に見つめられ、純は目を瞬またたかせた。

　ウォーレンが言っている意味がよくわからない。

　再会の約束などしていないし、そもそもウォーレンが自分にいったいなんの用があるというのだろう。

　ふいにウォーレンの手に力がこもり、手首を強く握にぎり締しめられる。

「俺の恋こい人びとになってくれと言っただろう」

「な……っ、ん、んう……っ」

　いきなり口づけられ、純はじたばたと暴れた。

　スペンサーだと思っていたときにはうっとりと身を委ゆだねてしまったが、ウォーレンだとわかったからにはもうこんなことはさせられない。

「やめろ……！」

　渾こん身しんの力で、純はウォーレンの体をぐいぐいと押しやった。

　ウォーレンが軽くたたらを踏ふんで苦く笑しようする。

「じょ、冗じよう談だんだろう？」

　息を喘あえがせながら、純は尋たずねた。今のキスがどういう意味なのかわからなくなってきて、頭が混乱する。

「本気だ。おまえのことが好きなんだ」

「……っ」

　真顔で言われて、心臓がどくんと跳はね上がる。

　けれどそれは断じてときめきなどではなく……思いがけない事態に気が動転しているだけだ。

「お、お断りだ！」

　青い瞳を睨みつけながら、きっぱりとはねつける。

　しかし威い勢せいのいい言葉とは裏腹に、語ご尾びがかすかに震ふるえてしまった。

　純の表情を見下ろし、ウォーレンがにやりと笑えみを浮かべる。

「それは妙みようだな。おまえは俺を欲しがっているはずだ。兄貴じゃなくて、この俺の体を」

「な、何言って……っ」

　親密な行為を蒸むし返されて、真っ赤になって狼狽うろたえる。

　確かに自分はこの体に欲よく情じようしてしまった。けれどそれはスペンサーだと思っていたからであって、決して今自分を抱だき締めている憎にくたらしいウォーレンに欲情していたわけではない。

「純」

「……っ」

　ウォーレンの熱い吐と息いきが、唇くちびるをくすぐる。

　再び口づけられそうになり、純は慌あわてて顔を背そむけた。

「素す直なおになれ。俺の手で、とろとろに感じてただろう？　俺に欲情して……抱かれたいと思っていたんだろう？」

　背中を撫なで下ろされて、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。

　自分がいったい誰だれに欲情していたのかわからなくなり、そして今もまた反応しそうになってしまい……。

「……放せ！」

　渾身の力で逞たくましい体を突き飛ばし、震える脚あしを叱しつ咤たしてドアに走る。

　部屋を飛び出した純は、一目散に非常階段を駆け下りた。







（信じらんねえ……っ！　俺を騙だましやがって……っ！）

　──地下鉄の駅からマンションまでの道を歩きながら、純はまだ収まらない怒いかりと羞しゆう恥ちに頰を紅潮させた。

　マンションまでたどり着き、三階まで階段を駆け上がる。

　部屋のドアを閉めてようやくひとりきりになり、はあっと大きなため息をついて玄げん関かんにしゃがみ込む。

　──ウォーレンに対する感情が、怒りと羞恥だけなら話は簡単だ。

　ウォーレンの担当から外してもらって、あとは彼の帰国を待つだけでいい。二度と会うこともないし、再会してからのあれこれは記憶から抹まつ消しようすればいい。

（ウォーレンが……俺のこと、す、好きだとか、突とつ拍ぴよう子しもないこと言い出すから……っ！）

　真っ赤になって、純は自分の髪かみをぐしゃぐしゃとかきまわした。

　怒りや羞恥よりも、混乱と困こん惑わくの気持ちのほうが大きかった。他ほかの言葉は無視できるのに、なぜかその言葉が心に深く突き刺ささって忘れられない。

（…………本当に、俺のことを好きなんだろうか。初はつ恋こいとか言ってたけど、アメリカにいたときから……？　いや、あれはスペンサーとしての言葉であって、ウォーレンの気持ちがそうだったとは限らないし……っ）

　電車の中でも何度となく浮うかんだ疑問が、胸の中をもやもやと埋うめ尽つくしてゆく。

　そしてその考えは、封ふう印いんしたはずの腹立たしいファーストキスへと繫つながってしまう。

　十七歳のときのウォーレンの、粗そ野やで乱暴なキス。手首を摑まれたときの痛みまで鮮あざやかによみがえり、全身の血が沸ふつ騰とうする。

　ずっとあれは嫌いやがらせだと思っていたが、そうではないとしたら……？

　ますます混乱して、自分の身を守るように膝ひざを抱かかえて丸くなる。

「……だ、だったらなんだって言うんだ！　俺が好きなのはスペンサーで、ウォーレンじゃない……っ！」

　口に出して自分に言い聞かせるが、その言葉に確信が持てなくなっていた。

　十五の頃ころの自分はスペンサーに憧あこがれていたが、今の自分は……？

　スペンサーだと思い込んでいた男に確かに惹ひかれていたし、抱かれたいと思っていた。

　いったい自分が誰に恋をしているのかわからなくなり、再び頭を抱える。

（……しかもあいつ、電話もメールもなしかよ）

　ポケットからスマホを取り出して、顔をしかめる。

　本当に悪いと思ってるなら、追いかけてきて謝るとか電話をするとか方法はあるだろうに、ウォーレンからは何も音おと沙さ汰たがない。

　昔からウォーレンはそうだった。純に意地悪をしても謝ることなく、次に会ったときには何ごともなかったかのように接してくるのだ。

「……ああもう！」

　自分を騙した男に対する感情を認めたくなくて、純はすべての感情を振ふり払はらうように声を出し、立ち上がった。






　　　　８







　──翌日。いつもより早めに出勤した純は、制服に着き替がえてフロントへ向かった。

（とにかく、まずはウォーレンの担当を外してもらう……！）

　客の指名なので言い出しにくいが、今はウォーレンと顔を合わせたくない。

　ゆうべいろいろ言い訳を考えて、うっかりウォーレンに失礼な言動をしてしまったので責任を取りたい、というような方向へ持って行くことにした。

「失礼します。……課長、今ちょっといいですか？　お話があるんですけど」

　バックルームに入り、課長のそばに近づいて小声で尋ねる。

「えっ？　ああ、悪いけどあとにしてくれる？　これから緊きん急きゆうミーティングなんだ」

　書類から顔を上げた課長は、ひどく慌てた様子だった。茜屋ホテルのフロントの顔として、いつも穏おだやかで落ち着いた雰ふん囲い気きをまとっている課長にしては珍めずらしいことだ。

「市川くん、小桜くんに連れん絡らく事じ項こう頼たのむ。ちょっと会議室に行ってくる」

「はい」

　クロークから戻もどってきた市川に指示して、課長は大おお股またでバックルームを出て行った。

「おはようございます」

「おはよう。ずいぶん早いな」

「ええ、ちょっと……。緊急ミーティングなんて珍しいですね。何かあったんですか？」

　純が尋たずねると、市川は幾いく分ぶん不安そうな顔で辺りを見まわした。

「わからない。でもなんか朝からばたばたしてるんだ。さっきまでそこで支配人とずっと話し込んでたし」

「ふうん……なんでしょうね」

「不ふ祥しよう事じとかじゃなきゃいいんだけど。前に食中毒出したときは大変だったから……」

　──幸い市川の不安は的中しなかった。

　けれどそれよりももっと重大なニュースが飛び込んできたのは、純がフロントに入って二時間後のことだった。

「市川くん、小桜くん、ちょっと」

　緊きん張ちようした面おも持もちの課長に手招きされ、純は市川と顔を見合わせながらバックルームへ向かった。

「きみたちに重要な知らせがある。手の空いている社員に交こう替たいで会議室に集まってもらってるから、行ってきてくれ」

「……はい」

　課長の表情は険しかった。あまりいい知らせではないことは確かだろう。

　市川と肩かたを並べ、廊ろう下かの奥の会議室へ向かう。

「なあ、小桜って前にいた会社、倒とう産さんしたんだよな？　そのときもこんな感じだった？」

「いえ、もっと急で唐とう突とつでした。自分も上司もまったく知らなくて、ある日出勤したら会社の玄関が閉まってて貼はり紙がしてあったんです」

「そっか……じゃあ違ちがうかな」

「……だといいですけど」

　嫌な予感を抱いだきつつ、会議室のドアの前に立ってノックする。

　内側からドアが開き、副支配人が険しい顔つきで純と市川を招き入れた。

「──！」

　室内に足を踏ふみ入れた純は、上座に座っている人物を見て驚おどろいて目を見開いた。

（ウォーレン!?　なんでここに……!?）

　ウォーレンの隣となりには、三十代半ばくらいの見知らぬ外国人男性も座っている。そしてその隣には、支配人と社長も。

　用意された椅い子すに、社員が十名ほど座って待っていた。仕事中に急に呼び出されてわけがわからないといった様子で、どことなく重苦しい空気が立ち込めている。

　市川と並んでいちばんうしろの席につき、純はちらりとウォーレンの表情を窺うかがった。

　目が合うと、ウォーレンは大だい胆たんにも純に微笑ほほえみかけてきた──この場の空気には少々不似合いな、にやりと人の悪そうな笑い方で。

「……っ」

　慌あわてて俯うつむくと、社長がハンカチで額の汗あせを拭ぬぐいながら切り出した。

「えー……皆みなさんにお知らせがあります。我が茜屋ホテルは、本日付けでＨ＆Ｒグローバル社に譲じよう渡とされることとなりました」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、会議室がざわめく。

　純も思わず顔を上げ、ウォーレンの顔をまじまじと見つめてしまった。

「それは……Ｈ＆Ｒグローバルに買収された、ということですか？」

　レストラン部門に長く勤めている料理長が、挙手して質問する。

「そうです」

　社長はそれだけ言って黙だまり、また額の汗を拭った。

　創業者一族出身の社長は、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなところがあって少々頼たよりない人物だ。現社長就任後、都内には次々と外資系高級ホテルがオープンした。しかし社長の危機感は薄うすく、茜屋ブランドに胡座あぐらをかいて経営努力を怠おこたり、多くの顧こ客きやくを奪うばわれる結果となった。

「茜屋ホテルはどうなるんですか？」

　別の社員も挙手し、質問する。

　支配人が口を開きかけるが、それを手で制してウォーレンが立ち上がった。

「私から説明しましょう。Ｈ＆Ｒグローバルのアジア地区統とう括かつマネージャーのブラッドリーです。こちらは顧こ問もん弁護士のジョーンズ」

　ウォーレンの言葉に、ざわめいていた会議室がしんと静まり返る。

（……え……？）

　流りゆう暢ちような日本語に、純は目をぱちくりさせた。

　ウォーレンが日本語を話せるなんて知らなかった。アメリカにいた頃ころ、「こんにちは」とか「ありがとう」とか簡単な言葉をいくつか教えた記き憶おくはあるが……。

　ウォーレンが純の瞳ひとみにぴたりと視線を合わせ、不敵な笑えみを浮うかべる。

「そして、今日から私がこのホテルの経営責任者です」

「──!?」　>>>♥

　ウォーレンの言葉に、もう少しで純は声を出して叫さけんでしまいそうになった。

（つまり、ウォーレンが社長になるってこと……!?）

　ごくりと唾つばを吞のみ込み、自分の置かれている状じよう況きようを理解しようと浅い呼吸をくり返す。

　ウォーレンの担当を外してもらって、ウォーレンが帰国すれば、すべてなかったことにできると思っていた。

　しかしウォーレンが社長としてこのホテルに居座り続けるとなると、そう簡単に縁えんを切ることはできない……。

「茜屋ホテルはこれまで通り営業します。いずれいろいろ改善しますが、すぐに何かが変わるというわけではありません」

　言いながら、ウォーレンは純から視線を外して社員の顔をぐるりと見み渡わたした。

「皆さんは今日からＨ＆Ｒグローバルの一員となります。待たい遇ぐうについては、これから本社と相談の上決定します」

　再び会議室がざわめく。純のようなひとり者はともかく、家族を養っている社員にとっては大問題だ。

「皆さん、お静かに」

　支配人が立ち上がり、咳せき払ばらいをしてから言葉をつなぐ。

「今日明日にもマスコミ発表があると思います。お客さまからのお問い合わせが多数予想されます。この件についての電話は支配人室に繫つないでください。現場で訊きかれたら、これまでと変わりなく営業することを伝えてください。後ほどマニュアルを配布します。くれぐれも、お客さまにご心配をおかけするような態度は慎つつしむように。平常心でお願いします」

「平常心ったって……俺今日はもう上の空になりそう」

　純の隣で、市川がぼそっと呟つぶやく。

「では、持ち場に戻ってください。念のため言っておきますが、マスコミ発表があるまで口外しないこと。いろいろ話したい気持ちはわかりますが、持ち場に戻ったら私語厳禁です」

「行こうぜ。……小桜？」

「えっ？　あ、ああ……」

　市川に促うながされて、純ははっと我に返った。

　自分は市川以上に、そして多分この場にいる誰だれよりも動どう揺ようしている。ただし、皆の心配している方向とはまったく別の方向に、だ。

（……ウォーレンが……このホテルの社長……）

　まだ現実を受け入れることができなくて、頭がぼんやりとしていた。

　ふらふらと立ち上がって会議室を出て行こうとすると、支配人が近づいてきてそっと耳打ちをする。

「小桜くん、ちょっと残ってくれるかな」

「は、はい」

　一刻も早くこの場を立ち去りたかったが、仕方がない。視線を泳がせながら、純は皆が会議室から退出するのを待った。

「こちらへ」

「…………はい」

　ウォーレンに手招きされて、純はしぶしぶウォーレンと顧問弁護士の前に進み出た。

　ちらりと左右に視線を走らせると、社長は半ば放心状態で椅子の背に力なくもたれていた。ベテラン支配人はさすがにポーカーフェイスだが、心なしか顔色が青ざめている。

「座って」

　英語に戻もどして、ウォーレンが手近な椅子を指し示す。

「こちらに滞たい在ざい中、きみの仕事ぶりにはとても感心した」

「……ありがとうございます」

「今後、茜屋ホテルの経営を改革するべく、私がここで指揮を執とる。日本語については日常的な会話程度なら困らないが、やはり通訳が必要だ。そこで専属の秘書をひとり雇やとうことにした」

「…………」

　嫌いやな予感に、背中がぞわりと粟あわ立だつ。

「先ほど社長と支配人とも話し合ったんだが、きみが適任だろうということになってね。さっそくだが、きみは社長室に異動だ」

「ちょ、ちょっと待ってください……っ」

　ふたりきりなら「はあ？　冗じよう談だんじゃねえよ！」の一言で片付けることができるが、社長──元社長と言うべきか──と支配人の前でそんな言葉を口にするわけにはいかない。

「これはもう決定したことなんだ、小桜くん」

　悠ゆう然ぜんと脚あしを組んで、ウォーレンが尊大に言い放つ。

　青い瞳は面おも白しろそうに純を観察し、唇くちびるには意地の悪そうな笑みが浮かんでいる。

「とりあえずプレジデンシャルスイートを仮の社長室にすることにした。きみのデスクも用意させるよ。今日はフロントに戻っていいが、明日あしたから私の部屋に出勤してくれ」

「……っ！」

　言いたいことは山ほどあったが、言葉にならなかった。

　どのみちこの場で本音を口にするわけにはいかない。ひとまず退散して、ゆっくりと今後の対策を練ったほうがよさそうだ。

「……わかりました。失礼します」

　力なく言って、純は会議室をあとにした。

（ウォーレンの秘書？　しかも、あの部屋でふたりきりとか……無理だ絶対！）

　一社員としては、異動を断ることはできないだろう。ならば取る道はただひとつ、頭に〝転職〟の文字が浮かぶ。

　転職のことを考えた途と端たんに気が重くなる。

　前の会社が倒とう産さんしたあと、純は就職活動にかなり苦労した。面接を受けた会社は百社近く、正社員として茜屋ホテルに就職できたのは、まさしく奇き跡せきだった。

　転職は回を重ねるごとに不利になるだろう。この先、正社員の仕事にありつける保証もない。

　両親は再さい婚こんしてそれぞれ新しい家庭を持っているので、なるべく頼りたくない。ここに就職してまだ半年なので、雇用保険も支給されるかどうか……。

「小桜くん」

　とぼとぼと廊ろう下かを歩いていると、後ろから支配人に呼び止められた。

「……はい」

　立ち止まって振ふり返り、純はじっと支配人の顔を見上げた。

　もうすぐ定年を迎むかえる支配人は、ホテル業界で一目置かれる存在だ。一いつ介かいのベルボーイから叩たたき上げ、茜屋ホテルのサービスを格段に向上させた功労者である。

　中ちゆう途と採用の面接の際、大勢の候補者の中から支配人が純を推おしてくれたと聞いている。常に冷静沈ちん着ちやく、穏おだやかな笑みを忘れないサービス業の鑑かがみのような人物で、従業員からの信しん頼らいも厚い。

「急なことで驚おどろいただろう」

「ええ。あの……ご存知だったんですか？」

「いや、私も寝ね耳みみに水だ。しかしいずれこういう日が来るとは思っていた」

　抑おさえた声こわ音ねで、支配人は淡たん々たんと言った。

「きみもフロントにいるから知ってるだろう？　客室稼か働どう率りつは下がる一方だ。我々もできる限りのことをしようと努力したが、現場の力だけではどうにもならないこともある。買収に複雑な思いもあるが、ここもそろそろ変わらなくてはならない時期が来たんだと思う」

「…………」

　支配人の深い皺しわが刻まれた目元を見つめ、純は黙だまって言葉に耳を傾かたむけた。

「あの新社長、まだどういう人物かよくわからないが、若いのに責任ある立場にいるということはやはり何かしら特別なものを持っているのだと思う。だからきみには、しっかりと新社長をサポートして、茜屋がよくなるように協力して欲しい」

「……はい」

　支配人の茜屋ホテルに対する愛情が伝わってきて、純は胸が熱くなった。

（そうだよな……茜屋ホテルが生まれ変わるために、俺も頑がん張ばらないと）

　今は私情を持ち込んでいる場合ではない。ホテルの存続には、社員や家族の生活がかかっているのだ。

　それに、自分を採用してくれた支配人の期待に応こたえて恩返しをしたい。

「呼び止めてすまなかったね。じゃあ、明日から専属秘書頑張って」

「はい、ありがとうございます」

　深々と一礼して、純は支配人の背中を見送った。







　結局その日はマスコミ発表もなく、いつもと変わらぬ状じよう況きようで勤務を終えることができた。

（嵐あらしの前の静けさってやつかもな……）

　そんなことを考えつつ、従業員用のエレベーターに乗って最上階へ向かう。

　──仕事が終わる間ま際ぎわ、ウォーレンから内線がかかってきて、明日以降の打ち合わせのために部屋に来るようにと言われた。

　気が進まないが仕方がない。客室内に聞こえるほどの大きなため息をついてから、純はプレジデンシャルスイートのドアをノックした。

「遅おそかったな」

　内側からドアを開け、ウォーレンが口元に笑えみを浮うかべた。

「お呼びでしょうか」

　突つっ慳けん貪どんな口調で言って、じろりとウォーレンを睨にらみ上げる。

　ちょうど着き替がえるところだったのか、ウォーレンはブルーのワイシャツのボタンを三つほど外していた。いささかだらしないその格好がやけにセクシーに見えてしまい、動揺する。

　会議室ではまわりに人がいたが、今はふたりきりだ。無意識に一歩後ずさり、純は視線を足元へ向けた。

「まあ入れ」

「いえ、ここで」

　頑かたくなに動こうとしない純に、ウォーレンが苦く笑しようする。

「怯おびえてるのか？　可か愛わいいな」

「はあ？　気持ち悪いこと言うな」

　自分を奮い立たせるように憎にくまれ口を叩き、意を決してのしのしと部屋の中へ突とつ入にゆうする。リビングの片かた隅すみにはワークスペースが設けられ、新品のパソコンが置かれていた。

「……ここが俺のデスク？」

「そう。気に入った？」

「俺が気に入ろうが入るまいが、選せん択たく肢しはないんだろ」

　自や棄け気味に言って、純はワークチェアを引いて座ってみた。座り心ごこ地ちは悪くない。というか、かなりいい。デスクもチェアも、デザインはシンプルだがかなり高価なものだろう。

「仕事はアメリカの本社とのやりとりがほとんどだ。資料の作成やスケジュール管理……まあおいおい覚えてもらう」

「俺、前の貿易会社では仕入れ業務担当だったから、秘書的な仕事の経験はないぞ」

「構わない。それだけ英語ができればこっちとしてはかなり助かる」

　傍そばの肘ひじ掛かけ椅い子すを引き寄せて座り、ウォーレンが純と目線を合わせる。

「だけどおまえ……日本語結構話せるじゃないか」

「ああ、大学で勉強した。純の日本語が耳に残ってたせいか、発音がいいってよく褒ほめられた」

「ふうん……」

　間近でウォーレンの青い目に見られていると、どうも落ち着かない。立ち上がって背を向け、純は窓から外を見下ろした。

「そういう格好してると、十五の頃ころとあまり変わらないな」

　綿シャツにチノパンというカジュアルな私服姿を眺ながめ、ウォーレンが眩まぶしそうに目を細めた。

「おまえ、俺を怒おこらせようとしてんのか？」

　くるりと振り返って睨みつけようとすると、すぐ真後ろにウォーレンがいてどきりとする。

「とんでもない。でもまあ、俺が今考えてることを知ったら、純はきっと怒ると思う」

「なんだよ？　……ああいや、やっぱ聞きたくない」

　ウォーレンの傍を離はなれようと踏ふみ出すが、それよりも先に長い腕うでが伸のびてきて、純の進路を阻はばんだ。そして純の耳に唇くちびるを近づけ……。

「服装は子供っぽいけど、もしかして俺がプレゼントした下着をつけてるのかな、と」

「……っ！」

　瞬しゆん時じに赤くなり、純はウォーレンに摑つかみかかった。

「おっと。乱暴な秘書だな」

　純の攻こう撃げきを素す早ばやく避よけて、ウォーレンが降参するように両手を挙げて笑う。

　恥はずかしい行こう為いがまざまざとよみがえり、純は叫さけばずにいられなかった。

「いいか!?　今みたいな発言とか、こないだみたいな妙みような真ま似ねしやがったら、これからは立派なセクハラだからな……！」

「恋こい人びと同士なんだから構わないだろう？」

「誰だれが恋人同士だよ？」

「俺と純」

「その話なら断っただろうが！」

　くるりと踵きびすを返し、純は大おお股またでドアに向かった。

　頰ほおどころか、きっと耳まで赤くなっている。腹が立つだけならまだしも、ウォーレンがおかしなことを言うたび胸がざわめくのがたまらなく不ふ愉ゆ快かいだった。

「明日あしたは九時に出勤してくれ」

「了りよう解かいです、ボス！」

　自棄気味に叫んで、純はばたんと大きな音を立ててドアを閉めた。
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「純」

「はい……おかえりなさい」

　パソコンから顔を上げて、純は出先から戻もどってきたウォーレンを見上げた。

「今朝頼たのんだ資料は揃そろったか？」

　リビングのローテーブルの上にブリーフケースを広げながら、ウォーレンが尋たずねる。

「はい、こちらのバインダーにまとめてあります」

　立ち上がってバインダーを差し出すと、ウォーレンがぱらぱらめくって確かく認にんした。

「うん……上出来だ。だがフォントサイズはもっと小さくていいぞ。そのほうがレイアウトがすっきりする」

　ウォーレンの指し摘てきに、純は少し迷ってから口を開いた。

「それ、支配人もご覧になるんですよね？」

「ああ」

「支配人は老眼で、小さい文字が苦手なんです。小さい文字がびっしり並んでいると読む気をなくすとおっしゃっていたので……」

　純の言葉に、ウォーレンは顎あごに手を当てて資料の文字を見下ろした。

「……なるほど。確かに彼はそういう年ねん齢れいだな。そういやうちの親も家電の説明書の文字が読みづらいとこぼしてたっけ……」

「自分がフロントにいたときも、年配のお客さまでそうおっしゃるかたが多かったです」

「そういう視点は大事だな。俺はついついデザインを優先してしまうが、読んでもらえないことには意味がないからな」

　頷うなずきながら、ウォーレンが資料をブリーフケースの中にしまう。

「レストランのメニュー見直しの件だが、レストラン部門の社員全員と個別に面談したい。今週と来週でひとり三十分、スケジュールの調整を頼む」

「はい、了解です」

「それと客室のカーテンの件はどうなった？」

「先ほど返事が来ました。特注品なので納入に時間がかかるそうです。発注から一ヶ月は猶ゆう予よを見て欲しいとのことでした」

「わかった。俺はこれから銀行と約束がある。五時には戻る予定だ。本社から例の資料が届いたら、月別のデータを抜ぬき出してプリントアウトしておいてくれ」

「了解です」

「じゃあ行ってくる」

　再びブリーフケースを手にして、ウォーレンは颯さつ爽そうと部屋をあとにした。

　その後ろ姿を見送り、純もパソコンに視線を戻して作業を再開する。

　──純がウォーレンの秘書になって十日。

　意外なことに、ウォーレンは純にセクハラしたり意地悪したりすることなく、真ま面じ目めに働いている。

（セクハラする暇ひまもないくらい忙いそがしいしな……）

　純たち社員が買収の件を知らされた翌日、アメリカの新興投資会社Ｈ＆Ｒグローバルが老舗しにせ茜屋ホテルを買収し、経営再建に乗り出したというニュースは大々的に報道された。

　予想通り多くの問い合わせがあって社員は対応に追われたが、三日過ぎた頃から落ち着き始め、今はほぼ通常運転に戻りつつある。

　しかし水面下ではリニューアルに向けての計画が動き出しており、ウォーレン、顧こ問もん弁護士のジョーンズ、そしてＨ＆Ｒグローバルから赴ふ任にんした社員ふたりは日夜奔ほん走そう中だ。

（ウォーレンって実はすごいエリートなんだな……）

　一昨日おととい発売されたビジネス誌の記事によると、ハーバードのビジネススクールを卒業してニューヨークに本社を置くＨ＆Ｒグローバルに入社、一年目からめざましい活かつ躍やくを見せ、新設のアジアの統とう括かつ部署の責任者に大抜ばつ擢てき──アメリカの経済界で注目されている若手ビジネスマンのひとりらしい。

　デスクの引き出しを開けて、ウォーレンの記事が載のった雑誌を取り出す。

　秘書になってまだ日が浅いが、それでもウォーレンが有能で判断力に優すぐれていることは伝わってくる。

　貿易会社時代の上司は、理り屈くつばかりこねてなかなか動こうとしないタイプだった。熟考と称しようして決断を先延ばしにして商機を逃のがしたこともしばしばで、部下としては内心歯がゆく思っていた。

　その点ウォーレンはとにかく行動が早い。時間をかけるべきところとそうでないところを瞬時に判断し、効率よく仕事を進めてゆく。

　最初は毎日届く膨ぼう大だいなメールの量に驚おどろいたが、ウォーレンはあっという間に処理して優先順位をつける。純への指示も的確で無む駄だがなく、おかげで秘書初心者の純もすぐに仕事に慣れることができた。

（……上司としてのウォーレンは尊敬できる。今んとこ仕事中に変なこともしないし）

　取り澄すました表情で写っているウォーレンの顔写真を眺め、眉まゆ根ねを寄せる。

　多た忙ぼうのせいか、それとも純が釘くぎを刺さしたせいか、ウォーレンはあれ以来求愛の言葉を口にしない。

（俺がなびかないから、気が変わったのかもしれないし）

　別に口説いて欲しいわけではないが、秘書になった途と端たんビジネスライクに接するようになったウォーレンに、何かもやもやとした気持ちが込み上げてくる。

（いやいや、俺がそれを望んだんじゃないか！）

　デスクの上の電話が鳴り出して、純ははっと我に返って受話器を取った。







「純、疲つかれただろう。少し休もう」

　ウォーレンに声をかけられ、資料の作成に熱中していた純はパソコンから顔を上げた。

「……ああ、はい」

　時計を見ると、そろそろ十時をまわる頃ころだった。

　うーんと伸のびをして、肩かたを揉もみほぐす。振ふり返ると、ダイニングルームの奥のミニキッチンでウォーレンがコーヒーメーカーをセットしていた。

　──五時少し前にウォーレンが戻ってきて、支配人とＨ＆Ｒグローバルの社員ふたり、純の五人でミーティングを行った。そのあと部屋で軽く夕食をとって作業を再開、今の今まで時間も忘れて没ぼつ頭とうしていた。

「いい香かおり」

　辺りに漂ただようコーヒーの香りに、思わず独りごちる。

「豆を変えてみたんだ。前のも悪くなかったが、もう少し酸味が欲しくて」

　言いながら、ウォーレンが振り返って笑えみを浮うかべた。

　ウォーレンはコーヒーにはうるさいらしく、ここをオフィスとして使う前からコーヒーメーカーと豆を持ち込み、自分でコーヒーを淹いれていた。本気か冗じよう談だんかわからないが、「茜屋ホテルの改革でまず真っ先にやるべきことは、館内の飲食部門のコーヒーを改善することだ」と言っている。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　コーヒーカップを受け取って、リビングのソファに座る。

「悪いな、毎日残業させて」

　ウォーレンもその向かいに座り、長い脚あしを持てあますように組んだ。

「いえ……フロント業務で時間が不規則なのは慣れてますから。あ、これすごく美お味いしい。後味がすっきりしてる感じ」

　濃こいめのブラックコーヒーは、疲ひ労ろう感かんをやわらげてくれた。

　気持ちがリラックスしたせいか、懐なつかしい思い出話が口をついて出る。

「そういえばウォーレンのお母さん、コーヒーが大好きでしたね。子供だった俺にもカフェオレ作ってくれて……うちの母親は子供にコーヒーはよくないって飲ませてくれなかったから、ウォーレンの家でカフェオレ飲めるのがすごく嬉うれしかった」

「うちの母親はコーヒー中毒といっていいほどだからな。今でも毎日職場にポットふたつ持って行ってる」

「あのでっかいポット？　職場のコーヒーはまずくて飲めないって言ってたっけ」

　思い出して、くすくす笑う。

「俺のコーヒー好きは遺伝だな」

「スペンサーも？」

　スペンサーの名前を出した途端にウォーレンの表情が変わったことに、手元のカップを見つめていた純は気づかなかった。

「そういえば、あの……スペンサーは今どうしてます？」

　名前が出たついでに、さりげなく気になっていたことを尋たずねる。

「元気だ」

　素っ気ない返事に、純は怪け訝げんそうに顔を上げた。

「……それだけですか？」

「気になるのか？」

　笑顔が消えて、青い瞳ひとみには剣けん吞のんな光が浮かんでいた。

　どうやら機き嫌げんを損そこねてしまったようだ。その態度に、純は少々かちんと来た。つい先日までスペンサーのふりをして振りまわしたくせに……。

「ええ、アメリカにいたとき仲良くしてもらってましたから」

　わざと当てつけるように言うと、ウォーレンがますます不ふ機き嫌げんな表情になった。

「まだ好きなのか？」

「そうは言ってません。近きん況きようをお尋ねしただけです」

　つんとそっぽを向いて答える。

　スペンサーの名前を出したのはまずかったが、それにしたって近況くらい教えてくれてもいいのに、と恨うらめしい気持ちが込み上げる。

　ふたりの間に、しばし居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが続いた。カップに半分ほど残っていたコーヒーはぬるくなり、最初に口をつけたときの感動はすっかり薄うすれてしまった。

「さてと……今日はもう帰っていいぞ」

　ウォーレンが幾いく分ぶんぎこちなく切り出す。

「ああ、いえ、今夜中に終わらせたいので。宿直室に泊とまりますから大だい丈じよう夫ぶです」

「だめだ。家に帰るか、この部屋に泊まるか、どちらかひとつ選べ」

　ウォーレンがにやりと笑い、純の目を見つめる。

「……っ」

　不意打ちのセクハラめいた発言に、心臓がどくんと跳はね上がった。

　しかしこれをセクハラ……あるいは口説きの一いつ環かんととっていいのかどうか、微び妙みようなところだ。

　秘書になった当日、ウォーレンは「これからしばらく残業が続くから、ここに寝ね泊とまりして構わない」と言った。いつものからかうような表情ではなくごく真ま面じ目めな、素っ気ないともいえる態度だったので、言葉通りに受け取って丁てい重ちようにお断りしたのだが……。

（……え、まさか、あのときのあれもそういう意味だったんだろうか）

　今になって意識し、顔が熱くなる。

　けれどその後はこの部屋に泊まれと言われたことはない。終電を逃のがしたときはタクシーを手配してくれていたので、ありがたく使わせてもらっていた。

　それにこの一週間はベッドルームのふたつあるベッドのうちのひとつを本社の社員が仮か眠みんに使ったりしていたので、色っぽい状じよう況きようにはなりようがなかった。

「ベンとライリーに気き兼がねしてるのか？　あいつらはもうここには泊まらない。自分の部屋があるのにここで寝るなと釘を刺しておいた。だから遠えん慮りよしなくていいぞ」

「……いえ、家に帰ります」

　硬かたい声で告げて、純はコーヒーカップをローテーブルに置いた。

　ウォーレンがどういうつもりで言っているのかわからないが、やはりこの部屋に泊まるわけにはいかない。

（ふたりきりはまずいよな。……てゆうか、今もふたりきりじゃねーか）

　急にウォーレンと密室にふたりきりでいることを意識してしまい、純は瞬まばたきをくり返して視線をさまよわせた。

「ごちそうさまでした。仕事に戻もどります」

　コーヒーカップを手に立ち上がると、ウォーレンも立ち上がった。

　カップを下げにミニキッチンに向かおうとするが、目の前にウォーレンが立ち塞ふさがる。

「…………」

　顔を上げると、青い瞳が間近で純を見下ろしていた。

　ごくりと唾つばを吞のみ込み、ウォーレンの出方を窺うかがう。

　目が合うと、ウォーレンはにやりと意地の悪そうな笑みを浮かべた。

　その表情に、頭の中で警報機が鳴り始める。この表情はまずい。このところずっと被かぶっていた上司の仮面が剝はがれ、〝幼なじみのいじめっこ〟の貌かおになっている……。

「気づいてたか？　この十日間、純はこの部屋でふたりきりになるたびに俺のことをちらちらと盗ぬすみ見ていた。まるで早くキスしてって言わんばかりの目で」

　ウォーレンの言葉に、純は大きく目を見開いた。

　かあっと頰ほおが熱くなり、体温が急きゆう上じよう昇しようする。

「は、はあ!?　何言って……っ！」

　完全に素に戻って、純は声を上うわ擦ずらせた。

　それは誤解だ。ウォーレンが変なことをしないか心配で、様子を窺っていただけだ。

　そう言い返したいのに、言葉が詰つまって出てこない。

　大きな手が伸のびてきて、純の手からそっとカップを取り上げる。

　ウォーレンが屈かがんでローテーブルの上にカップを置くのを、純は突つっ立ったままぼんやりと見つめてしまった。

　──逃にげるなら今だ。

　そう思うのに、体が金かな縛しばりに遭あったように動かない。

「せっかく俺が我が慢まんしてやってたのに、俺の努力を無む駄だにしやがって……」

　肉感的な唇くちびるが、掠かすれた声で呟つぶやく。

　その言葉の意味を理解するよりも早く、純はウォーレンの腕うでの中にからめ捕とられていた。

「……やめろって……っ！」

　ワイシャツ越ごしに体が密着した途と端たん、純は驚おどろいてウォーレンから逃のがれようともがいた。

　ウォーレンの体は熱くて、まるで火に触ふれたかのようだった。その熱に煽あおられて、純の体も熱くなる。

「ん、んう……っ」

　強ごう引いんに唇を塞がれ、更さらなる灼しやく熱ねつが純の体に侵しん入にゆうする。

　ウォーレンの熱い舌が口の中を傍ぼう若じやく無ぶ人じんにまさぐり、逃げ惑まどう純の舌を捕らえてねっとりと絡からみつく。

（……うわ……）

　久しぶりのキスに、純の体は気持ちとは裏腹に容た易やすく蕩とろけていった。

　やめさせなければ、と思うのに、舌でまさぐられる感かん触しよくが気持ちよくて、あと少しだけ……とはしたなく貪むさぼってしまう。

「……っ……」

　長いキスを終える頃ころにはすっかり腰こしが抜ぬけ、ウォーレンの支えなしでは立っていられないほどだった。

「純……」

　耳たぶを甘く咬かまれ、びくりと体が震ふるえる。

　いつのまにかズボンの下でペニスが硬くなっていることに気づき、慌あわてて隠かくそうと身をよじる。

「感じたみたいだな。俺もだ」

　ウォーレンがくすりと笑い、自身の高ぶりを純の体に押しつけてきた。

　口で愛あい撫ぶしたときのビジュアルや質感が生々しくよみがえり、欲よく望ぼうの炎ほのおが燃え上がる。

「……や、やめ……っ、セクハラだ……っ」

「そうだな。勤務時間中に秘書にこんなことするのはセクハラだな」

　言いながらも、ウォーレンはやめようとしなかった。大きな手で純の尻しりを摑つかみ、いやらしい手つきで揉もみしだく。

「だが秘書は嫌いやがっていない。それどころか、早く触さわってくれと目で訴うつたえている。双そう方ほう合意の場合はセクハラにはならないんじゃないかな」

「俺は嫌がってる！」

「体は嫌がってないぞ」

　典型的なスケベ親父おやじのセリフだが、ウォーレンの低くて魅み力りよく的な声で耳元で囁ささやかれると、それすらも甘美に響ひびき……。

「……あ……っ」

　下着の中で、先走りがじわりと漏もれてしまう。

　ウォーレンの手で愛撫される快感を知っているペニスは、物欲しげに疼うずいて濡ぬれていた。

「うわっ、ちょ、ちょっと……っ」

　棒立ちになった純を、ウォーレンが軽々と横よこ抱だきに抱き上げる。

　振ふり落とされまいと逞たくましい首にしがみつき、そんな自分にはっとして、慌てて手を放してもがく。

「下ろせ！」

　以前まだスペンサーだと思っていたときにも、こんなふうにお姫ひめさま抱っこされたことがあった。あのときも一応抵てい抗こうはしたが、半ば陶とう然ぜんとしている間に運ばれてしまった。

　またあんなことになってしまったらまずい。

「こら、暴れるな」

「いいから下ろせってば……っ！」

　本気で暴れる純に、ウォーレンが苦く笑しようする。

「俺としてはもう少し色っぽく喘あえいで欲しいところだが……まあ仕方ない」

　勝手なことを言って、釣つり上げたばかりの魚のようにぴちぴちと暴れる純をベッドに降ろす。

「や、やめろって！」

　上からのしかかってきたウォーレンを必死で押し返しながら、純は焦しよう燥そう感かんを募つのらせた。

　力の差は歴然としている。ウォーレンが本気を出せば、純の抵抗を封ふうじることなど朝飯前だろう。

「ひあ……っ」

　首筋に舌を這はわされ、純は情けない悲鳴を上げた。

　同時にワイシャツの上から胸をまさぐられ、ウォーレンの手のひらに硬い肉にく粒つぶが引っかかっているのを感じる。

　乳ち首くびへの刺し激げきは電流となって全身を貫つらぬき、純の抵抗を鈍にぶらせた。

　もう後あと戻もどりできない。体のどこもかしこも、ウォーレンの愛撫にひどく感じている……。

「あ、だ、だめ……っ、あ、ああ……っ」

　ベルトを外され、ズボンのファスナーを下ろされたところで、限界が訪おとずれた。

　びくびくと痙けい攣れんしながら、純は絶頂を迎むかえた。

　ウォーレンの視線に晒さらされながら、水色のボクサーブリーフが白はく濁だくで濡れてゆく。

　その様子をじっと見つめていたウォーレンが、息を荒あらげながら上体を起こし、ネクタイを引き抜いてワイシャツを脱ぬぎ始めた。　>>>♥

「……秘書のこんな姿を見せられたら、上司としては期待に応こたえないとな」

　ウォーレンのふざけたセリフに、純はかっとなって体を起こした。

「帰る！」

「意地を張るな。気持ちよかっただろう」

　上半身裸はだかになったウォーレンが、純の葛かつ藤とうも知らずににやりと笑う。

「ふざけんな！　俺は本気で怒おこってるんだ！」

　純の剣けん幕まくに、ウォーレンがむっとしたように唇を歪ゆがめる。

「……〝スペンサー〟のときとはえらい違ちがいだな」

「あたりまえだ！」

　急いでズボンのファスナーを上げ、いつのまにか外されていたワイシャツのボタンを留めてゆく。

　スペンサーを装っていたとき、ウォーレンは優やさしく愛を囁いてくれた。

　今思えばあれも偽いつわりだったわけだが、自分は愛されているのだと思えて、だからこそ彼の手に身を委ゆだねることができた。

　結局ウォーレンは、初うぶな純をからかってセクハラごっこを愉たのしんでいるだけなのだ──。

（こいつ、やっぱり昔と変わってない……！）

　あの告白はいったいなんだったのだろう。

　純にはウォーレンの気持ちがさっぱりわからなかった。

　本当に好きなら、こんなふうに面おも白しろおかしく弄もてあそんだりはしないはずだ。

「純……！」

　ウォーレンが呼び止めるのを無視して、純は部屋の外へ飛び出した。

　濡れた下着が気持ち悪かったが、更こう衣い室まで我慢すれば着き替がえを一式用意してある。俯うつむいて小走りに廊ろう下かの奥まで行き、従業員用の階段を駆かけ下りた。

　幸い更衣室には誰だれもおらず、大急ぎで汚よごした下着を穿はき替かえて、裏の通用口へ向かう。

「お先に失礼します」

「あ、小桜さん、ちょっと」

　挨あい拶さつをして警備員室の前を通り過ぎようとすると、中から呼び止められた。

「ブラッドリー社長から伝言です。タクシーを手配したのでそれに乗るようにと。もうそこに来てますよ」

　警備員が、笑顔で通用口を指し示す。

「……ありがとうございます」

　引きつった笑え顔がおで礼を言って、純は通用口のドアを開けた。

　終電にはまだ充じゆう分ぶん間に合う。あんなことがあったあとで、ウォーレンの親切を素す直なおに受ける気にはなれなかった。

　断るつもりで外に出ると、通用口の真ん前にタクシーが止まっていた。年配の運転手が、後部座席のドアの前に立って待ち構えている。

「小桜さんですか？」

　純の顔を見て、運転手が愛想のいい笑顔を浮うかべた。

「……はい」

　その笑顔を見たら、断れなくなってしまった。

（……ま、いいか。料金はウォーレンのポケットマネーだし、遠えん慮りよせずに使ってやる）

　後部座席に乗り込んで、純は行き先を告げた。







（ウォーレンのやつ……ほんっとむかつく）

　窓の外を眺ながめながら、純は収まらない苛いら立だちに眉まゆ根ねを寄せた。

　タクシーは交差点で渋じゆう滞たいに捕つかまり、遅ち々ちとして進まない。急に疲つかれを感じて、目を閉じてシートにもたれる。

（……どうしてウォーレンなんだろう。日本に来たのがスペンサーだったらよかったのに……）

　スペンサーは今どうしているのだろう。二十八歳になっているから、もしかしたらもう結けつ婚こんしているかもしれない。

　車の揺ゆれに身を任せていると、次し第だいに眠ねむ気けが襲おそってくる。

　夢うつつで、純の意識はいつしか過去へ引き戻もどされていった。

　廏きゆう舎しやの干し草の匂におい、馬の嘶いななき、頰ほおを撫なでる朝の風……あれは夏休みにモンタナの牧場へ招かれたときのことだ。

　早朝の涼すずしいうちに馬に乗ろうと、純はウォーレンと一いつ緒しよに玄げん関かんのポーチに出た。

　そこへのどかな風景には不似合いな赤いスポーツカーが一台やってきて、母おも屋やの手前で停車した。

『兄貴か。朝帰りとか、なかなかやるじゃん』

　ウォーレンが腕うでを組んでふふんと笑った。

　運転席には金きん髪ぱつの美女、助手席にはスペンサーが乗っていた。ふたりはポーチにいる純とウォーレンには気づかなかったようで、熱ねつ烈れつなキスを交かわし始めた。

『行こうぜ。覗のぞき見してたとか思われたくねーし』

　カウボーイハットを斜ななめに被かぶり、ウォーレンが純の肩かたを小こ突づいて促うながす。

『……うん……』

　スペンサーと美女のキスシーンから目をそむけ、純は視界を遮さえぎるように帽子を深々と被ってウォーレンのあとに続いた。

　朝帰りということは、つまりふたりは肉体的な関係を結んだのだろう。スペンサーがそういう相手に事欠かないのはよく知っているが、こうして目まの当たりにするとやはりショックだった。

『あんな尻しり軽がる女とつき合うなんて、兄貴も趣しゆ味みが悪いな。あの女、バーベキューパーティーんとき俺にも色目使ってたんだぜ』

　廏舎に着いて馬に鞍くらを取り付けながら、ウォーレンが忌いま々いましげに吐はき捨てる。

『……スペンサーに取られて悔くやしいの？』

『ちげーよ。ああいう女に引っかかる兄貴が馬ば鹿かだって言ってんの』

　その言い草にむっとして、純はウォーレンを睨にらみつけた。

『ウォーレンだってああいうタイプと遊んでるじゃない』

『俺はちゃんと遊びだと割り切ってる』

　ウォーレンが偉えらそうに言い放つ。

『そういう話、聞きたくない』

　ウォーレンに背を向けて、純は馬の鼻はな面づらに頰を寄せた。

　純にはそういう話はまだ生々しくて抵てい抗こうがあった。それに、同性愛者だと自覚しているせいか、男女の恋れん愛あいごとに対しては引け目の裏返しのような嫌けん悪お感かんを抱いだいていた。

『ふん、ガキだな』

『悪かったな』

　ウォーレンのこういう態度はいつものことなので、純も負けずに言い返す。

『ほら、貸してみろ』

　鞍を取り付けるのに手こずっていると、横からウォーレンが手伝ってくれた。

『サンキュ……』

　自分ではうまく取り付けられる自信がなかったので、純は素直に場所を譲ゆずって一歩後ろに下がった。

　ウォーレンの逞たくましい腕が器用に鞍を取り付けてゆく作業を見守る。

　カウボーイハットを粋いきに被ったウォーレンは、悔しいけれど惚ほれ惚ぼれするほどかっこよかった。女の子たちが放っておくはずもないのもよくわかる。

（……俺はスペンサーのほうが素す敵てきだと思うけど）

　鞍を付け終わると、ウォーレンは腰こしに手を当ててふうっとため息をついた。肩かた越ごしに振ふり返って、青い瞳ひとみでじっと純を見下ろす。

『……何？』

　まじまじと見つめられて居い心ごこ地ちが悪くなり、純は馬の手た綱づなを手に取りながら尋たずねた。

『おまえはなんていうか、年の割には幼いよな』

『何度も言われなくてもわかってるよ』

『早く大人になれ』

『……どうしてさ？』

『ときどきおまえにどう接していいかわからなくなって困る』

　真顔で言われて、なぜかどきりとしてしまった。

　ウォーレンがいったいどういうつもりでそんなことを言い出したのかわからなくて戸と惑まどう。

『……別に……今まで通りでいいよ』

　──ふいに車ががくんと揺れ、純は物思いとも夢ともつかない回想から我に返った。

　タクシーはいつのまにか渋滞を抜ぬけ、マンションの最も寄より駅の近くを走っていた。

（大人になれ……か。俺があんまり奥手で潔けつ癖ぺきだったから、呆あきれてたんだろうな）

　ウォーレンの目から見たら、今もあまり変わっていないのかもしれない。

　大人なら、遊びと割り切って社長と秘書のセクハラごっこを愉たのしむことができただろう。

　けれど自分にはそういう関係は結べそうにない。

　子供っぽいとかつまらない奴やつだとか思われても、自分には恋愛とセックスを分けて考えることはできない。

　ウォーレンが、今後もあんなふうに戯たわむれを仕し掛かけてくるつもりなら……。

　ふうっと息を吐いて、純は大きな決断を下した。
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　──翌朝。プレジデンシャルスイートのドアの前に立った純は、腕うで時ど計けいに目をやった。

　八時五十九分。きっかり九時になるまでその場に佇たたずみ、気持ちを落ち着かせようと深呼吸をくり返す。

　九時になったところで、純はドアをノックした。

「……はい」

　ドアを開けたウォーレンは、ゆうべと同じワイシャツ姿だった。シャツには皺しわが寄り、目の下に隈くまができて、髭ひげが伸のびかけている。

「おはようございます」

　目をそらして硬かたい声で告げ、純はウォーレンの脇わきをすり抜けて室内へ足を踏ふみ入れた。

　すれ違ちがいざまにほのかに漂ただよってきた男っぽい汗あせの匂いに、十代の頃ころのウォーレンを思い出してどきりとする。

　リビングのテーブルには書類が散らかってひどい有様だった。

「ゆうべ、徹てつ夜やだったんですか」

　床ゆかに落ちた書類を拾いながら尋ねる。

「ああ。さっきようやく目め処どがついたところだ。悪いが俺はこれから仮か眠みんする。十二時になっても起きてこなかったら声をかけてくれ」

「ちょっと待ってください。その前にお話が……っ」

　ベッドルームへ向かおうとしたウォーレンを、純は慌あわてて呼び止めた。

「……なんだ」

　面めん倒どうくさそうに、ウォーレンが振り返る。

　徹夜で疲つかれている上に不ふ機き嫌げんそうだ。この話を切り出すにはあまりいいタイミングとは言えないが、先延ばしにしたくなくて、純は鞄かばんの中から封ふう筒とうを取り出した。

「……これ、受け取ってください」

　両手で持って差し出すと、ウォーレンが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「急ぎか？」

「…………」

　その質問には答えず、純は黙だまってウォーレンが封筒を開けるのを見守った。

　──ゆうべ純は一大決心をした。

　やはりこのままウォーレンの秘書を続けるわけにはいかない。

　ウォーレンに遊ばれるなんてまっぴらだし、それに……ゆうべのようなことがまたあったら、自分が抗あらがいきれるかどうか自信がなかった。

　悔くやしいけれど、自分は確かにウォーレンに欲よく情じようしている。

　けれどそれは、恋こいでもなんでもない、ただの欲望だ。そんなものに振りまわされて自分を見失いたくはない。

「なんだこれは」

「退職願です。一応英語と日本語と両方書いてきました」

「見ればわかる。何が不満なんだ」

「あなたがそれを訊きくんですか？」

　きっと睨にらみつけて言い返すと、さすがのウォーレンも黙り込んだ。

「…………わかった。受け取っておこう。ただし我が社では退職願は二週間前に提出する決まりになっている。よって、退社は二週間後だ」

「二週間後!?」

「ジョーンズを呼んで確かめるか？」

　ウォーレンが威い圧あつ的な口調で言い、純の書いた退職願を傍そばのテーブルの上に放ほうり投げる。

「…………いえ」

　仕方がない。急な退職はウォーレンを始めホテルの皆みなにも迷めい惑わくをかけてしまうし、後任が決まるまではきちんと勤め上げなくてはならない。

「それじゃあ昨日の続きに取りかかってくれ。そのあとはこれを翻ほん訳やく。念のため支配人にチェックしてもらってから、全社員に配布」

「はい」

　ウォーレンが踵きびすを返し、大おお股またでベッドルームに向かう。

　ばたんと大きな音を立ててドアが閉まり、純は首を竦すくめた。

（これでよかったんだ）

　そう自分に言い聞かせ、純はさっそく仕事に取りかかった。







　その日も慌ただしく過ぎていった。

　作業の合間に電話を取り、ウォーレンへの伝言をいくつか受け、社員の面談時間の再調整をし、就業規則の見慣れない単語を辞書で引き……。

　ウォーレンは十一時頃ごろ起きて、シャワーを浴びたらしい。

　髭を剃そってさっぱりとし、ぱりっとしたワイシャツを身につけ、昼前に颯さつ爽そうとベッドルームから出てきた。

「資料、できたか？」

「はい、プリントアウトしたのがこれです。データはこちらに」

「翻訳は？」

「できました。先ほど支配人にお渡わたしして、チェックしてもらってるところです」

　矢や継つぎ早に問われ、純もつい早口になってしまう。

「それと伝言がいくつかあります。内装の件、デザイナーから日程について相談させて欲しいとのこと。取材の依い頼らいが三件、民放のテレビ局二件と週刊誌です」

「デザイナーには俺から返事をする。取材は全部断ってくれ」

「了りよう解かいです」

「俺はこれから外出する。戻もどりは七時だ」

　ブリーフケースを手に部屋を出て行こうとするが、思い直したようにウォーレンは戻ってきた。

「もうひとつ頼たのみたいことがある。今夜ディナーの予約をしてくれ。八時に二名。このホテル以外で、場所は任せる。仕事の相手と大事な話があるから、静かにゆっくり話せる場所がいい」

「ええと……料理のご希望はありますか？　イタリアンとか、フレンチとか」

「それも任せる。純がいいと思った店にしてくれ」

「……はい……」

　これは難題だ。純はウォーレンが行くような高級な店には縁えんがないし、取引先の接待にふさわしい店となると皆かい目もく見当がつかない。

（コンシェルジュに相談しよう）

　こんなとき、茜屋ホテルのコンシェルジュはとても頼たよりになる。三十代半ばの女性コンシェルジュは自他ともに認める美食家で、都内のレストラン事情にも詳くわしい。

（いつかコンシェルジュになりたいって漠ばく然ぜんと思ってたけど……思うだけでなんの準備もしてなかったな）

　日々の忙いそがしさに取り紛まぎれて、夢に向かう努力を忘れていたことを痛感する。

　ウォーレンの後ろ姿を見送ると、純はさっそくコンシェルジュの直通番号を押した。







　予定より少し早く、ウォーレンは両手に大きな紙かみ袋ぶくろを提さげて戻ってきた。

「お帰りなさい」

　パソコンから顔を上げて振ふり返る。

「伝言はあるか？」

「はい、午後にもう一件取材の依頼です。今度は経済誌のインタビューです」

　誌名を告げると、ウォーレンは顎あごに手を当てて思案顔になった。

「その雑誌ならいい宣伝になるし、記事になればメリットがある。スケジュールの調整を頼む」

「了解です。それからエース銀行の担当者のかたから、近日中にもう一度会いたいとのことです」

「またか。なぜ細かく後出しするんだ……。まあ仕方ない。それも日時の調整を頼む」

「はい。あとは皆さん、後ほど改めて電話しますとのことです」

　電話をかけてきた相手を順番に読み上げていき、その都度ウォーレンがぶつぶつと突つっ込みを入れる。

「レストランの予約はどうなった？」

「ここからワンブロック先にあるフレンチレストランを予約しました。茜屋のライバルに当たるホテルオークニで修しゆ業ぎようしていたシェフが、昨年独立してオープンした店だそうです。こぢんまりした店ですが評判は上々だそうで、うちのコンシェルジュも太たい鼓こ判ばんを押してました」

　本当は今日予約してすぐに席が取れるような店ではないのだが、コンシェルジュがコネを駆く使しして予約を取ってくれた。彼女の仕事ぶりには本当に頭が下がる。

「そうか。それは楽しみだ。ではこれを」

　紙袋を差し出され、純は目をぱちくりさせた。

「え……なんですか？」

「いいから開けてみろ」

「はい……」

　立ち上がって受け取ると、海外の有名ブランドのロゴが目に入った。

「新しいスーツを買ったんですね」

　中身はスーツ一式とワイシャツが二枚にネクタイ三本。別の紙袋には靴くつの箱が入っている。

「そうだ。着てみろ」

「……え？」

　怪け訝げんそうに顔を上げると、ウォーレンが腕うでを組んで眩まぶしげに目を瞬またたかせた。

「プレゼントだ。今夜はそれ着て、俺と食事に出かける」

「でも、今夜は接待じゃ……」

「おまえの接待だ」

「……えええ!?」

　スーツを手にしたまま驚おどろいて声を上げると、ウォーレンが居い心ごこ地ちの悪そうな表情で目をそらした。

「ワンブロック先ってことは、ここから歩いて行けるのか」

「はい……」

「じゃあ十五分前に出れば間に合うな。それまで仕事だ」

「ちょ、ちょっと待って。どういうこと？」

　慌あわてて純は、ベッドルームに入ろうとしたウォーレンを呼び止めた。

「ここのところずっと部屋でルームサービスだっただろう。たまには外で食べたい。だからつき合え」

「それはまあ……構いませんけど、スーツまでいただくのは……」

「気にするな。俺からの餞せん別べつだと思ってくれればいい」

　餞別という言葉に、退職願が受理されたことを実感する。

　自分で決めたことなのに、なぜか気持ちがざわめいて落ち着かない気分だった。

「……そうですか。じゃあお言葉に甘えて」

　妙みような感かん傷しようを振ふり払い、純は笑顔を作った。

　今夜予約したレストランに、今着ている安物のスーツを着ていくのは気が引ける。ウォーレンと釣つり合いが取れないし、同どう伴はん者しやがそれなりの服装をしていないとウォーレンが恥はずかしい思いをすることになる。

　紙袋から綺き麗れいな水色のワイシャツを取り出し、純はその手て触ざわりに感かん嘆たんした。

「サイズ、よくわかりましたね……。もしかして支配人に制服のサイズ訊ききました？」

　上着を脱ぬいだウォーレンが、ネクタイを緩ゆるめながら戻ってきてにやりと笑う。

「いいや。純のサイズは熟知している。どこもかしこも」

「……っ」

　どこもかしこも、という言葉に、かあっと頰ほおが熱くなる。

　考えまいとしても思考はエロティックな方向へ向かってしまい、ペニスを口で愛あい撫ぶされたときの恥ずかしい記き憶おくがよみがえる。

「実に楽しみだ」

　純の表情を見下ろし、ウォーレンは満足げに笑えみを浮うかべた。







　コンシェルジュが勧すすめてくれたレストランは、銀行のビルの地下にあった。

　隠かくれ家めいた雰ふん囲い気きが売りらしく、目立つ看板は掲かかげていない。シンプルでモダンな内装はニューヨークの高級店を思わせ、純はひと目でこの店の佇まいが気に入った。

「いらっしゃいませ」

「予約していたブラッドリーだ」

「二名さまですね。お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　ウェイターはにこやかな笑みを浮かべて英語で答え、奥まった場所にあるテーブルに案内してくれた。

　テーブルの上、吹ふきガラスのポットの中に小さなキャンドルが灯ともされており、炎ほのおがゆらゆらと揺ゆれて幻げん想そう的な陰いん影えいを作り出している。

「なかなかいい店だ」

「そうだね……」

　ウォーレンとテーブルを挟はさんで向かい合わせに着席し、純はそっと辺りを見まわした。

　客席はすべて埋うまっていた。年ねん齢れい層はばらばらだが、やはり男女のカップルが多い。ひと組だけ女子会らしきグループがいたが、あとは皆みなデートのようだ。

（……男ふたりって、やっぱ浮いてるかな）

　気のせいか、店に入ってきたときから店内の客の視線を感じる。あからさまに見られているわけではないが、特に女性客がちらちらとこちらを窺うかがっているような気がする。

（あ、そうか。ウォーレンだ）

　目の前でワインリストを眺ながめているウォーレンを見て、純は注目の理由を悟さとった。

　東京都内に外国人は珍めずらしくないが、ウォーレンほどの美び丈じよう夫ふは滅めつ多たにいない。多分アメリカでも人目を引く存在だろう。

（高校生のときから目立ってたもんな……）

　キャンドルの炎に照らされたウォーレンの顔に見とれていると、ふいにウォーレンがワインリストから顔を上げてこちらに視線を向けた。

「純、ワインはどうする？」

「えっ？　ああ、俺よくわかんないから任せる。あんまり強いのはパス」

　慌てて小声で言って、膝ひざの上で手を握にぎり合わせる。

　ウォーレンがプレゼントしてくれたライトグレーのスーツは、純の体にぴったりだった。鮮あざやかな水色のワイシャツ、自分ではきっと選ばないであろうシルバー系の洒落しやれたネクタイ、チョコレートブラウンの革かわ靴ぐつ──似合っているかどうかはわからないが、着心地は抜ばつ群ぐんにいい。

（ワイシャツなんか、いつも着てるやつよりもフィットしてるもんな……）

　服装には無む頓とん着ちやくなので適当に選んでいるが、一度専門店でフィッティングしてもらうのもいいかもしれない。

　ウォーレンがウェイターを呼び寄せ、リストを指さしながらワインを注文する。

　大きな手、長い指が動くさまに、視線を吸い寄せられてしまう。

　スペンサーだと思っていたときに、この手に体の隅すみ々ずみまで触さわらせてしまった──メジャーなしでぴったりの服を注文できるほどに。

　ウォーレンの手が自分の体を這はいまわる感かん触しよくがよみがえり、顔が熱くなる。

（セクハラ社長め……ここにいるご婦人方がこいつの正体を知ったら驚くぞ）

　不ふ埒らちな記憶を振ふり払はらい、純はメニューを広げた。

「うわ……何が書いてあるのかさっぱりわかんない。いや、字は読めるんだけど、意味がわかんない」

　難解な料理名に、純は顔をしかめた。

「実を言うと俺もフレンチはよくわからん」

「そうなの？　あんまり好きじゃなかった？」

「いや、美う味まい料理ならなんでも好きだ。こういう店ではわかった風な顔をして、本日のお勧めコースを頼たのんでおけば間ま違ちがいない」

「何それ。わかった風な顔ってする必要あるの？」

「それがいちばん肝かん心じんだ」

　ふたりで顔を見合わせてくすくす笑いながら、メニューを閉じる。

「そういえばモンタナの牧場行ったときも、町の食堂のメニューが意味わかんなくて困ったね」

「ああ、適当に注文したら、牛のピ──ッが出てきたな」

　ウォーレンが放送禁止用語の消去音を真ま似ねし、わざと大きく目を見開く。

「やめろって……もう、お洒落な雰囲気台無し」

　笑いを堪こらえていると、ウェイターが注文を取りに来た。ウォーレンがしかつめらしい表情を作って「本日のお勧めコースを」と言うのを見て、再び笑いが込み上げる。

　ワインが運ばれてきて乾かん杯ぱいする頃ころには、すっかり和なごやかな雰囲気になっていた。

　ここに来る前は、気き詰づまりな食事になりそうだと気が重かったのだが……。

「ウォーレン、変わってないね」

「当たり前だ。人間十年やそこらでがらっと変わることは滅多にない」

「ま、そうだけど。でも再会したときはびっくりしたよ。そういえば事前に偵てい察さつに来てたよね？　ニットキャップにサングラスで……」

「なんだ、気づいてたのか」

「気づいたよ。だいぶあとになってからだけど」

　とびきり美お味いしいワインを口にしたせいか、自分でもいつもより饒じよう舌ぜつになっていると感じた。

　ウォーレンとはいろいろあったけど、あと二週間でさようならだ。ぎすぎすしたまま別れるより、こうやって楽しい思い出を作ったほうがいい。

（あと二週間でお別れか……）

　ふいに一いち抹まつの寂さびしさを覚え、そう感じてしまった自分に動どう揺ようする。

　考えに考えを重ねて退職願を出したはずなのに、今となってはなぜそうしようとしたのか思い出せない。

（……いやいや、思い出せ、ウォーレンは俺をからかって面おも白しろがってるだけなんだから）

　けれど心の中に、「きみのことが好きだった」という言葉が引っかかっていた。

　あれはスペンサーを演じるためのセリフだったのか、それともウォーレン自身の言葉だったのか……。

　物思いを打ち破るように、前菜が運ばれてきた。

「玉ねぎのムースと生ウニトマトのジュレかけでございます」

　よくわからないが、美味しそうだ。

　今は料理を楽しむことにして、純はフォークを手に取った。







「どれもすごく美味しかった……なんだっけ、途と中ちゆうで出てきた魚にかかってたなんとかのソース。あれなんの味だったんだろう」

　デザートを食べ終えてスプーンを置き、純はうっとりと目を輝かがやかせた。

「ああ。この店が評判いいのがよくわかった。うちのフレンチ部門にも新しい風を入れるべきだな」

「俺個人の意見だけど、内装ももっとこう……新しい感じになるといいと思う」

「そうだな。茜屋は外観がクラシックだから、中は思い切ってモダンにしたほうがいい」

　最後のコーヒーが運ばれてくると、ふいにウォーレンが真顔になって姿勢を正した。

「純」

「ん？」

　コーヒーカップを手に、顔を上げる。

「今夜おまえを食事に誘さそったのは、ゆうべのことを謝りたかったからだ」

「…………」

　青い瞳ひとみにまっすぐ見つめられ、思わず純はカップをソーサーに戻もどした。

　動揺したせいか、カップがソーサーとぶつかってがちゃんと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「なぜおまえが怒おこり出したのか、あのときはわからなかった。だが……あとからいろいろ思い出して、ちょっとふざけすぎてしまったと反省している」

　ウォーレンの言葉に頰ほおがかあっと熱くなり、心臓がやかましく鳴り始める。

「……そ、そうなんだ」

　気の利きいた返事をしたいのに、そんな言葉しか出てこなかった。

　視線を泳がせてしきりに瞬まばたきをくり返し、ウォーレンはいったいどういうつもりでこんなことを言い出したのだろうと考えを巡めぐらせる。

「悪かった」

「……っ！」

　テーブルの上に伸のびてきた大きな手が、ソーサーに添そえていた純の左手に重なった。

　そっと包み込むように握られて、純はすんでのところで悲鳴を堪えた。

「おまえのことを好きだと言ったのは本当だ。アメリカにいた頃から好きだった」

　ウォーレンの声が、まるで耳鳴りのように響ひびいている。視界はぐらぐらと揺ゆれ、青い瞳に焦しよう点てんを定めようとしても定まらなかった。

「……だっ、だけど、俺のこと散々いじめたり、からかったりしてたじゃない……」

　自分の声も、夢の中のように遠く聞こえる。あまりに現実感がなくて、純は自分が酔よっぱらって夢を見ているのではないかと訝いぶかしんだ。

　ウォーレンが唇くちびるに笑えみを浮うかべ、握にぎった純の左手をそっと持ち上げて、さりげなく甲こうに口づける。

「ひあ……っ、や、やめろって、こんなところで……っ」

　その感触に我に返り、慌あわてて小声で抗こう議ぎして手を引っ込める。

「男には、好きな子をついついいじめてしまう習性がある。知らなかったのか？」

「……俺も男だけど、そんな習性は……っ」

「純は好きな相手に対して意地を張るタイプだな」

「はあ？　何言って……」

「俺にもう一度チャンスをくれないか」

　再びウォーレンが真しん剣けんな眼まな差ざしで純を見つめる。

　青い瞳には熱がこもり、からかったり騙だましたりしているような気配は感じられなかった。

　どうしよう。なんと答えればいいのか。

　──もしかしたら、これもウォーレンの策略かもしれないぞ。なんせこいつは、スペンサーのふりまでしておまえをからかった男だ。

　心の中で、純の中の疑い深い人格が呟つぶやく。

　──ええっ？　あり得ないよ。ここまで手の込んだ悪戯いたずらをする理由がないだろう。

　もうひとりの素す直なおで純真な人格が言い返す。

　──セクハラごっこの延長だろう、本気にするな。

　──純、彼の目をよく見て。噓うそを言っているように見える？

　しばし脳内で問答をくり広げたあと、純はのろのろと口を開いた。

「…………ちょっと……考えさせて」

　それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　まだウォーレンのことを好きなのかどうかよくわからないし、ウォーレンのことも百パーセント信用しているわけではない。

　でも、考える余地は残しておきたかった。

「ああ、もちろん」

　ウォーレンが、ほっとしたように口元に笑みを浮かべる。

　カップを手に取ると、コーヒーはすっかり冷めていた。一口飲んで、ぼんやりとその黒い液体の表面を見つめる。

「せっかくのコーヒーが冷めてしまったな」

　ウォーレンがウェイターを呼び寄せ、話に夢中でコーヒーが冷めてしまったので、申し訳ないが代わりをもらえるかと尋たずねる。

　ウェイターは快く応じてくれて、すぐに熱いコーヒーを持ってきてくれた。

　まだ気持ちは混乱している。けれど熱々の美味しいコーヒーにありついて、純はひとまずほっと肩かたの力を抜ぬいた──。
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　──レストランで食事をした日の翌日、土曜日。

　その日純は、寝ね坊ぼうして十一時頃ごろにようやくベッドを出た。

　ゆうべはウォーレンと食事をして、タクシーで帰宅した。せっかくいつもより早く帰れたのに何も手につかなくて、ＣＤをかけながらぼんやりと過ごしてしまった。

　頭に浮かぶのはウォーレンのことばかりで……なかなか寝ねつけず、深夜まで寝返りを打っていた。

　起きてまずシャワーを浴び、さっぱりしてからコーヒーを淹いれる。

「洗せん濯たくして……食料の買い出しも行っとくかな……」

　冷蔵庫の食料が尽つきかけているのを見て、ため息をつく。土曜日のスーパーは家族連れで混こんでいるのでなるべく避さけたいが、仕方がない。

　数日分の洗濯物を洗濯機に突つっ込んでから、純は買い物用のメモを作った。

（そういえば……昨日退職の件の話は出なかったな）

　恋こい人びとになるとしたら、別に仕事を辞やめる必要はないのかもしれない。

　恋人にならないとしても、ゆうべのウォーレンの真しん摯しな態度を思えばもうあんな悪戯は仕し掛かけてこないだろうから、辞める必要はないだろう。

（うーん……早まっちゃったかな）

　茜屋ホテルの仕事は好きだし、ウォーレンの秘書の仕事もやり甲が斐いがあって面おも白しろかった。

　感情的になって退職願を出してしまったことを後こう悔かいするが、もう遅おそい。

　ローテーブルの上にノートパソコンを開き、ハローワークのサイトにアクセスして求人情報を眺ながめるが、ちっとも頭に入ってこなかった。

　洗濯の終わりを告げるブザーが鳴ったので、パソコンを閉じて洗濯物を取りに行く。

　猫ねこの額ほどのベランダに出て洗濯物を干していると、ふいに玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「……？」

　大方新聞や宗教の勧かん誘ゆうだろう。足音を立てないようにドアに近づき、ドアスコープからそっと訪問者を確かめる。

（──え!?）

　ドアの前に立っていた予想外の人物に、純は驚おどろいて目を見開いた。

「ウォーレン……！　どうしてここへ!?」

　ドアを開けながら、目の前に立ちはだかる長身の男を見上げる。

「昼飯まだだろう？　サンドイッチ買ってきた。おまえの好きなターキーサンドもあるぞ」

　言いながら、ウォーレンが手に持っていた紙かみ袋ぶくろを掲かかげる。

「なんでここが……」

「社員の住所は把は握あくしてる」

「来るなら来るって事前に電話しろよ……」

「電話したらおまえ、断るだろう」

「それでも電話しろ。あ、ちょっと……っ」

　のしのしと距きよ離りを詰つめられ、つい後ずさってしまった。その隙すきにウォーレンは強ごう引いんに中に入って来て、後ろ手にばたんとドアを閉める。

「おい……っ」

「約束する。おまえの嫌いやがることはしない。午後の何時間かを俺にくれ」

　真剣な眼差しで見下ろされ、純は言葉を詰まらせた。

　……ウォーレンは本気なのだろうか。

　まだよくわからないが、疑う気持ちよりも信じたい気持ちのほうが大きくなっていることに気づく。

　純から拒きよ絶ぜつの色が失うせていくのを見て、ウォーレンがすかさずたたみかける。

「おまえ、俺とのこと考えてみるって言っただろう。一いつ緒しよに過ごさないと答えは出ない」

「…………わかったよ」

　確かにウォーレンの言うことにも一理ある。職場で一緒に過ごすのと、プライベートで一緒に過ごすのとでは受ける印象もだいぶ変わるものだ。

「お邪じや魔まします」

　日本語で言って、ウォーレンはスニーカーを脱ぬいだ。

　今日はジーンズにＴシャツというラフな格好だ。髪かみもいつものように撫なでつけていないので、年相応の若者に見える。

「昨日とは別人だな……」

「こういうの、嫌か？　スーツのほうがよかった？」

「いや、どっちでも……」

　普ふ段だん着ぎのほうが昔のウォーレンに近くて、これはこれでどぎまぎしてしまう。

「純も、スーツでもそういう格好でも可か愛わいい」

「か、可愛いってなんだよ……」

　言いながら自分の格好を見下ろし、ぎくりとする。

　風ふ呂ろ上がりに適当に着た白いＴシャツに部屋着のチェックの七分丈たけのパンツという格好は、ウォーレンの前に出るには少々無防備かもしれない。

「そのへんに座ってて」

　言いながらクローゼットを開け、紺こん色いろのパーカーを探し出して羽織る。

　ぴったりした白いＴシャツにつんと乳ち首くびが浮ういているのに気づき、純は焦あせってパーカーのファスナーを喉のど元もとまで上げた。

「ふうん……ここが純の部屋か」

　部屋の中央に立ってウォーレンが感かん慨がい深げに見まわす。

　六畳じようのワンルームは、長身のウォーレンが立ちはだかっているといつもより更さらに狭せまく見えた。

　シングルベッド、こたつ兼けん用ようのローテーブル、テレビ台も兼かねたチェスト。大きな家具はそれだけだ。狭いが物も少ないので、わりと整然としている。あとは半畳ほどのキッチンとクローゼット、ユニットバスが付いており、申し訳程度のベランダには洗濯物がはためいている。

（うう……ウォーレンが来ると知ってれば、もうちょっと片付けておいたのに）

　キッチンに立って、電気ポットで湯を沸わかす。

「この本、まだ持ってたのか」

　壁かべに取り付けた棚たなに並んだ本の背表紙を見て、ウォーレンが懐なつかしそうに目を細めた。

「ああ……うん、それは結構読み返してるから」

　文庫本に混じって、ペーパーバックが二十冊ほど並べてある。アメリカで買ったものや帰国してから買ったもの、どれも読み古してぼろぼろになっているが、捨てられない本ばかりだ。

「これ、スペンサーにもらったやつだろ」

　当時アメリカのティーンの間で流は行やっていた近未来小説を抜き出して、ウォーレンが表紙をこちらに向けてみせる。

「うん……」

　別にスペンサーにもらったからとってあるわけではなく、内容が気に入ってるからだ。それを言おうかどうしようか迷っているうちに、ウォーレンは本を棚に戻もどして振ふり返った。

「映画のＤＶＤ持ってきた。昼飯食ってから一緒に見よう」

「……ああ。コーヒーと紅茶、どっちがいい？」

「コーヒー」

　電気ポットの湯が沸いたので、純はキッチンに向かった。いつもはインスタントで済ませるのだが、とっておきのブレンドを缶かんから出してフィルターで抽ちゆう出しゆつする。

　ウォーレンはローテーブルの前のクッションに胡座あぐらをかいて座っていた。ローテーブルの上にサンドイッチの箱を置いて蓋ふたを開ける。

「おお、美う味まそう」

　コーヒーの入ったマグカップをふたつローテーブルに置き、純もウォーレンの向かいに胡座をかいた。

　純の好きな、クラブハウスサンドだ。ターキー以外にも野菜やツナ、ローストビーフなどバラエティに富んでおり、アメリカの田舎いなか町で食べたサンドイッチを彷ほう彿ふつとさせる。

「茜屋のコンシェルジュに訊きいたんだ。この辺で美味いターキーサンドを買える店はないかって」

「ああ、ウォーレンも訊いたんだ。俺も昨日のレストラン、彼女に教えてもらったんだ」

「やっぱりな。純がああいう店を知ってるなんて、ちょっと意外な感じがしたんだ」

　言いながら、ふたりでサンドイッチにかぶりつく。

「これすごく美味い。まじで」

「本当だ、茜屋のコンシェルジュは百発百中だな」

　ちょうどお腹なかも減っていたので、純は遠えん慮りよなくサンドイッチにぱくついた。

「おまえさ……俺とふたりだったら、何もあんな敷しき居いの高い店じゃなくてもよかったのに」

「騒さわがしいファミリーレストランや居酒屋じゃ、ロマンチックな雰ふん囲い気きになりづらいだろ」

「……ふうん、なるほど。いつもああいう手を使って口説いてるのか」

「焼き餅もちか？」

　ウォーレンがにやにやしながら流し目を送ってきたので、純は唇くちびるを尖とがらせた。

「うぬぼれんな」

「秘書のときとはえらい違ちがいだ」

　ウォーレンがわざとらしく顔をしかめ、肩かたを竦すくめる。

　しかしそのあとすぐに真顔に戻り、マグカップを置いて純に向き直った。

「退職願のことだが」

「……ああ」

　純も食べかけていたサンドイッチを飲み込んで、姿勢を正す。

「俺があんなことしたから、勢いで書いたんだろう？」

「……うん、まあ……そういうこと」

「だったら考え直してくれないか。おまえが転職に苦労した話は支配人から聞いている。俺にとっても、これからの茜屋にとっても、おまえは必要な人材だ」

　ウォーレンの言葉に、じわりと胸が熱くなる。

「……そう言ってくれると嬉うれしいよ、ほんと」

　素す直なおな気持ちでそう言って、純は小さく微笑ほほえんだ。

「実を言うと、俺もすごく後こう悔かいしてた。あの仕事好きだし……えっと、フロントの仕事も秘書の仕事も両方」

「よかった。じゃああれはなかったことにしよう」

　そう言ってウォーレンは、ジーンズの尻しりポケットからくしゃくしゃになった封ふう筒とうを取り出した。

「えっ、それもしかして俺の退職願？」

「その通り」

　ウォーレンがにやりと笑い、封筒の中身を取り出してひらひらとかざす。日本語と英語両方で書かれた退職願はウォーレンの尻に敷しかれてよれよれで、見るも無む惨ざんな姿になっていた。

「ひでえ……そんな扱あつかいかよ」

「いいじゃないか。結局不要になったことだし」

　言いながらウォーレンが二枚まとめてふたつに破き、丸めてベッドの足元にあるくずかごに放ほうり投げる。

「ストライク！」

「やれやれ、社長にあるまじき行こう為いだ」

　わざと顔をしかめ、堅かた苦くるしい口調に節をつける。

「それ、もしかして中学の校長の真ま似ねか？」

「あ、わかった？」

「散々絞しぼられたからな。〝我が校の生徒にあるまじき行為だ。恥はじを知りなさい〟」

「あはは、そうそう、それ」

　大口を開けて笑い、純は自分の中のわだかまりがすべて溶とけてゆくのを感じた。

　今なら過去のことを全部水に流せる気がする。

　ウォーレンと一緒にいると楽しい。そして……もっと一緒にいたいと思う。

（これって……好きってことなのかな……）

　その答えを探さぐるように、純は無意識にウォーレンの青い瞳ひとみを見つめた。

　一いつ緒しよに笑っていたウォーレンがふいに表情を変え、眼まな差ざしが熱を帯びる。

「純……」

　にじり寄ってきたウォーレンに手を握にぎられ、純は驚おどろいて声を上げた。

「うわっ、ちょ、ちょっと！」

　なぜか突とつ然ぜんウォーレンの発情スイッチがオンになったらしい。

　抱だき締しめられそうになって慌あわてて逃にげようとするが、ウォーレンが覆おおい被かぶさってくるほうが早かった。

「ん、ん……っ」

　キスは、コーヒーとサンドイッチの味がした。

　今食べたばかりのものを共有しているような、親密で日常的なキス。まるで長年つき合ってきた恋こい人びと同士みたいに……。

「……俺の嫌いやがることはしないんじゃなかったのかよ……」

　息を喘あえがせながら、純はウォーレンを睨にらみつけた。

「嫌がってるように見えない」

「大した自信だな」

「ああ、おまえの目は、もっとキスしろって言ってる」

　その言葉を、純は否定できなかった。

　二度目のキスは、自分からウォーレンの肩に手をまわして引き寄せる。

「……っ」

　床ゆかに押し倒たおされて胸をまさぐられ、熱い吐と息いきが漏もれてしまう。

「純、気がついてたか？　おまえのここ」

「え？　あ……っ」

　ウォーレンに指先で弾はじかれて、純は自分の乳ち首くびがぷっちりと尖っていることに気づいた。

　せっかく目立たないようにＴシャツの上にパーカーを羽織ったのに、いやらしい乳首はパーカーの布地の上からでもわかるくらいにつんと丸い肉にく粒つぶを作っている。

「あ、あん……っ」

　パーカーの上から乳首を愛あい撫ぶされ、自分でもびっくりするような甘い声が出てしまった。

「純、嫌なら早めに言ってくれ。歯止めが利きかなくなる」

　ウォーレンが純の首筋に顔を埋うずめながら、苦しげに呻うめく。

「……まだ嫌じゃない……」

「じゃあこれは？」

　耳たぶを甘く咬かまれ、純はびくびくと震ふるえながら内うち股またを擦すり寄せた。

「いちいち訊かなくていい……っ、だ、だめだったらストップって言うから……っ」

「了りよう解かい」

　ウォーレンが上体を起こし、Ｔシャツを脱ぬぎ捨てる。

　逞たくましい上半身にうっとりと見とれ、純の視線は自然とウォーレンのジーンズの中心へと降りていった。

　そこは既すでに大きく盛り上がっていた。

　スーツのズボンのときもエロティックだが、ジーンズの股こ間かんはよりいっそう男くさくてたまらない。

「おまえ、すげええろい目で俺のこと見てるってわかってるか？」

「そ、そんなつもりは……っ」

「ごまかしたって無む駄だだ」

　荒あらい息を吐はきながら、ウォーレンが性急な手つきで純のパーカーのファスナーを下ろす。

　あっという間にパーカーとＴシャツを剝はぎ取られ、純は両手で胸を覆い隠かくした。

「隠すなよ」

「だって、カーテン開いたままだし……っ」

「誰だれも見てない」

「すぐ隣となりにビルがあるから、カーテン閉めないと部屋丸見えなんだよ……っ」

　低い声で唸うなりながら、ウォーレンが立ち上がって乱暴な手つきでカーテンを閉める。室内がほんのりと薄うす暗ぐらくなり、純はほっとして胸のガードを緩ゆるめた。

「これでいいだろう？」

「ん……あ……っ」

　部屋着のパンツはウエストがゴムなので、いとも簡単にするりとずり下ろされてしまった。

「純……」

　下着一枚の姿になった純を見下ろし、ウォーレンが息を吞のむ。

　何か変だろうかと自分の下着を見下ろし、純は真っ赤になった。

（うわあああ、しまった！　忘れてた……っ！）

　──シャワーを浴びたあと、洗せん濯たく済みの下着が見当たらなかったので、仕方なくウォーレンからもらったビキニを穿はいてしまった。とりあえずのつもりだったのに、これではまるで日常的に愛用しているように誤解されてしまう。

「こ、これは、自前の下着は全部洗濯してて替かえがなくて……っ」

「すごく似合ってる。可か愛わいいよ」

　純の言い訳を、ウォーレンは聞いていなかった。

　伸しん縮しゆく性のある白い布地に初うい々ういしいペニスがくっきりと浮うかぶさまを、鼻息荒く凝ぎよう視ししている。

「あ……っ」

　先走りが漏れて、布地にいやらしい染しみが広がる。薄うすい布地が亀き頭とうに貼はりつき、綺き麗れいなピンク色が透すけていた。

　ウォーレンが言葉にならない唸り声を上げ、純の体を抱き起こしてすぐそばのシングルベッドに横たえる。

　そして性急な手つきでベルトを外し、下着ごとジーンズを脱ぎ捨て、一糸まとわぬ姿となり……。

（……ウォーレンの、すごい……）

　逞しい体の中心で雄お々おしくそそり立つ性器に、純は声もなく見入ってしまった。

　ウォーレンがベッドに上がってきて、純の腰こしを跨またぐようにして膝ひざ立だちになる。

　ウォーレンが動くたびに太く勃ぼつ起きしたものがぶるんぶるんと揺ゆれ、その生々しい動きが純の懊おう悩のうを更さらに刺し激げきした。

「純……そろそろ歯止めが利かなくなる」

「……ん……わかってる……」

　頰ほおを染めて、純は小さく頷うなずいた。

　歯止めが利かなくなっているのは自分も同じだ。

　早くウォーレンの体を感じたい。手を伸のばし、純はウォーレンの逞しい大だい腿たい部ぶにそっと触ふれた。

「純……！」

「ああ……っ」

　熱くて重量感のある体が、ずしりと覆い被さってくる。

　逞しい筋肉の質感に、純は息も絶え絶えに喘あえいだ。

　体が密着し、ふたりの硬かたく高ぶった性器が重なり……。

「あ、あ、ああ……っ！」

　ほんの三回ほど裏筋を擦り合わされただけで、純は限界を迎むかえてしまった。

　精液が漏れて、下着をしとどに濡ぬらす。

「もういったのか」

「……あ、だ、だめ……っ」　>>>♥

　射精の余よ韻いんが残るペニスをウォーレンの逞しい男根で擦られ、純は内股を震わせた。

　残ざん滓しが漏れて、下着を更に汚よごしてしまう。

「純……俺もいきそうだ……」

「ん、いいよ、出して……っ」

　純の言葉に煽あおられたように、ウォーレンの腰こし遣づかいが速くなる。

　濡れた下着に亀頭を擦りつけられて、純はその淫みだらな快感をはしたなく貪むさぼった。

　やがてウォーレンが低く呻き、純の体をきつく抱き締める。

「あ、あ、ウォーレン……っ」

　密着した体の間に熱いほとばしりを感じて、純は艶つやめいた声を上げてウォーレンにしがみついた。

　──しばらくの間、ふたりは固く抱き合ったまま動かなかった。

　彼がウォーレンだと知ってから、初めての合意の上での行為だ。

　そして、今まででいちばん気持ちいい行為だった。

　自分はウォーレンの体に……そしてウォーレン自身に、強く惹ひかれている。

　やがてウォーレンがゆっくりと体を起こし、純の頰を気き遣づかわしげに撫なでる。

「シーツ、盛大に汚しちまったな……」

「いいよ……」

「一いつ緒しよにシャワー浴びるか？」

「うちのユニットバス見たら、そんなこと言えないと思う」

「そんなに狭せまいのか」

「きっとびっくりするよ」

　ふたりで顔を見合わせて、くすくすと笑う。

　笑いながら見つめ合い、ウォーレンが愛いとおしげに純の唇くちびるを指先でたどった。

「純……好きだ」

　その言葉に、自分を見つめる青い瞳ひとみに、心臓がどくんと大きく脈打つ。

　心臓の高鳴りはきゅうっと絞しぼられるような感覚に変わり、純は自分がときめいていることを自覚した。

「…………俺も多分、ウォーレンのことが好きだと思う」

「なんだ、多分って」

　ウォーレンが苦く笑しようし、軽く純の鼻先をつまむ。

「多分は多分だよ……自分でもまだよくわかんなくて」

　それが純の正直な気持ちだった。九割方好きだと思うけれど、残りの一割は自信がない。

　ウォーレンのことを恨うらんでいた過去のせいだろうか。全部水に流したはずだけど、心のどこかに何か忘れ物があるような気がしてならない。　>>>♥

「まあいいさ。根気よく待ってるから」

「……ありがとう」

　ウォーレンの言葉に、純はほっと胸を撫で下ろした。短気で強ごう引いんだったウォーレンの口から、こんな我が慢まん強づよい言葉を聞く日が来ようとは。

「それともうひとつ、大事なことを言っておく」

「何？」

　閉じかけた瞼まぶたを開けて、純は掠かすれた声で問い返した。

「おまえが本当に俺のことを好きだと確信できたら、そのときはこの続きをするぞ。ここに、俺のものを……」

　言いながら、ウォーレンの大きな手が純の小さな尻しりを鷲わし摑づかみにする。

「……っ！」

　続きが何を意味するのか理解して、純は真っ赤になった。

　尚なおもいやらしく尻を撫でまわす手を、思いきり強くつねる。

「痛っ！　おい、何もつねることはないだろう」

「いいから先にシャワー浴びてきて。ほら、早く」

　照れ隠かくしにわざとぶっきらぼうに言って、ウォーレンの脚あしを軽く蹴ける。

「この次は俺の部屋でしよう。あそこなら一緒にバスタブに入れる」

　ベッドから起き上がって、ウォーレンが目を輝かがやかせる。

「冗じよう談だんじゃない。職場ではセクハラ禁止だ」

「おい、これはもうセクハラじゃないだろう？」

「職場では自重しろ」

　いつもの調子に戻もどってやり合いながらも、純は心が温かく満たされていくのを感じた。
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「……だめだって……」

「ちょっとだけだ」

「おまえ、ちょっとじゃ済まないだろう……っ」

　──昼下がりのプレジデンシャルスイートのリビングで、社長と秘書の密ひそやかな攻こう防ぼうがくり広げられている。

　外出から戻ってきたウォーレンに背後から抱きすくめられた純が、逃のがれようと必死でもがいているところだ。

「おい！　もうすぐ支配人が来る時間だってわかってんのか！」

「キスくらいさせてくれないと、仕事がはかどらない」

「はあ!?　ふざけんな！　真ま面じ目めにやれ！」

　ようやくしつこい腕うでを振ふりほどき、はあはあと肩かたで息をする。

「うーん、思い描えがいていたような甘いムードにならないのは、いったいどういうわけだろう」

　ウォーレンが顎あごに手を当てて、思案顔で純を見下ろす。

「おまえがＴＰＯをわきまえないからだよ」

「わきまえていられると思うか？　無理だ」

「……あ、支配人だ」

　ふざけたセリフを無視して、純はノックを聞きつけてドアへ向かった。

「やあ、ちょっと早かったかな？」

「いえ、どうぞ、お入りください」

　急いで秘書の顔を作って笑えみを浮うかべ、支配人を室内に招き入れる。

「ああ、お忙いそがしいところすみません。先日のレストラン部門の面談、どうもありがとうございました。おかげでいろいろ興味深い話が聞けました」

　ウォーレンも素す早ばやく社長の顔に戻り、にこやかに支配人を迎えた。

「小桜くん、面談の資料を一部お渡わたしして」

「はい」

　棚たなからバインダーを一冊抜ぬき出し、支配人に手渡す。この資料をもとに、Ｈ＆Ｒグローバル側と茜屋ホテルの幹部がレストランの具体的な改革案を詰つめることになっている。

「ああ、この表は見やすくていいね。月別の売り上げデータと照らし合わせることができるし」

「小桜くんはいい仕事してくれるので、俺も助かってます」

　ふたりに褒ほめられて、純はくすぐったい気持ちで首を竦すくめた。

「この仮の社長室も今日限りか……」

　支配人がソファに座り、室内を見渡す。

「ええ、まだ片付いてなくてちょっと焦あせってるんですけど」

　そう言って、純はちらりとウォーレンに視線を向けた。

　──もともとあった社長室の改装が終わり、明日あしたからウォーレンと純はそちらへ移ることになっている。

　ウォーレンは神谷町にある外国人向け賃ちん貸たいマンションに入居することになり、仕事と並行して引っ越こしの準備をしているところだ。

　その新居に、純も同居しないかと誘さそわれた。

　公私混同を避さけたくて断ったが、ウォーレンはまだ諦あきらめていないらしい。

（俺たち、まだ恋こい人びと同士じゃないし……いや、キスとかしてるから、もう恋人同士なのか？）

　はっきりしないのは、自分の曖あい昧まいな返事のせいだ。

　それがわかっているので、純も同居の誘いに頷うなずけずにいる。

　ウォーレンが純のマンションを訪ねてきた日から、そろそろ一週間。ウォーレンは根気よく待つと言っていたが、純は早く結論を出さなくてはと焦っていた。

「……フロントにダンボール箱もらいに行ってきますね」

「ああ、頼たのむ」

　ウォーレンと支配人を残して、純は廊ろう下かに出た。従業員用のエレベーターに乗って、一階のボタンを押す。

（俺がなかなかウォーレンに好きって言えないのは、やっぱりスペンサーのせいなのかな……）

　ウォーレンと恋人同士になれば、いずれスペンサーと顔を合わせるときが来るだろう。

　それが不安なのだ。

　スペンサーへの想おもいが再燃してしまいそうで怖こわい。

　ウォーレンのことが好きだから、絶対に彼を傷つけたくないのに……。

（俺って初恋に囚とらわれすぎだよな。自分でも思い出を美化してるってわかってるんだけどさ……）

　エレベーターが一階に到とう着ちやくし、純は我に返って箱から降りた。

「こんにちは。すみません、ダンボール箱もらいに来ました」

　フロントのバックルームに顔を出し、顔見知りにぺこりと挨あい拶さつをする。

「おお、久しぶり。今日社長室の引っ越しだっけ」

　パソコンに向かっていた市川が顔を上げ、純の顔を見て懐なつかしそうに目を細める。

「ええ、そうなんです。なのにまだ全然荷造りできてなくて……」

「あの部屋、予約入ってないから遅おくれても平気だよ」

　こそっと小声で囁ささやき、市川が苦く笑しようする。

「でもさ、ニュースで取り上げられたせいか、全体の稼か働どう率りつはちょっと上がったんだぜ。リニューアルしたらもっと良くなるな」

「ええ、俺もすごく楽しみです」

　新社長ウォーレンに対する従業員の期待は大きい。少々覇は気きを失っていた茜屋の現場がＨ＆Ｒグローバルによる買収で元気を取り戻したような印象もあり、純も大いに期待している。

　何もかも、いい方向へ進んでいる。

　ポジティブに捉とらえることにして、純はダンボール箱を台車に積んで再び従業員用のエレベーターに向かった。

「ああ、小桜くん」

　ちょうど支配人がバインダーを手に廊下の向こうからやってきた。

「これ、文字を大きめに印刷してくれたんだろう。ありがとう」

「いえ……」

　支配人の分だけフォントサイズを大きめにしたら、いかにも老眼対策という感じで気を悪くさせてしまうかもしれない。そう思って純は、他ほかの人に配る分と一見同じように見えるように工く夫ふうして、老眼でも見やすい資料を作った。

「こういう気き遣づかいはありがたいよ。ホテルマンになくてはならない資質だ。ブラッドリー社長もきみのおかげでずいぶん丸くなったし」

　意外な言葉に、純は首を傾かしげた。

　支配人が目め尻じりに皺しわを寄せ、純の顔を見下ろす。

「着任当初、社長は取っつきにくい感じだったからね。なんせあの若さだ。舐なめられまいと肩かた肘ひじを張っていたというか……。けど、きみが秘書としてサポートするようになってから物もの腰ごしが穏おだやかになったよ」

「そうですか……？　自分は近くにいるせいか、あんまりわからないですけど……」

「きみたちはいいコンビだよ。きみが現場を離はなれてしまったのはつくづく惜おしいが、これからも社長をよろしく頼む」

「ありがとうございます……！」

　尊敬する支配人からの言葉は、純の心にじんと深く染しみ入った。

　気持ちが高こう揚ようし、弾はずむような足取りでプレジデンシャルスイートへ戻もどる。

「ダンボール箱、持ってきました」

「ああ、ありがとう。会議の前に荷造りをやっつけるか」

　パソコンを見ていたウォーレンが顔を上げ、ワイシャツの袖そでを腕まくりする。

「廃はい棄き処分する書類はこの箱に入れてください。シュレッダーにかけますから」

　ウォーレンに声をかけて、自分のワークスペースの書類を仕分けしながら箱に詰めてゆく。

「なんだ、他た人にん行ぎよう儀ぎだな」

「仕事中は社長と秘書に徹てつすることにしたんです」

「支配人になんか言われたのか？」

「いいえ。ほら、無む駄だ口ぐち叩たたいてないで、箱はこ詰づめしてください」

　純のまわりをうろちょろし始めたウォーレンを、しっしっと手で追い払はらう。

「こういうのも悪くないな。職場では社長と秘書、家に帰ったら恋人同士」

　ウォーレンが腕を組んで純を見下ろし、感かん慨がい深げに呟つぶやく。

「……俺まだ同居するって言ってませんよ」

「時間の問題だ」

「ひゃっ！　ちょっと！　触さわるなって！」

　するりと尻しりを撫なでられ、純は真っ赤になって声を荒あらげた。

　秘書の仮面が剝はがれてしまい、慌あわてて真顔になってベッドルームを指さす。

「……自分の部屋に戻って片付けてください」

「了りよう解かい」

　両手を挙げてにやりと笑い、ようやくウォーレンはベッドルームの片付けに取りかかった。

　──それぞれ片付けに没ぼつ頭とうし、三十分ほど経たった頃ころだろうか。デスクの上の電話が鳴り出し、書類の仕分け作業をしていた純は顔を上げた。

「はい、茜屋ホテル社長室です」

『もしもし？　ウォーレンはいるか？』

　電話の向こうから聞こえてきたのは、ウォーレンによく似た声の英語だった。

「はい、どちらさまでしょう」

　純も英語に切り替かえて誰何すいかする。

『スペンサーだ。そう言ってくれればわかる』

「──！」

　危あやうく純は、受話器を取り落としそうになってしまった。

　スペンサー……そうだ、この声はウォーレンの兄のスペンサーに間ま違ちがいない。

『もしもし？　聞いてます？』

　純が黙だまっているので、不安になったのだろう。スペンサーが怪け訝げんそうに問いかけてくる。

「あ、はい、すみません。あの……スペンサー・ブラッドリーさん？　ウォーレンのお兄さんの……」

　思わず声を潜ひそめ、おそるおそる尋たずねる。

『そうだが、きみは……？』

「純です。ジュン・ササキ。覚えてませんか？　昔、隣となりの家に住んでいた……」

『ええ!?　あの純!?　本当に？　なぜきみがウォーレンの部屋に？』

　矢や継つぎ早に問われ、純はスペンサーが電話の向こうで目を白黒させているであろうことを想像し、笑えみを浮うかべた。

「今ウォーレンの秘書をしてるんです」

『本当？　それは驚おどろきだ。いやあ、懐かしいな。実は今仕事で東京に来てるんだ。ウォーレンを食事に誘さそおうと思ってたんだが、きみもぜひ来てよ。三人で会おう』

「……っ」

　意外な展開に、純は言葉を失った。

　てっきりアメリカからの電話だと思い込んでいたが、まさかスペンサーが今この東京にいるとは……。

「──電話、俺にだろう。替われ」

　いつからそこにいたのか、背後からウォーレンの声が降ってきて、純はぎくりと体を強こわばらせた。

「……はい、あの、スペンサーからです」

　純を見下ろすウォーレンの青い目は冷ややかだった。先ほどまでとは別人のように不ふ機き嫌げんな表情になっている。

（聞かれちゃったか……まずいな……）

　純が嬉き々きとしてスペンサーと話していた声は、ベッドルームにいたウォーレンにも筒つつ抜ぬけだったのだろう。

　ウォーレンの前で、かつての片かた想おもいの相手からの電話に浮かれるのはまずかった。

「もしもし？　俺だ」

　ウォーレンが不機嫌な声で電話に出る。

「ああ」とか「わかった」という短い相あい槌づちをいくつか打って、ウォーレンは受話器を置いて振ふり返った。

「ご存知の通り、兄貴が仕事で東京に来ている」

　久々の嫌いやみったらしい言い方にかちんと来たが、仕方がない。自分はウォーレンを怒おこらせるだけのことをしてしまったのだ。

「…………そうらしいね」

「今夜一いつ緒しよに食事をしようと誘われた。おまえも一緒に来い」

「……いいの？」

　ちらりとウォーレンを見上げ、尋ねる。

「スペンサーが会いたがってる」

　素そっ気なく言って、ウォーレンはくるりと背を向けた。

「ちょ、ちょっと待ってよウォーレン！」

　慌てて純はその背中を追いかけ、ウォーレンの正面にまわって立ちはだかった。

「ごめん、その、懐なつかしくてつい……」

「別にいいさ。俺もおまえに頑かたくなにスペンサーの話をしようとしなかったからな」

「だけどほんと、スペンサーのことを好きとかそういうんじゃないんだ。あれはもう、過去の思い出だから……」

「それはどうかな」

　疑うような眼まな差ざしを向けられ、純もかちんと来た。

　しかしここで純が言い返したりしたら、この険悪な空気の修復が難しくなってしまう。

　言いたいことをぐっと飲み込み、純は黙ってウォーレンに背を向け、自分のデスクに戻った。

　書類の仕分け作業を再開するが、気持ちは上の空だった。

（ああ、俺の馬ば鹿か……！　懐かしくてついつい名乗っちゃったけど、気づかないふりをして取り次げばよかった……）

　後こう悔かいしてももう遅おそい。

　それに、自分がスペンサーに名乗り出てしまったのは、多分懐かしさだけが理由ではない。

　ちらりとベッドルームのほうを見やり、純は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　多分自分は、今でもスペンサーに心を残しているのだ。

　あの夏の日、落馬した自分を介かい抱ほうしてくれた、憧あこがれの男性に──。

　だからウォーレンの求愛への返事を保留にしている。

（……ウォーレンのためにも、どっちつかずはよくないな）

　いずれは片を付けなければならないことだ。先延ばしにすればするほど、事態は悪くなる。

　この先スペンサーと会う機会はそうそうないだろう。だったら今夜、彼に会って気持ちを確かめるしかない。

　そう決心して、純はぎゅっと拳こぶしを握にぎり締めた。







　スペンサーとは、七時に茜屋ホテルのロビーで待ち合わせすることになった。

　七時が近づくにつれて、純の気持ちは千々に乱れた。仕事が手につかず、もう少しで重要な書類をシュレッダーにかけてしまうところだった。

（だめだだめだ、仕事中に余計なこと考えるな！）

　自分に言い聞かせ、なんとか夕方までにすべての荷造りを終えた。

　ウォーレンもベッドルームに散乱していた書類や私物をすべてダンボール箱に収めてから会議へ行った。その間に純は従業員に手伝ってもらってダンボール箱を新社長室へ運び入れ、自分のデスクとチェアも新社長室の一角に設置した。

　リニューアルした社長室は、廊ろう下かとの仕切りの壁かべを全面ガラス張りにしてある。常に人目に晒さらされるのでセクハラの心配はないが、今の純にはセクハラよりもウォーレンとの今後のほうが心配だった。

「そろそろ行くぞ」

　──六時五十分。純が新社長室でパソコンにデータを入力していると、ウォーレンがやってきた。

　軽くシャワーを浴びたらしく、先ほどとは違ちがうワイシャツを身につけている。髪かみも丁てい寧ねいに撫なでつけており、髭ひげも剃そり直したようだ。

　いつもよりも気合いが入っているように見えるのは、兄に対する対たい抗こう意識の表れだろうか。

「……はい」

　頷うなずいて、スーツの上着を羽織る。

　廊下でもエレベーターでも、ウォーレンは終始むっつりと黙り込んでいた。

（心配ないって言えたらいいんだけど……なんか俺も自信ないし……）

　重苦しい空気に、純は内心ため息をついた。

　こうなったのは自分のせいだ。自分がいつまでも初はつ恋こいの幻げん影えいに縛しばられているから……。

　──ロビーに降りていくと、ちょうど披ひ露ろう宴えんが終わったところらしく、礼服姿の一団が笑いさざめいていた。親族や友人に囲まれた新しん郎ろう新婦の幸せそうな笑顔が眩まぶしい。

「ウォーレン！」

　純たちがロビー中央のソファに近づくと、後ろから誰だれかに呼び止められた。

　──スペンサーだ。

　手のひらがじわりと汗あせばみ、喉のどがごくりと鳴ってしまう。

「ああ……」

「久しぶりだな。去年のクリスマス休きゆう暇か以来じゃないか？」

　ウォーレンの気のない返事。スペンサーの嬉うれしそうな声。

　意を決して、純はゆっくりと振り返った。

　笑顔を浮うかべてウォーレンの肩かたを叩たたく男性を、そっと見上げる。

「純！　懐かしいなあ！」

　しかし顔をよく見る前に、がばっと勢いよくハグされてしまった。

「え、ええ……お久しぶりです……」

　戸と惑まどいながら口にする。

　ウォーレンとは違うコロンの香かおり、ウォーレンよりも瘦やせた体……ハグされても、感じるのはウォーレンとの違いばかりだった。

「よく顔を見せて」

　肩を摑つかまれ、ハグのときと同じように勢いよく引き離はなされる。

　間近で自分を覗のぞき込む青い瞳ひとみは、記き憶おくにある通り淡あわい水色だった。　>>>♥

「うわあ、全然変わってないな。相変わらずキュートだ。背は少し伸のびた？」

「……え、ええ……」

　目の前のスペンサーを、純は不思議な気持ちで見つめた。

　──思っていたよりも、ウォーレンと似ていない。

　相変わらず甘くて華はなやかな顔立ちだ。ウォーレンよりも背が高かったと記憶しているが、今ではウォーレンのほうがずっと大きい。

　スリムな体を洒落しやれたスーツに包んだ美青年は確かにスペンサーなのだが……どうして自分がウォーレンと似ていると思い込んでいたのか首を傾かしげたくなるくらい、ふたりの兄弟から受ける印象は違った。

「スペンサー、日本料理が食べたいって言ってただろう。このホテルの和食レストランを予約しておいた。天てん麩ぷ羅らも寿す司しもあるし、個室だから気き兼がねもいらない」

「いいね。おまえの奢おごり？」

「もちろん」

「さすが社長だ。純、行こう」

　純の戸惑いをよそに、スペンサーは上じよう機き嫌げんだった。

（スペンサーって、こんなしゃべり方だったかな……？）

　少々軽けい薄はくな感じがしてしまうが、アメリカの若者はこういうタイプが多かった気もする。ウォーレンのしゃべり方が意外と落ち着いたタイプだということに、純は今いま更さらながら気づかされた。

「いつまで日本にいるんだ？」

「来週の水曜日。その間に大阪と名古屋に行かなきゃならないから、東京は実質三日くらいかな。観光する暇ひまがないのが残念だよ」

　ウォーレンと肩を並べて歩きながら、スペンサーが身み振ぶり手振りを加えてまくし立てる。

　ふたりの後ろ姿を、純は斜ななめ後ろからしみじみと眺ながめた。

（ウォーレンも都会的で洗練された感じだけど、今でもカウボーイハットが似合う感じなんだよな……。スーツも似合うけど、ジーンズで馬に乗ってるところも容易に想像できるというか。スペンサーは……ほんとかっこよくてモデルみたいだ。馬に乗ってるところなんて想像できない）

「純、俺、何度もクリスマスカード送ったんだぜ？　全然返事が来なくて寂さびしかったよ」

　物思いに耽ふけっていると、エレベーターホールで立ち止まったスペンサーが振ふり返った。

「ああ……ごめんなさい。帰国して間もなく両親が離り婚こんして、遠くに引っ越こしたんです。それで連れん絡らくしそびれて……」

「そうだったのか。それでわかったよ。ウォーレンが必死で連絡先探しても見つからなかったわけだ」

　スペンサーのさりげない暴ばく露ろに、エレベーターに乗り込んだウォーレンが渋しぶい顔をした。

「純はいったいどういう経緯いきさつでウォーレンの秘書に？」

「俺、ここのフロントで働いてたんです。それでたまたまウォーレンがこのホテルの買収の担当者で……」

「ははあ……なるほど。ウォーレンは用よう意い周しゆう到とうな奴やつだ。純がここにいるのを知って、狙ねらいを定めたんだな」

　その言い方に、少々どきりとする。

　もしかしてスペンサーはウォーレンと自分の関係を知っているのだろうか。

　探さぐるようにウォーレンの顔を見上げると、ウォーレンは前まえ髪がみをかき上げながらため息をついた。

「いや、そういうわけじゃない。偶ぐう然ぜんだ」

「買収しようとしてたホテルに偶然幼なじみがいた？　出来すぎだな」

「兄貴は〝事実は小説よりも奇きなり〟って言葉知らないのか？」

「……あ、この階です。すみません、降ります」

　おしゃべりに気を取られて降りそびれそうになり、慌あわてて純は〝開〟のボタンを押して他ほかの客に謝った。

「東京の夜景を見ながら和食か。いいねえ」

　フロアに降り立ったスペンサーは、もう他のことに気を取られているようだった。

　しかし純は、スペンサーの言葉が気になって落ち着かなかった。

（再会は偶然だと思ってたけど……もしかして俺に会うために茜屋ホテルの買収を？　いや、いくらなんでもそこまでしないか）

　──レストランの個室は、なかなか居い心ごこ地ちがよかった。この店に入ったのは初めてだが、サービスも行き届いていて料理も悪くない。

「ところで、スペンサーは今何をしているんですか？」

　話が途と切ぎれたのを見計らって、純は遠えん慮りよがちに尋たずねた。

「あれ？　ウォーレンから聞いてない？　ニューヨークにあるデパートのバイヤーだよ」

　そう言って、スペンサーはスーツのポケットから名めい刺しを一枚出して純に手て渡わたしてくれた。

　名刺には、純も知っている超ちよう高級デパートの名が印刷されていた。

「そうだったんですか……道理ですごくお洒落だと思いました」

「でしょう？　純もニューヨークに来たらぜひ寄って」

「そういえば俺、まだニューヨーク行ったことないです」

「純みたいな無防備なのがニューヨークなんか行ったら、あっというまに身ぐるみ剝はがれるのがおちだ」

　歓かん談だんに割って入ったウォーレンの刺とげ々とげしい言葉に、純は眉まゆをひそめた。

（うわあ……超不機嫌）

　スペンサーと楽しげに会話しているのが気に入らないのだろう。

（だけど、ウォーレンが心配するようなことは何もないのに……）

　スペンサーに対しては懐なつかしさはあるものの、思っていたようなときめきは感じられなかった。

　純の中で、初はつ恋こいの面おも影かげは現在のウォーレンに上書きされている。奇き妙みようにねじれた感覚だが、それが正直なところだった。

　そのことを目で訴うつたえようとウォーレンの目を見つめるが、ふいとそらされてしまう。

「確かに純は、ひとりでニューヨークを歩かせちゃいけないタイプだな。あっというまに人身売買組織に攫さらわれそうだ」

　スペンサーまで一いつ緒しよになってそんなことを言い出したので、純は仕方なく苦笑いした。







　──少しだけ嗜たしなんだ日本酒が、今になって効いてきたようだ。

　目を開けたままぼんやりしていた純は、皿を下げに来たウェイトレスの気配にはっとして椅い子すに座り直した。

（いけない……俺日本酒飲むと眠ねむくなっちゃうんだよな……）

　三人での会食も、もうじき終わる。

　早くウォーレンとふたりきりになって、自分の気持ちを告げたかった。

　過去はどうあれ、今純が好きなのはウォーレンだ。

　スペンサーに再会してみて、そのことがよくわかった。

「それでさ、あいつバイクで事故って以来、自転車に乗るのも怖こわがるようになっちまって……」

　スペンサーがしゃべっているのは、どうやらウォーレンと共通の友人の話らしい。聞くともなしに聞いていると、ふいにスペンサーが純のほうを振り返った。

「そういえば純、モンタナの祖父の家で落馬したことがあったよね。あのときの傷、治った？」

「ああ……だいたい治りましたけど、ここだけ残ってます」

　前髪をかき分け、こめかみの生え際ぎわ近くにうっすら残った二センチほどの傷きず痕あとを見せる。

「よかった、ほとんど目立たないな」

「ええ、言われるまで俺も忘れてました」

「あのときは大変だったな。何が大変ってウォーレンだよ。あんなにパニクったウォーレンは後にも先にもみたことがないね。病院に運ぶ途と中ちゆうも病院に着いてからも、ずっと純の手を握にぎって放さなかったもんな」

「……え……？」

　スペンサーの言葉に、眠気が一気に吹ふき飛ぶ。

　振り向くと、ウォーレンはばつが悪そうな表情で箸はしを置いた。

「そりゃだって、驚おどろくだろう……。落馬してしばらく気を失ってたんだぞ。死んだかと思って血の気が退ひいた」

「え？　ちょっと待って。俺、地面に寝ねかされてたとき一いつ瞬しゆん意識戻もどったけど、あのとき俺の名前呼んでたのって、スペンサーじゃなかったの？」

「違ちがうよ。俺が馬で追いついたとき、純は意識がなくてウォーレンが半はん狂きよう乱らんになってた。そのあとじいさんの車が来て、一緒に車に乗って病院に行ったんだ」

「……ずっと……スペンサーだと思ってた……」

　掠かすれた声で、純は呟つぶやいた。

「手を握ってたのはウォーレンだよ。処置するから放せって看護師に叱しかられるまでずっとな」

　スペンサーの言葉に、純は自分の世界ががらがらと音を立てて崩くずれるような衝しよう撃げきを受けた。

　あのとき名前を呼んで励はげましてくれたのは、ずっとスペンサーだと思っていた。憧あこがれが恋こいに変わったのも、あの出来事がきっかけだった。

　あれはウォーレンだったのだ。

　自分はそうと知らずにウォーレンに恋をしていたのだ──。

「どうして言ってくれなかったの……！」

　思わずウォーレンに詰つめ寄る。

　純の剣けん幕まくに、ウォーレンが面めん食くらったように目を瞬またたかせる。なぜそんなことを訊きかれるのかわからないといった表情だ。

「……別に、訊かれなかったし」

「そりゃそうだけど、言ってくれれば……っ」

「あの頃ころおまえ俺のこと嫌きらってたじゃないか。俺がずっと手を握ってたなんて言ったら、それこそどんな罵ば倒とうが飛んでくるかわかんねーだろ」

「俺はそこまで薄はく情じような人間じゃないよ！　ほんと、あのとき名前を呼んでくれて、どんなに励まされたことか……っ」

　スペンサーがいることも忘れて、純は感情を高ぶらせた。

　いったい自分の初恋の思い出とはなんだったのだろう。勘かん違ちがいで、長い時間を無む駄だにしてしまった。

「あー……こういうの知ってるぞ。人魚姫ひめだ。人魚は王子を助けるんだけど、自分が助けたって言えないんだよな。で、王子は別の女が自分を助けてくれたと思ってプロポーズ」

　スペンサーがふたりを見比べてにやにやする。

「さしずめウォーレンが人魚姫ってところか。うーん、ずいぶんと厳いかつい人魚姫だ」

　純もウォーレンも無言になり、個室にはなんとも言えない空気が漂ただよった。

　ちらりとウォーレンを窺うかがうが、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

「さて、デザートも終わったことだし、そろそろお開きにするか」

　居心地が悪くなったのか、スペンサーが席を立った。

「純、会えて嬉うれしかったよ。この可か愛わいい傷痕に幸あれ、だな」

　言いながら、純のこめかみに軽くキスする。

　ウォーレンの顔がぴくりと引きつるのがわかって、純は首を竦すくめた。







「それじゃあ純、元気でな。今後はウォーレンに訊けば近きん況きようがわかるだろうから安心だよ。ウォーレン、おまえもクリスマス休きゆう暇かくらいは実家に帰れよ」

「スペンサーも、日本滞たい在ざいを楽しんでくださいね」

「ああ、そうするよ。じゃあな」

　──茜屋ホテル正面玄げん関かんのタクシー乗り場でスペンサーを見送り、純はふうっと大きく息を吐はいた。

　やっとウォーレンとふたりきりになれた。早くこの気持ちを告げなくては……。

「純、話がある。ちょっといいか」

　しかし純よりも先にウォーレンがそう切り出した。

「いいよ、俺も話したいことがあるし」

　ウォーレンの目を見上げ、純は頷うなずいた。

「ちょっと歩こうか」

「そうだね。酔よい覚ましにいいかも」

　ホテルの玄関から歩道に出て、夜の銀座をそぞろ歩く。

　夜も更ふけて人はまばらで、大事な打ち明け話をするにはいい案配だ。

「話がある……というか、おまえに話してなかったことがある」

「何？」

「スペンサーのことだ」

　ウォーレンは前を向いたまま、こちらを見ようともしなかった。

　その態度に不自然なものを感じつつ、先にウォーレンの話を聞こうと耳を傾かたむける。

「おまえが知っているスペンサーは、いつもガールフレンドに取り囲まれていたよな。常に恋こい人びとが途と切ぎれなくて……」

「そうだね」

　短く相あい槌づちを打って、話の続きを待つ。ひょっとしてつき合ってた彼女を妊にん娠しんさせて、十代で子持ちになったとかそういう類たぐいの話だろうか。だとしたらあまり聞きたくないが……。

「俺もずっとスペンサーは異性愛者だと思っていた。だけど、大学時代……ちょうどおまえが帰国した二、三年後だったかな、男とつき合い始めたんだ」

「…………まじで？」

　そういう展開は予想していなくて、純は心底驚いて振ふり返った。

　ウォーレンがちらりと純を見やり、すぐに視線を前に戻す。

「本当だ。自分がバイセクシャルだと自覚したと言っていた」

「それは……すごく意外」

　なんとコメントしていいかわからなくて、無難な言葉を選ぶ。実際今となってはもうどうでもいいことだ。

「だからおまえにもチャンスはある」

　ウォーレンの言葉に、純は目をぱちくりさせた。

「え？　ちょっと待って。なんでそういうこと言うの？」

　慌あわてて純はウォーレンの腕うでを摑つかんだ。そうしないと、置いて行かれそうな気がしたのだ。

「おまえはスペンサーのことが好きだったが、スペンサーは異性愛者だから告白せずに胸にしまい込んでたんだろう？」

　歩道の真ん中で立ち止まり、ウォーレンが純を見下ろす。街灯の明かりの下、青い瞳ひとみは昏くらい色を湛たたえていた。

「いや確かに、当時はそうだったよ。でも今は……っ」

「告白してみたらどうだ。今夜のスペンサーのおまえに対する態度、まんざらでもないって感じだったじゃないか」

「何言ってるんだよ？　おまえ、俺に好きだって言ったよな!?」

　ここが天下の公道──金曜の夜の銀座だということも忘れ、純は声を荒あらげて叫さけんだ。

「まだ返事をもらってない」

　ウォーレンの拗すねたようなセリフに、純はむっとした。

「よく言うよ。俺に散々やらしいことしておいて、今いま更さら……っ」

　ちょうど向こうからやってきた女性ふたり組が、純とウォーレンに興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしを向ける。

（……しまった）

　英語とはいえ、これは道みち端ばたで声こわ高だかに話す内容ではない。しかもここは職場のすぐ近くだ。

「……ちょっとこっち来い」

　赤くなって、純はウォーレンの腕を摑んでシャッターの降りた店の前に引っ張っていった。

「いいか、よく聞け。おまえが欲しがってた返事を今してやる」

「聞きたくない」

　ウォーレンがそっぽを向き、力なくシャッターにもたれた。

「なんでそうネガティブなんだよ!?　おまえらしくねーだろ！」

「知らなかったのか？　俺はもともとネガティブな質たちだ。好きな子はいじめちまうし、スペンサーみたいに明るくないしな」

「ああもう……っ！　俺はおまえのことが好きだよ！　そういうところも含ふくめてな！」

　思い描えがいていたロマンチックな告白とはほど遠い出来になってしまった。

　今の言い方では愛が伝わらない。

　慌てて言い直そうと言葉を探していると、ウォーレンが大きなため息をついた。

「慰なぐさめてくれなくていい。落馬の件も、別に恩を感じる必要はないぞ」

「はあ!?　どうしてそういう解かい釈しやくになるんだよ!?」

　純が激高すると、ウォーレンはその場にずるずるとしゃがみ込んだ。

「俺は……おまえを手に入れるために少々強ごう引いんな手を使ってしまった。兄貴が言ってたとおり、再会は偶ぐう然ぜんじゃない。きっかけは偶然だった。アジア統とう括かつ部の責任者として、香港、シンガポール、東京辺りで買収できそうなホテルを物色していた。茜屋ホテルは……実を言うと候補の三番目だった。だけど、従業員におまえがいることを知って……俺はいろいろ手をまわして最有力候補に押し上げた」

「…………まじで」

　その言葉は決して否定的な意味で発したわけではなかったが、ウォーレンは違ちがう意味に受け取ったようだった。

「ストーカーだと思うか？」

「いや、そんなこと思ってない」

「だけど今きもいって思っただろ」

「思ってないって！」

「……今は何を言われても信じられない。悪いがひとりにしてくれないか」

　ウォーレンの力ない声に、純もどうしていいかわからなくなった。

　今ここで何を言っても無む駄だだろう。明るい日差しの下で、改めて話し合ったほうがいい。

「……わかった。気をつけて帰れよ」

　そう言って、純はゆっくりと踵きびすを返した。

　自分もひとりになって考える必要がある。ひとつ先の駅まで歩くことにして、しゃきっと背筋を伸のばす。

（ウォーレン……俺とスペンサーの再会がそんなにショックだったのか）

　自分ではそんなつもりはなかったが、ウォーレンから見たら舞まい上がっているように見えたのかもしれない。

　今夜のことだけでなく、落馬事件についてのウォーレンの言葉も意外だった。

　あのウォーレンが、純に嫌きらわれていると思って手を握にぎっていたことを言えずにいたとは……。

（……あいつ、根が暗いなー。俺のことだって、好きだからいじめてたわけだろ？　嫌われたくないならいじめなきゃいいじゃん）

　いじめることでしか愛情を表現できなかったウォーレンの不器用さに、同情めいた気持ちさえ湧わき上がってくる。

　強引で傲ごう慢まんだと思っていたウォーレンにもいろいろ葛かつ藤とうがあったことを知って、嫌いになるどころか可か愛わいいとさえ思えるから不思議だ。

　すれ違った女性に怪け訝げんそうな顔をされ、純は自分がにやついていることに気づいた。

　慌てて唇くちびるを引き結んで、駅へ急ぐ。

　けれどウォーレンのことを考えるとどうしても頰ほおが緩ゆるんでしまい……純は電車の中で何度も思い出し笑いを飲み込んだ。
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　──頭が重い。

　寝ね返がえりを打って、ウォーレンは眩まぶしい日差しに顔をしかめた。

（なんだ……？　カーテンが開けっ放しなのか……？）

　目を閉じても強きよう烈れつな日光が顔に当たるので、訝いぶかしく思って細目を開ける。

「……ああ、そうか……引っ越こしたんだった」

　昨日まで滞たい在ざいしていた茜屋ホテルのプレジデンシャルスイートは、ベッドに直射日光が当たらないように配はい慮りよされていた。

　しかしこの外国人向けの家具付き賃ちん貸たいマンションには、そういった配慮は皆かい無むだ。

（ベッドの位置を変えるか……いや、遮しや光こうカーテンにすればましになるか？）

　のろのろと起き上がって、枕まくら元もとの時計に目をやる。

　もうすぐ十一時だ。毎朝早起きしてジョギングをするのが日課のウォーレンにとって、これはかなりの寝ね坊ぼうと言える。

　ベッドに腰こしかけて、はあっと長いため息をつく。

　ゆうべはスペンサーと純の三人で食事をし……そのあとひどく落ち込むことがあって、深酒してしまった。

　アルコールには強いので二日酔よいというほどでもないが、体がだるい。

（これは精神的なダメージだな）

　最愛の恋こい人びと──いや、自分では恋人だと思っていたが、まだ恋人ではなかった──である純に、自分は噓うそをついていた。

　まずは茜屋ホテル買収の件だ。偶然だと言ったが、偶然ではなく自分が仕組んだ再会だった。

　そしてスペンサーの件。純がスペンサーに想おもいを寄せていることを知りながら、スペンサーがバイセクシャルであるという情報を伏ふせて、諦あきらめさせようとした。

　そしてもうひとつ、純が落馬したときの件。これについては一生言うつもりはなかったのだが、スペンサーがぽろりと暴ばく露ろしてしまった。

（だけど、なぜ純はあんなに怒おこっていたんだ……？　俺が手を握ってたってわかったほうが不ふ愉ゆ快かいだっただろうに）

　今はともかく、あの頃ころは純に嫌われていた。

　嫌われて当然のことをしていたので仕方がない。

　けれど、純に対してはどうしても素す直なおになれなくて……。

　今思えば思春期のくだらないちっぽけなプライドが邪じや魔ましていたのだとわかる。好きだと告白して、純に拒きよ絶ぜつされるのが怖こわかった。

　それに……自分の中には陰いん湿しつでサディスティックな面があり、可愛いと思えば思うほどいじめたくなる性質を持っているのも確かだ。

「純……」

　どうしてけしかけるようなことを言ってしまったのだろう。

　もしも純がスペンサーとつき合うようになったら、自分はきっと立ち直れない。

　再びベッドに突つっ伏ぷしてぐずぐずと感傷に浸ひたっていると、ふいにインターフォンが鳴った。

「……？」

　引っ越したばかりなので、この住所を知る者はほとんどいない。訪ねてくる可能性があるとすれば、会社の連中かスペンサーだろう。あるいは単なるセールスや勧かん誘ゆうか。

　今は誰だれにも会いたくなくて、ウォーレンは呼び出しを無視した。

　もう一度、インターフォンが鳴る。

　寝返りを打って、ウォーレンは目を閉じた。

　しかしそのあと立て続けに鳴らされたインターフォンに、はっとしてベッドに起き上がる。

（純!?）

　このインターフォンの鳴らし方には覚えがある。

　その昔、純とモールス信号風にベルを鳴らして遊んだことがあった。ベルの間かん隔かくで合図を決め、互たがいの家に誘さそいに行くときは、こうやってふたりだけにわかる押し方をしたものだ。

　大急ぎで玄げん関かんの横にあるインターフォンに駆かけ寄り、ボタンを押す。

「──はい」

『ああ、やっと出た。いないのかと思った』

　やはり純の声だった。その声を聞いただけで、胸が熱く疼うずいてしまう。

『開けてくれよ。話があるんだ。ゆうべはちゃんと話せなかったから』

「…………いい話？　それとも悪い話？」

　我ながら女め々めしいと思うが、訊きかずにいられなかった。

　悪い話なら聞きたくない。純に別れを切り出されたりしたら……。

『さあな。俺はいい話だと思うぞ。おまえにとってはどうだかわかんねーけど』

　その言葉に、ウォーレンはしばし迷った。

　スペンサーとつき合うことになった、というのであれば、純にとってはいい話だろう。

『とにかく開けてくれよ！　次の人が待ってるんだから！』

　しびれを切らして純が叫さけぶ。その勢いに乗せられて、ウォーレンはオートロックの解除ボタンを押してしまった。

「ＯＭＧ」

　思わず口から〝オーマイゴッド〟の省略形が漏もれる。裁きを待つ、哀あわれな罪人の気分だ。

　二分ほど後、今度は玄関のチャイムが鳴った。

　早く開けないと純がまた連打する。

　今思い出したが、あのゲームはなるべく相手に連打させないうちに素す早ばやくドアを開ける競争も兼かねていた。

　意を決して、ウォーレンは重たい鉄の扉とびらを開けた──。







　重たげな鉄の扉を、純はいらいらしながら見上げた。

（まったく……あいつ悪いほうへ悪いほうへ考えて、勝手に落ち込んでやがる）

　一夜明けて思い返してみると、ウォーレンの態度はやはり納なつ得とくがいかなかった。

　ここはがつんと言い聞かせてやらねばなるまい。

　なかなかドアが開かないのでもう一度チャイムを鳴らそうと指を伸のばす。

「うわっ！」

　純がチャイムを押すと同時に、内側からがちゃりとドアが開いた。

「……おまえ、酒くさいな」

　せっかくいろいろ用意してきたのに、純の口から飛び出した第一声はそれだった。

「……ああ、そうだろうとも」

　どんよりとした表情で、ウォーレンが背を向ける。風ふ呂ろから上がってそのまま寝ねたらしく、寝ね癖ぐせがひどい。おまけにパンツ一丁という格好だ。

「お邪魔します……靴くつは脱ぬがなくていいの？」

「構わない」

　言いながら、ウォーレンがキッチンへ向かう。

　グレーのローライズのボクサーブリーフに包まれた筋肉質の尻しりが動くさまに、思わず純は見とれてしまった。

「コーヒーでいいか？」

「いや、いらない。それよりこっち向いてくれよ」

「…………」

　ようやく振ふり返ったウォーレンに、純は後ろ手に隠かくしていた真っ赤な薔ば薇らの花束を抱かかえて歩み寄った。

「それはなんだ？」

　花束に気づいたウォーレンが、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

　すうっと息を吸って、純はウォーレンの前に立って青い瞳ひとみをまっすぐに見上げた。

「プロポーズだ」

「…………えっ？」

　ウォーレンが、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をして訊き返す。

「ほんとは指輪を用意して颯さつ爽そうと取り出したかったんだけど……」

　だんだん照れくさくなってきて、顔が赤くなる。

　ゆうべは最高のアイディアだと思ったが、夜中に書いたラブレター的な失敗だったかもしれない……。

「な、なんか言えよ……」

「……ＯＭＧ……」

「は？　なんだそれ……うわっ！」

　いきなりがばっと抱だき締しめられて、純はよろめいた。

「おい、花っ、潰つぶれる……っ」

「あ？　ああ……」

　ウォーレンが純の手から花束を奪うばい取り、キッチンのテーブルの上にばさりと置く。

　せっかくのロマンチックな演出が台無しだが、純にももう余よ裕ゆうがなかった。

「ん……っ」

　情熱的なキスに、純も積極的に応こたえる。ウォーレンの首に腕うでをまわし、口の中をまさぐる舌に舌を絡からめ……。

「……本当に俺でいいのか？」

　長いキスを中断して、ウォーレンが囁ささやく。

「おまえじゃなきゃだめだ」

　そう言って笑えみを浮うかべると、再び唇くちびるにむしゃぶりつかれた。

「……悪い……酒くさいだろ……」

「いいよ……なんか酔よっぱらっちまいそうだけど……」

「純……っ」

　ウォーレンの体が、どんどん熱くなってゆく。

　下着一枚なので、その部分の変化が実によく伝わってきた。

「あ……ウォーレン……俺もやばい……っ」

「ベッドに行こう……」

「ん……」

　ウォーレンが純の尻をジーンズの上から揉もみながら、ベッドルームへと誘ゆう導どうする。

　もつれ合うようにしてベッドに倒たおれ込み、ふたりは互いを貪むさぼるように口づけ合った。

　その間にもウォーレンの両手は休みなく動き、純の服を次々に引き剝はがしてゆく。

「これ、俺がプレゼントした下着？」

　白いビキニの膨ふくらみを指先でつうっとたどられ、純は身み悶もだえながら頷うなずいた。

　きっと染しみができている。それはウォーレンも同じで、グレーのボクサーブリーフの前は高々とテントを張り、先せん端たんにいやらしい染みができていた。

「ウォーレン……プロポーズの返事聞いてないんだけど……」

「イエスだ。イエスに決まってる」

「じゃあ……最後までしようか」

「ああ、もちろんだ……！」

　ウォーレンが息を荒あらげ、純のビキニをそっと引きずり下ろした。

　純も手を伸ばし、ウォーレンのボクサーブリーフを引っ張り下ろす。

「あ……っ」

　ぶるんと飛び出したふたつのペニスがぶつかり、純は艶なまめかしい声を上げた。

　早くウォーレンが欲しくて、自ら脚あしを開いて交合の体勢を取る。

　あとで思い出すたびに顔から火が出そうだが、今は羞しゆう恥ちよりも欲よく望ぼうが上まわっていた。

「純……引かないと約束してくれるか」

「何が……？」

「このときのために、用意しておいたんだ」

　言いながら、ウォーレンがベッドサイドのナイトテーブルの引き出しを開ける。

「何それ……？」

　ウォーレンが取り出したのは、見慣れないピンクの容器だった。

「潤じゆん滑かつ用のローション」

「……っ」

　どこに使うものか理解して、純は顔を赤らめた。同時に奥の蕾つぼみがひくりと反応し、期待に打ち震ふるえる。

「純、入れて欲しいところを広げて見せろ」

　ウォーレンが唇に笑みを浮かべ、命令する。

「……お、おまえ、昨日とずいぶん態度が違ちがうじゃないか……っ」

「今の俺は自信が漲みなぎってる。純に愛されているとわかったから」

　青い瞳を輝かがやかせ、ウォーレンは純の初うい々ういしい蕾を凝ぎよう視しした。

　その視線に、ぶるっと背筋が震える。恥はずかしくてたまらないのに、同時にウォーレンに見られてひどく感じていた。

「可か愛わいいアナルだ……こんな小さな穴に俺のものが入るのか」

　言いながら、ウォーレンが蕾にローションをとろりと垂らす。

「実じつ況きようはいらない……っ、ひあ……っ、あ、あっ」

　指先でぬるぬると塗ぬり広げられ、純はびくびくと身悶えた。

　ウォーレンの指がきゅっと閉じた襞ひだを丁てい寧ねいになぞり、優やさしくほぐしてゆく。緊きん張ちようが緩ゆるんだところで指の腹が浅く潜もぐり込んできて、純はその違い和わ感かんに顔をしかめた。

「痛いか？」

「ちょっと……でも平気。続けて……っ」

　ローションを塗り足して、指は次し第だいに深く潜り込んできた。

「ひああっ！」

「ここか」

　純の快感のスポットを探さぐり当てたウォーレンが、その部分を指の腹で優しく撫なでる。

「ああっ、あ……そこ、気持ちいい……っ、あああ……っ」

　絶頂は唐とう突とつに訪おとずれた。失禁したように精液が漏もれて、純の下腹部を熱く濡ぬらす。

「純……そろそろ俺も限界だ……」

　ウォーレンが呻うめき、自らの屹きつ立りつを握にぎって上下に扱しごく。

　ごつごつした手が血管の浮いた太い茎くきを擦こするたび、大きく笠かさを開いた亀き頭とうが先走りで濡れてゆく。

「俺も……早くウォーレンが欲しい……」

「純……！」

　逞たくましい亀頭が、純の初々しくも淫みだらな蕾に押し当てられる。

　それだけで、いってしまいそうなくらい刺し激げき的だった。

　そしてウォーレンがゆっくりと腰こしを進め……。

「ひああ……っ！」

　ウォーレンが入ってくる感かん触しよくに、純は艶めいた声を上げた。

　狭せまい肛こう道どうを、硬かたくて太い男根が押し広げてゆく。粘ねん膜まくを擦られる感覚が、たまらなく気持ちいい。

「ウォーレン……っ」

　無意識にウォーレンにしがみつき、その拍ひよう子しに結合が深まって、純は悲鳴を上げた。　>>>♥

　痛みもあるが、それを上まわる快感が訪れる。

　愛する男の体を受け入れた悦よろこびに、全身が打ち震えた。

「純、愛してる……！」

「あああ……っ！」

　ずぶりと奥まで貫つらぬかれ、純はあられもない声を上げてよがった。

　いつのまにか勃ぼつ起きしていたペニスから、薄うすい精液がとろとろと漏れる。

　──そこから先は、あまりよく覚えていない。

　まるで嵐あらしの海に漂ただよう小こ舟ぶねに揺ゆられているような、衝しよう撃げき的かつこの上なく官能的な体験だった。

　ウォーレンにしがみついて、何か破は廉れん恥ちな言葉を口走ってしまったような気がする。

　やがて嵐が過ぎ去り、穏おだやかな凪なぎの中で、純は心と体が満たされてゆくのを感じた──。







「純……大だい丈じよう夫ぶか？」

　気き遣づかわしげに名前を呼ばれ、純は重い瞼まぶたをゆっくりと開けた。

「ああ、よかった。気を失ったかと思った」

　ウォーレンがほっとしたように微笑ほほえみ、純の髪かみを撫でる。

　親指が傷きず痕あとのあるこめかみをまさぐっているのを感じて、純は大切なことを言い忘れていたのを思い出した。

「ウォーレン……俺さ、昨日初めて知ったんだ。落馬したとき、ウォーレンが介かい抱ほうしてくれたこと」

　散々叫さけんだせいか、声が掠かすれていた。

「ああ、待って。喉のど渇かわいてるだろう」

　ウォーレンがナイトテーブルの上に置いてあったミネラルウォーターのボトルを手に取り、そっと上体を助け起こしてくれる。

　手て渡わたされたボトルの水を一気に半分ほど飲んで、純はふうっと息をついた。

「ウォーレンは知らないだろうけど、これってすごく重要なことなんだぜ？　だって俺、介抱してくれたのがスペンサーだと思い込んでて、それがきっかけでスペンサーのこと好きになったんだから……」

「……そうなのか？」

「そうだよ。俺、知らない間にウォーレンのこと好きになってたんだ」

「…………Ｏ、Ｍ、Ｇ！」

　ウォーレンが天てん井じようを仰あおぎ、両手を広げて叫ぶ。

「だからそのＯＭＧってなんだよ？」

「オー、マイ、ゴッド。略してＯＭＧ。なんてこった。俺があのとき恩着せがましくおまえを助けたのは俺だって言ってたら、純は俺のものになってたのか？」

「さあ、それはどうかな。当時はウォーレン意地悪だったし」

「だけど、俺のこともっと早く好きになってたかもしれないんだろう？」

「ま、終わったことはもういいよ。今は恋こい人びと同士だし、俺の初恋の相手も実はウォーレンだったってわかったことだし」

「それでも俺は後こう悔かいの念を拭ぬぐえない。ああ、あのとき正直に言ってれば……」

「もう……ウォーレンって意外と女め々めしいよね。ほんと、ネガティブだし陰いん湿しつだし」

　ウォーレンが振ふり返り、青い瞳ひとみで純をじっとりと睨にらみつける。

「純にそう言われると自信なくすな……」

「大丈夫。俺はウォーレンのそういうところも全部愛してるよ」

　そう言って、純は愛いとしい男の唇くちびるにそっと口づけた──。






　あとがき




　ルビー文庫さんでは初めまして、神香うららです。

　お手にとってくださって、どうもありがとうございます！




　さてさて、今回は幼なじみ再会ものです。しかも、いじめっこといじめられっこ。といっても深刻ないじめではなく、好きだからちょっかい出してしまう系です。

　素す直なおになれなくてつい意地悪してしまうウォーレン、結構強気で言い返す純、こういう関係好きなので、書いていて楽しかったです。




　私はいつも後半苦しくなってきた辺りで「受けよもう少し待っててくれ～、幸せにしてやるからな！」と受け（と自分）を励はげましながら書いているのですが、今回は「ウォーレン、幸せにしてやるからあと少し我が慢まんしろ！」と言い聞かせながら書きました。

　一見傲ごう慢まんで俺様なウォーレンですが、最後は純のほうが主導権握にぎっちゃいましたね～。

　このふたり、私生活でも仕事でもいいパートナーになれそうです。茜屋ホテルのリニューアルが軌き道どうに乗ったら、今度はアジアの他ほかの都市に一いつ緒しよに赴ふ任にんしたりとか。ウォーレンはいずれは独立するような気もするので、ふたりで渡米もありかも。

　ときどき自信をなくしてへこむウォーレンを純が叱しつ咤た激げき励れいしつつ（笑）、末永くラブラブなカップルになることでしょう。




　みずかねりょう先生、素敵なイラストをどうもありがとうございました。そしてお忙いそがしい中ご迷めい惑わくをおかけしてすみません……。挿さし絵えがみずかね先生に決まったと伺うかがってから、私の中で純の美人度がぐんとアップしました。ウォーレンもかっこよくて、美形好きとしてはほんと嬉うれしかったです！

　担当さま、このたびは大変お世話になりました。なかなか原げん稿こうが上がらずご心配をおかけしてしまい、本当に申し訳ありません……。お力ちから添ぞえに感謝しております。

　最後になりましたが、読んでくださった皆みなさま、どうもありがとうございました。甘々ないじめっこ、お口に合いましたでしょうか？　ご感想などお聞かせいただけると嬉しいです。

　またどこかでお目にかかれることを願いつつ、この辺で失礼いたします。


神香うららでした。
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